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W調査結果Ergebnisse　der　Untersuchungen

　富士市は，海抜0．7～3，421mまでの海際から富士1ま頗近くまで多様な環境要因がからみあって

いる。そのため残されている自然植生は海岸の波打ちぎわより高山帯まで多彩な植生が発達して

いる。さらに人為的影響におきかえられた代償植生まで多くの植生がみられる。潜在自然植生を

判定するためには自然植生とその代償植生との関連も必要となる。富士愛鷹山麓地域の植生（奥

富，松崎！974）も参考に，さらに新しく得られた群落も含め33群集21群落，その他植林4が富士

市でみとめられた。同時に，総和群集による景観区分が行なわれた。潜在自然植生図は37の凡例

で示され，凡例解説がヤブツバキクラス域，ブナクラス域，コケモモートウヒクラス域，コマク

サーイワツメクサクラス域のそれぞれの凡例ごとに示された。

A．植物群落（富士市でみとめられた植物群落）

　　Vegetationseinheiten　in　der　Stadt　Fuji

a．ヤブッバキクラス域（低地帯）

　　Camellietea　japonicae－Gebiet（7iefland）

　富士市の，海抜Omから富士山麓で600m，愛鷹山域で850mまでは，水際や砂の動くところを

除いては，冬でも緑の常緑広葉樹林；照葉樹林が生育する地域である。したがって，日本の常緑

広葉樹林に普遍的にみられる，冬季赤い花をつけるヤブツバキの名をとり，ヤブツバキクラスと

呼ばれている（宮脇1967）。富＝ヒ市域を含める中部地方のおよそ0～600（場所によって800）m

はやブツバキクラス域としてまとめられる。

　富士市では，神社や寺院の社叢林，あるいは山地斜面に常緑広葉樹林のタブノキ，スダジイ，

アラカシ，アカガシ林や，針葉樹と常緑カシとの混生林；カシーモミ林がわずかな面積で残され

ている。15～25年に一度伐採されるところでは夏緑広葉樹林のコナラ林が発達する。丸火自然公

園では，自然の溶岩の影響によるコナラ林が広く発達している（p．52）。ヤブツバキクラス域に

はスギ，ヒノキ，クロマツ，クヌギ，オオバヤシャブシなどの植林が行なわれている。浮島ヶ原

の湿原地ではジャヤナギの植栽地がみられた。その他岩上，岩魚草本植物群落，路傍，路上，河

辺，伐跡，畑地，水田雑草群落，湿生，砂丘草原などがヤブツバキクラス域に発達している。

　1　常緑広葉樹林　三mmerg撤ne　Daubw琶ldeτ

　富土市の海抜0～600磁（愛鷹山では約850m）では，スダジイ，タブノキ，カシ類，モミの林

分が海際から山地中腹まで配分されている。

　海際の海岸砂丘地帯では，古砂丘の安定地では，宮島前浜昆比羅神社に代表されるマサキート

ベラ群集が発達する。砂丘後背地に広がる沖積地には，神社に勢いよく育っているタブノキで代
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表されるタブノキ林（岩本の残存林分で示されるイノデータブノキ群集）が潜在自然植生と判定

される。現在の集落地は，海抜30～40mの沖積地まで含めてイノデータブノキ群集の潜在自然植

生域に集まっている。富士川流域の水神社，間門町浅闘神社裏手にぱイズセンリョウ，ホソバカ

ナワラビ，リンボク，アマクサシダなど南方系の植物を有するホソバカナワラビースダジイ群集

が残され分布している。同町の尾根部，鵜無ケ渕町神明宮，富士見台下，岩本山ではスダジイが

優犯するヤブコウジースダジイ群集が残されている。海抜220mの今宮の浅間神社の溶岩流記に

はモミ，カヤ，ウラジロガシがヒノキ植林に混生した，シキミーモミ群集の断片がみられる。

　ヤブツバキクラスは，日本列島の北は秋田県，岩手県より，南は沖縄県まで，シイ，タブノキ，

カシ類を主とした林分で共通している（藤原1981他）。中部地方では富±市における常緑広葉樹

林の分布域が垂直的に，およその標準分布である（藤原1982）。

　　1）　マサキートベラ群集

　　　　E撹ony㎜o・Pittosporet臓茎n　tobira　MiyawakietaL　l971（饗ab．2）

形態：マサキ，トベラ，マルバノシャリンバイ，ヤブニッケイ，モチノキ，ヤブツバキ，マルバ

グミなど葉の厚い風衝に強い低木あるいは亜高木によって構成される。林床にはキヅタ，ヤブコ

ウジがみられる程度で他は，木本の芽生えが多い。富士南では宮島富浜忌寸羅神社に1ケ所古品

丘上に残されているが，一般にはクロマツを伴った3層群落か，クロマツを欠く2層群落を形成

し，海からの風衝に対し，頭をはさみで刈られたような形態（Schereform；マッキー状）の林分

を形成する。富士市では古い砂丘上で，周辺はクロマツ植林におおわれており安定している。

生態：マサキートベラ群集は海抜10mの古砂丘上に残存している。土壌は砂質未熟土で，落葉層

（L，F）は1～2cm，粗腐植層（H）は無，　A　1層は漸7～8cm，10YR2／2を示し黒褐色。

粒は粗で砂土である。A2層も砂上で，！0YR3／3暗。粗でA1，　A2とも潤である。昆比羅神社

の社叢林として残されているため風衝低木林の形態は示していないが基盤の土壌が古砂丘で発達

していないためしぼらく持続する群落である。

分布：富士市では1ケ所残されているにすぎないが，マサキートベラ群集は，静岡県では駿河湾

岸，遠州灘の御前崎などで代表されるように（宮脇・村上・鈴木1982），風衝低木林として海岸

断崖地や斜面に発達している。伊豆半島ではウバメガシ林（トベラーウバメガシ群集）が海岸風

忌地凸状地に，病状地に一部マサキートベラ群集が発達している。マサキートベラ群集は，ヤブ

ツバキクラス北限域の風衝低木林である。日本海沿岸にも発達し，九州までみられる。日本海沿

岸では，島根半島以西でオニヤブソテツーハマビワ群集と共存する。

　　2）　イノデータブノキ群集

　　　　Polysticho－Perseetumもh腿nbergii　Suz・㌍ok．雪952（Tab・3）

形態：高木層にタブノキ，エノキ，ケヤキ，ムクノキ，クロガネモチが優占しあう林分。高木第
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　　　　Fig．9　昆比羅神社社叢林相観（宮島新田，海抜10m）。

Kleiner　Shinto－Schreinwald　von　Konpira・jinja（Miyalirna　Shinden，10エn荘．　NN）．

2層にもタブノキ，モッコク，クロガネモチ，サカキなど，低木層にヤブツバキ，アオキ，ヒサ

カキ，クロガネモチ，シロダモ，マサキ，ヤツデ，ヤブニッケイなど，草本層にイノデ，ヤブラ

ン，ベニシダ，キチジョウソウ，キヅタ，オオバジャノヒゲなどが生育している。調査地が神社

林で，人為的影響がかなり加わっており，均質な植分ではないが，参考として藤棚分の記載が行

なわれた。岩本の岩松神赴（海抜25m）は，比較的自然に近い形で残されたイノデータブノキ群

残存林分がみられる。人為的破壊が今後とも加わらないようにしたい。高木第1層は22mに達し

集の90％の植被率で林内を密閉している。タブノキは胸高直径45cm，クロガネモチは70cmに達し

ている。高木第2層にはシロダモ，ヤブツバキ，タブノキ，トベラ，エノキ，ムクノキ，アラカ

シが生育している。低木層はタブノキ，シロダモ，ヤブツバキ，アオキ，ヤブニッケイ，マサキ，

ヤツデ，イヌビワ他40％の植被率で液果をもつ植物が多い。草本層はキヅタ，シュワ，キチジョ

ウソウ，オオバジャノヒゲ他が20％の植被率で生育している。

　これらの林分はイノデを標徴種，キチジョウソウ，エノキ，ムクノキ，ケヤキ，オオバジャノ

ヒゲを区分種としてイノデータブノキ群集にまとめられる。

生態：岩本岩松神社では，地下水面より！mの高さの沖積地上に発達している。10cm大の円礫

層があり，沖積地独特の黒土が堆積した適潤地である。一般に神社林は参拝老が歩いたり，子供

達の遊び場になりやすい。したがって林床の土はふみかためられ固結しやすい。林床植物が貧弱
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　　　　　　　　　　　イノデータブノキ群集域に対する人為的影響と代償植生。

　　　　　Wechselbeziehung　zwlschen　den　ErsatzgeseUschaften　und　ihren　menschlichen

　　　　　Einwirkungenim　Polysticho－Perseeturn　thunbergii．

になったり，反対に周辺から人為的影響と同時に雑草が入りやすい状態になっている。吉原本町

の寺院，鵜無ヶ渕町神明密，東田子ノ浦駅後の六王子神祉，米の宮浅間神社などで植生調査資料

が得られた。

麺：イノデータブノキ群集は，富士甫では沖積地を中心に川沿に海抜220mまであがっている。

静岡県では広く沿岸部の沖積地に発達する。シキミーモミ群集，ヤブコウジースダジイ群集とと

もに関東地方の常緑広葉樹林の北限域林を代表する群集である（藤原1981）。

　　3）ホソバカナワラビースダジイ群集

　　　　Arach亙iodo・CasもaRopsiet瓢m　siebo至dii］Miyawaki　eもal．1971（7ab．3）

形態：高木層にスダジイ，タブノキが優占する。ボルトノキ，カゴノキなども混生する。

　富士市では水神社裏手にきわめて狭い面積で，自然に近い形の林分が植生調査された。樹高15

mと低いがタブノキ，スダジイ，クロガネモチが混生し，一部ハリギリ，イヌシデなどの夏緑広

葉樹もみられる。植被率80％を占めている。高木第2層にはアラカシ，タブノキ，モチノキが生

育し植被率30％を占めている。低木層では，アラカシ，スダジイ，ピサカキ，ヤブニッケイ，サ

カキ，ヤブッバキ，ツルグミ，トベラ，タブノキ，ヤツデなどの常縁広葉樹低木にホソバカナワ

ラビースダジイ群集を区分するイズセソリ。ウが生育している。林床にはベニシダ，ヤマイタチ
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　　Fig。11社叢林として残されてきたホソバカナワラビースダジィ群集

　　　　　　（富士市二二浅間神社，海抜300m）。

Als　Shintoistischer　Schrelnwaid　erhaltenes　Arachniodo－Castanopsietum

siebQ1（1　i三（Kazaki，　Sh三nto－Schreill　Sengen　300m荘．　NN）。

シダ，オオイタチシダのシダ植物に，オオバジャノヒゲ，キチジョウソウなどの深い土壌地に生

育する植物が生育している。一部西日本に分布するツルコウジがみられた。

　間門町浅間神社では内陸部で海抜150mと高いが，樹高25mに達し，林床に標徴種であるホソ

バカナワラビが生育している。その他リンボクもこの林分内に生育している。

生態，分布：ホソバカナワラビースダジイ群集は富士山麓，愛鷹山麓の南面に発達しているが，

富士山側では分布がみられない。東海，中部地方のタブノキ林形成の可能な沖積地や斜面に発達

する。間門町の残存林分は縄文時代後期，現在より3℃平均気温が高かった時代に分布したもの

であろう。南方系植物群落の遺存形を示しているものと考えられる。関東地方では，房総半島，

伊豆半島に分布し，関東平野にはイズセンリ。ウ，ホソバカナワラビが分布せず，わずかに茨城

県，埼玉県の北関策山地1」．麓部に個体的に谷部に継々と生育しているのがみられる（藤原1981）。

　　4）　ヤブコウジースダジイ群集

　　　Ardisio・CastanopsieもumsieboldiiSuz．・Tok．eもHaもiya1951（Tab・3）

形態：スダジイが高木層に優占する。鵜無ケ渕町神明宮には樹高28m，胸高直径100cmに達する

スダジイが高木層を形成している。富士市では一度伐採されたあとの萌芽林や若齢林が多く12～
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篭塀

　　　　　　Fig．12岩本山に残されているヤブコウジースダジイ群集（130m）。

王）as　Ardisio・Castanopsietum　s量eboldiiistauξdemlwamotoyamanocherhalten（130m這。　NN）．

15mの樹高の林分が多い。ウラジロガシ，アラカシなどのカシ類を混生することがある。高木第

2層にはスダジイ，ヤブツバキ，サカキ，タブノキなどが生育している。低木層は植被率30～50

％が多く，ピサカキ，アオキ，アラカシ，スダジイ，アリドオシ，ジュズネノキ，シロダモ，ヤ

ブニッケイ，ヤブツバキ，イヌガヤなど20～30種が生育している。草本層には，ナガバジャノヒ

ゲ，テイカカズラ，ベニシダ，キヅタ，襲爵イタチシダ，ヤブラン，ヤブコウジ，シュンランな

ど20種前後が生育している。

生態：富士山麓愛鷹山麓，岩本山など，山地下部の丘陵地や台地上，あるいは斜面の排水のよ

い立地に発達している。土壌は黄褐色森林土で，通気性がよい。

鍾：富士市では海抜30～350mに生育している。関東地方や日本海沿岸の丘陵地にもっとも普

通にみられる常緑広葉樹林北限域の乾性型林分を代表する群集である。北は福島県久美浜町，新

潟県柏崎市まで分布している（宮脇・藤原。原田他1971，藤原1981）。

上級単位：ヤブコウジースダジイ群集は，アカガシーシラカシ群団，シキミーアカガシオーダー，

ヤブツバキクラスにまとめられる。

　　5）　シキミーモミ群集

　　　　IH量cio・Abiete加拠firmae　Suz・Tok．1961（Tab．4）

形：態：高木層にモミ，カヤなどの針葉樹とともに，ウラジロガシ，アカガシの常緑広葉樹を混生
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する。立地により，ウラジロガシ，アカガシが優占林を形成することがある。高木第2層にはサ

カキ，スダジイ，タブノキ，ウラジロガシ，アカガシ，アラカシなどが混生する。ときにユズリ

ハ，ヤブツバキなどもみられる。低木層にはアオキ，ヤブニッケイ，ウラジロガシ，ヒサカキ，

ヒイラギ，ヤブツバキなどが混生している。ミヤマシキミ，シキミ，アセビなどを伴う。草本層

にはテイカカズラ，ヤブコウジ，ヤマイタチシダ，ヤブラン，ベニシダなどに，微地形により生

育する種や樹木の芽生えや幼苗が生育する。4層群落を形成する。

生態：富士市ではヒノキ植林，スギ植林が行なわれている地域が多く，残されている林分はほと

んどない。今宮の浅間神社の溶岩流上にわずかに断片的な林分が調査された。

分布：海抜350～600mまで富士山麓に分布するものと考えられる。愛鷹山麓では，850mまで谷

斜面沿いに上限域があがっている。

上級単位：アカガシーシラカシ群団，シキミーアカガシオーダー，ヤブツバキクラスに所属する。

　　6）　アラカシ群落

　　　　Q配θrcπs　gZα配。α・Gesel茎scha£t（Tab．5）

形態：樹高8m，半被率80％を示すアラカシ林が植生調査された。シキミーモミ群集の代償：植生

で，高木層にアラカシが優占し，モミが混生している。低木層にアオキ，ピサカキ，シロダモ，

タブノキ，アラカシ，ヤブツバキ，イヌツゲなど常緑広葉樹低木が，エノキ，ハナイカダ，ヤマ

ツツジ，イヌビワの夏緑広葉樹と混生している。樹高8mと低く，屋敷周辺の土塁上に形成され

た林分である。草本層はテイカカズラが被度2と優申し，シャガ，ヤブコウジ，ヤマイタチシダ，

クマワラビ，ベニシダ，ビナンカズラ，オオバジャノヒゲ，ナンテンなどの常縁植物が生育して

いる。モミ以外の種は，広く常緑広葉樹林に共通な種により構成されている。

生態：一般にアラカシは，常緑広葉樹林の伐採跡に二次林を形成しやすい。これは，アラカシが

他のカシ類に対し競争力が弱い傾向があるためで，自然の生育地が，中部地方伊那谷にカシ林の

北限として分布したり（藤原1982），あるいは岩角地や石炭岩地に群落を形成しやすいことから

も明かである。

分布：関東地方を北限として，南は九州まで分布する。富士市では王子本町の屋敷林が調査され

たが須津川渓谷などに二次林がみられる。

上級単位：アカガシーシラカシ群団，シキミーアカガシオーダー，ヤブツバキクラスに所属する。

　2　夏緑広葉樹林　Som凱ergr廿ne　Laubwaldeτ

　富士山麓のヤブツバキクラス域の上限は海抜約650mに判定されている。海抜6501n以下に生

育する夏緑広葉樹林は二次的に生育する代償植生で，その多くは，定期的に伐採，利用される薪

炭林，あるいは復元途上のクヌギ，コナラ林である。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．4　シキミ～モミ群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nlicio－Abietetum　firmae
Feld－Nr．調査番号：Fu－35，　GrδBe　d．　Probe｛lache調査面積；100m2，　Hδhe蔭．　Meer海抜高：260m，

H6he　d．　Baumschicht－1高木第1層の高さ：26m，　H6he　d．　Baumschicht－2高木第2層目高さ；10m，　Hbhe　d．　Strauchschicht低木層の高さ10m，
H6he　u．　Deckung　d．　Krautsch三cht草本顯の高さおよび植被率0．5m，70％，　Artenzah1出現呼数：46’種
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　　の　タフノキ

サカキ

Bユ　v
S　　v
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ピサカキ

　の　　　　　　　　ロ

ヤフツバキ
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7｝一勲ぬψε〃πz〃ノぼ∫∫α々α〃ノ’var．
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ノ1ご々。π‘1疏ρ乃πβZα〃ご施Z～α　　　　　カゴノキ
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S　　v
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S　　v
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K

4・4
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十
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　・4ノ’読∫’αノ妙01～此α

　ゐカ8∫〔ψ6μαオ匁〉ゐツzzα

　0ρ1～ガ砂ogo／30阪σガ

　品説αノ砂。π’cα

　D1二y（ψ‘6’層’5翫∬8’∫αノzα

　z）’二y砂’8ノ璽～∫ノ2‘50ψ85
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　A681’♪αZ〃雄臨1μ

　・4かz5〃α8α妙∫α4zαオご1
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　五ケ。砂。漉z〃μ38ノブ’α孟麗〃」

　018捻αノ妙。／2fcα

フユイチゴ

シュズネノキ

ニッケイ

オオバジヤノヒゲ

　カブダチジャノヒゲ

　オオイタチシダ

　アカガシ

　アリドオシ

　ヤブコウジ

　ヤブラン

　ナガバジャノヒゲ

　ヤツデ

　ヤマイタチシダ
　　　リ　　　リ　　　　　　　　　　　　　

　マルバベニシタ

随伴種

　イヌシデ

　ガクウツギ

　クマワラビ

　イロハモミジ

　キッコウハグマ

　シャガ

　コウヤボウキ

　ナキリスゲ

　ビナンカズラ

　ジュウモンジシダ

　アプラチャン

　トウゲシバ

　コクサギ

調査地Lage　d・Aufn・：1mamiya，　Shnito－Schrein　Sengen－jinja今宮浅間神社．調査年月日Datum　d．　Aufn．：10．　Apr．1983
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab。5　ア　　ラ　カ　　シ　群　　落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎～48rα459♂α～4（7α一Gesellschaft

Feld－Nr．調査番号Fu－209，　Gr6βe　d．　Probeflache調査面積二50m2，　H6he廿．　Meer海抜高：336m，　Exposition方位；S，　Neigu鷺9傾斜：5。，

壬｛6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht高木騨の高さおよび植被率二8m，8Q％，　H6｝｝e　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木繍の高さおよび植被率＝3m，3Q％，

H6he　u．　Deckung　d，　Krautschicht草本層の高さおよび植1被率：0．6％，70傷，　Artenzah1出現種数；29．種．

Trennar£d．　Gesellschaft：

Qz48’層α‘3　gzα㍑ごα

Arten　d．　h6heren　Einhei亡en：

海ノ”5εα酌μπ加ノ召’ガ

男曜αC1～8」卿8ηノ㍑〃ノ～副α’～α〃〃．　var．

　∫〃’｛～〃〃84々4〃z

群落区分種

　アラカシ

上級単位の．種

　　　　タフノキ

テイカカズラ

B　　5・4

S　2・2

S　　十

K　　÷

　漁～4αめαノ妙。漉ごα　　　　　　　　　　アオキ

　E～〃ッαノ妙。加ぐα　　　　　　　　　　ピサカキ

　N／oZ∫な8α∫81噂記6α　　　　　　　　　　　　シロダモ

　∠4ズ♂～豆αノ妙。ノ～～cα　　　　　　　　　ヤブコウジ

　1）1つκ！μα’な腕∬麗かα〃α　　　　　　　　ヤマイタチシダ

　楡ζ／∫z〃8αノ妙。加‘α　　　　　　　　　　ビナンカズラ

　D’ツ・με18～∫β1つ’‘加・∫α’α　　　　　ベニシダ

　Cα〃躍」々αノ＠o〃∫‘α　　　　　　　　　　ヤブツバキ

　翫π読ηα40〃zθ3’fcα　　　　　　　　　ナンテン

調奄地Lage　d，　Aufn・：Hac1｝loli－Honmachi八王子本町・調査年月日Da亡uln　d．　Aufn．；2Sept．1983．
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　　7）　ササクサーコナラ群落

　　　　五ρPんα統er配7πgrαcεZθ・Q郡θrcπs　sθrrαオα一Gesellschaft（Tab．6）

形態：アズマネザサ，ササクサ，タチドコロ，ヤマハゼ，ゴンズイ，オオバヤシャブシなどのほ

か，アラカシ，ピサカキ，ツルグミ，ヤブコウジ，ジャノヒゲ，タブノキ，クロガネモチなど多

くの常緑植物で区分される夏緑広葉樹二次林がササクサーコナラ群落にまとめられている。同様

な植生はすでに奥富・松崎（1974）によるハコネダケーコナラ群落，宮脇・村上（1982）のクヌ

ギーコナラ群集があげられるが，調査資料が十分でなく，群集規定は行なわれなかった。高木層

は8～10mで60～70％の植被率を占め，コナラ，クヌギ，オオバヤシャブシが優占している。常

在度の高い種にはエゴノキがあり，これらの種はいずれも株立ち叢生して萌芽形態をとっている。

クヌギの優占林はクヌギの植栽された立地が多く，二次的にコナラ，エゴノキなどが復元してク

ヌギーコナラ林を構成している。高木第2層は8～9mの高さで，20～30％の植被率を占め，リ

ョウブ，アラカシ，ホオノキなどが生育している。低木層は3～4mの高さで，30～40％の植被

率を占めている。優占種はとくにみられず，常在度の高い種群にはコナラ・一ミズナラオーダーの

ガマズミ，コゴメウツギ，コバノガマズミ，リョウブ，ヤマツツジ，さらにヤブツバキクラスの

アラカシ，ピサカキ，ツルグミ，タブノキなどが生育している。草本層にはアズマネザサの優画

する植分が多く，植被率は40～90％に達している。他の高常在度の伴生種にぱササクサ，ゼンマ

イ，サルトリイバラ，ヤマユリ，ホンモンジスゲ，コチヂミザサ，さらに林床では常緑植物の種

数も増加して，ジャノヒゲ，カブダチジャノヒゲ，オオバジャノヒゲ，ヤブコウジ，テイカカズ

ラ，ナキリスゲなど落葉かきによっても再生力の強い叢生形の種群が高い活力度で生育している。

生態：富士山麓の海抜400m以下のヤブコウジースダジイ群集ホソバカナワラビースダジィ群

集，あるいは一部，シキミーモミ群集を潜在自然植生領域とする立地を指標している。土壌は火

山灰を母材とする保水性の良いぼう軟な火由灰土で，アズマネザサのような地下茎を持つ植物，

ヤマユリ，ツルニンジン，シオデのような根茎が球状であったり，深く伸長する植物の生育に適

している。

動態：10～20年に1度の伐採，そして定期的な下草刈りにより持続する代償植生である。放棄さ

れると，アズマネザサが林床に繁茂し，放置期間が長ければ，ヤブツバキクラスの常緑植物の侵

入，生育が増加し，カシ類ではアラカシの生長が著しい。伐採されるとべニバナボロギクーダン

ドボロギク群集，ススキクラス，ヨモギクラスの種群の侵入がみられるが，数年で株立ちしたク

ヌギ，コナラ，エゴノキなどの枝が上暦をうっ閉してしまう。潜在自然植生はホソバカナワラビ

ースダジイ群集，ヤブコウジースダジイ群集，シキミーモミ群集である。

総和群集：ヤブコウジースダジイ総和群集に判定されている。

分布：富士由山麓の広見本町，大淵，中野などに薪炭林として分布している。愛鷹山系から植生

調査資料は得られていない。
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　　8）　クリーコナラ群集

　　　　CasもaReo・Q賢ercetum　serraもae　Ok腱tolni，　Tsuj童et　Klodaira　1976（Tab．6）

’形態：コウヤボウキ，ナガバノコウヤボゥキ，ウメモドキ，オトコヨウゾメ，ウラジロノキ，シ

ラキ，アワブキなどで標徴，区分される夏緑広葉樹林がクリーコナラ群集にまとめられている。

高木層は12～！6mの高さで，70～90％の植被率を占めている。優占種はコナラ1種で，他にクリ，

ホオノキ，ウラジロノキなどが出現している。高木種の多くは株立ち叢生しており，最近まで薪

炭林として利用されてきたと考えられる。高木第2層は7～9mの高さで約20％の植被率を占め，

マメザクラ，リョウブ，エゴノキ，シラキ，アオハダの常在度が高い。初春にはいち早くマメザ

クラが小形のピンクの花をつけ，春季相を彩る。低木層は3～4mの高さで60～70％の植被率を

占め，クロモジ，コゴメウツギ，メツクバネウツギが優熱している。出現懇懇は30～45種ときわ

めて高く，ハナイカダ，ウメモドキ，コウヤボウキ，ナガバノコウヤボウキ，タマアジサイ，コ

マユミ，メツクバネウツギ，オトコヨウゾメなどが常在度高く生育している。春季には，クロモ

ジ，コゴメウツギ，ハナイカダ，オトコヨウゾメなどが白色からクリーム色の花をつけ，夏季に

はツクバネウツギ，コウヤボウキ，ナガバノコウヤボウキ，タマアジサイ，イワガラミなどが咲

きそろう。

　草本層は0．3～0．5mの高さで，20～30％の植被率を占め，25～45種が出現している。優占種は
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麟
》，

認
漁驚

．贈馨、

撫卵
綴

Fig．！3　クリーコナラ群集の林内に溶岩が露出している（丸火自然公園，海抜約600m）。

　　　Im　Castaneo－Quercetu皿serratae　sie1｝tmanvielvuU（anisches

　　　Gestein　am　Boden（Marubi　Naturpark，600m荘．　NN）．
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ナガバノコウヤボウキ，ツタウルシ，オオイトスゲなどで，常在度の高い種には，コチヂミザサ，

ヒメノガリヤス，ヒメヤブラソ，ハリガネワラビ，サルトリイバラ，ハンショウヅルなどがみら

れる。

生態：海抜600～800mの斜面で植生調査資料が得られている。立地はところどころに溶岩が露出

する浅土地で，地形は細かい凹凸が多い。丸火自然公園に広く残されているクリーコナラ群集は

もっとも新しい窃生火山噴出物の大淵丸尾溶岩上に生育している。富士山麓の海抜600～800mの

火山灰土壌の形成された立地は全てがヒノキ，スギの植林に置き換えられているため，同じクリ

ーコナラ群集が生育するのかどうか判定されていない。

勤態：クリーコナラ群集もササクサーコナラ群落と同様に，定期的に伐採されることによって持

続する二次林である。他の地域のクリーコナラ群集と比較して，マメザクラ，ウメモドキ，サン

ショウイバラ，タマアジサイ，ズミなどを含んでおり，フォッサ・マグナの火山地帯に分布し，

比較的新しい溶岩流という特異な環境が種組成に影響を及ぼしている。

　クリーコナラ群集が伐採されると，ススキーカワラマツバ群落から遷移が進行してフジサンニ

シキウツギーマメザクラ群集の低木林，そしてクリーコナラ群集に復元すると考えられる。また

クリーコナラ群集が放置されると，シキミーモミ群集やヒノキ，ハリモミを云えるモミーシデ林

の形成が推察されるが，現存する面分は確認されていない。さらに土壌の発達の悪い新しい溶岩

流の上では，クリーコナラ群集が持続群落を形成するようである。

潜在良然植生：クリーコナラ群集はヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部にまたがって

分布しており，潜在自然植生にはシキミーモミ群集，モミーシデ林，クリーコナラ群集などが判

定されている。

総和群集1シキミーモミ総和群集。

分ゴ亘：富士市の海抜500～650mに保護されている丸火自然公園の西分がもっとも広く，他は全て

ヒノキ植林に置き換えられている。

3植　林Forsten

　富士市では植林地域が全市の約60％を占めている。富士山，愛鷹南面に広がるスギ，ヒノキ植

林は，そのもっとも面積の広い林分である。その筆海岸部の古砂丘上に植栽されたクロマツ植林，

中野総合運動公園に植栽されたオオバヤシャブシ，河辺のニセアカシア，鷹岡厚薄の雑木林を形

成しているクヌギ植林などがある。

　植林は一般に木材を利用するため，防災林として，さらには早期緑化の目的で行なわれる。目

的により人為的管理法は異なるため，植林の構成種も異なってくる。スギ，ヒノキ植林は，材を

使うために頻繁な下草刈り，下枝刈りが必要とされ，時には間伐を行う。海岸クロマツ林は，美

観を作るため落葉かきや下草刈りが行なわれる。河辺のニセアカシア，オオバヤシャブシやクヌ

ギなどぱ放置され，立地保全に利用される。かつては薪炭利用されていた。
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　　9）　スギ，ヒノキ植林

　　　　Or翌ρ伽εθrεαノαPOπ∫Cα，　Cゐα海αθC〃Pαr∫S　Oゐ伽α・Forst

形態：海抜1，250mまで広く行なわれているスギ，ヒノキ植林は，明治の後期より本格的に行な

われているが，林地の下枝刈り，下草刈りが頻繁に行なわれ，低木層はきわめて貧弱である。海

抜650m以下の地域で，林内に残されている低木はピサカキ，ヤブコウジ，ベニシダなどヤブツ

バキクラスの構成種がわずかにみられるにすぎない。海抜650～760㎜では，さらに種が貧弱とな

りチヂミザサ，クロモジ，モミジイチゴ，スイカズラ，ハナイカダ，トコロ，サルトリイバラな

ど林縁部に生育する種だけがみられる。海抜400m以上ではマメザクラ，アプラチャン，ムラサ

キシキブ，ハリガネワラビなどの種が増加する。

生態：スギは一般に降水量の多い地域の尾根部や水際に自生する。したがって植林を行なう際に

は，降水量の多い地域に適し，とくに富士山のようなローム土が堆積した地域ではスギ，ヒノキ

植林は適している。しかし，海抜700m以上の林地では，冬期の寒害が起りやすい。海抜1000m以

上の富士山国有林では，大正初期のヒノキ造林地の大寒害を始め，戦後の拡大造林に伴う大面積

の皆伐のため過芸幾多の寒害（特に寒風害）をこうむってきている（奥富・松崎1974，伊藤1972）。

歴史：富士・愛鷹山麓は，鎌倉時代以後永い間続けられた採採，採草，火入れ，狩猟などの強い

人為的影響が，一面の原野を形成していたため，明治後期に本格的造林がはじめられた（奥富・

松崎1975，伊藤1972，渡辺1955）。

管理：スギ，ヒノキ植林地の下草刈りは立地の貧化を促すだけでなく，その管理はきわめて重労

働を伴い，経済的負担も大きい。したがって，生態学的には，針広混交造林を一部行なうか，あ

るいは10年生以上の上層がうっ閉した林分では，自然生の低木を伐採せずに残し，自然の構成種

との共存をはかることにより，立地の貧化を招かない。また，闘回した際には上層がうっ閉する

までは，下草刈りを行なわないと好陽植物が広がる危険がある。

　　10）　クロマツ植林

　　　　Pεπμs〃あ配πわθrg琵一Forst　（Tab．7）

形態：クロマツ植林は，田子ノ浦海岸に帯状に行なわれている。樹高8mで，海岸から風によっ

て頭を切りとられた風弓形を示している。高木層はクロマツ1種で，低木層にニセアカシア，ア

カメガシワの夏緑広葉樹がわずかにみられる。自然林構成種のネズミモチ，トベラなども広い地

域内に復元しているところもある。田子ノ浦では，林内にマルバノシャリソバイ，トベラ，アオ

キなどを遊歩道周辺にマント群落状に植栽し，上手に土地利用を行なっている。草本層にはスズ

メノヤリ，チガヤ，トボシガラ，オオアレチノギク，スイカズラ，ノコンギク，オニタビラコ，

ツルウメモドキ，ヒメヤブランなどが生育している。

生態：宮島新浜昆比羅神社のマサキートベラ群集まで土壌が発達せず，表層に腐（粗腐）植層が

わずかにある。腐植は序々に浸透しているが，その境界ははっきりしている。H一（A）層は10R
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Fig．14　マサキートベラ群集域に植林されたクロマツ，強い潮風，貧養，乾燥

　　　に耐え長い時聞をかけて生育する（田子ノ浦防風林。海抜5m）。

Inden　Arealen，wo　das　EuQnymo－Pittosporetum　tob玉ra　potentielle
natUrliche　Vegetation　ist，　w玉rd　P～〃z’5読～〃め8ノ窟’aufgeforstet（Meeresw三Ddschutz－

walder　in　Tagonoura，5mU・NN）・

Y2／2。黒褐色SL。弱団粒構造を示している。単粒状で粗，潤，細根が多い。A－B層は単粒

状，粗，潤，細・太根多い。C層は砂。

動態：落葉かきを頻繁に行なったり，下草刈りを頻繁に行なうと草本植物の生育が圏難になりハ

イゴケ，ヒメヤブランなどが生育する。

　　11）　クヌギ植林

　　　　Q灘θrc配8αoπオεs8εηLα．Forsも　（Tab．8）

形態：鷹岡厚原雑木林はかつてクヌギを植栽した地域である。下草刈りが近年行われなくなった

ために，アズマネザサが綾羅5と林床をおおっている。高木層は！7mにも達し，植栽されたクヌ

ギが難度5と優翻し，ネムノキと混生している。低木層は貧弱でガマズミ，ゴンズイ，クヌギな

どが生育するにすぎない。5～10年前まで，下草刈が頻繁に行なわれていたためであろう。草本

層はアズマネザサの他にススキ，ヒカゲスゲ，アキノキリンソウ，ヒメヤブラン，ネコハギ，ア

オスゲ，トコロ，ヌスビトハギ，ネムノキの芽生えなどススキ草原構成種やつる植物が46種も生

育して，ジャングル状を星している。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．8クヌ・ギ樋1層く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q～4θ1層目∫αc癬∬〃μα一Forst

Feld－Nr・調査番号Fu－121．　Gr63e　d．　Probefiache調査面積＝100m2．　Rδhe負．　Meer海抜高度；30m．　Nelgung傾斜；L．　H6he　u。　Deckung　d．　Ba－

umschicht：高木膚の高さおよび植被率；17鵬，80％・H6he　u・Deckung　d．　Strauchschicht．低木層の高さおよび植被率；3m，20％．　H6he　u．　Deckung

（LKrautschlch亡草本層の高さ：1．5m，80％．　Ar亡enzahl幽現種数；47種．

Gepflanzter　Bauml
Q～’8ノ℃～’5αα’〃∬～11〃α
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　R1耽y／z61LO∫’αuo面6∫Z∫∫

　Agro5廊5‘Zα汐α‘α

ゴンズイ

　ガマズミ

　ヤマハービ

　ヒカゲスゲ

その他の種

　アズマ不ザサ

　ヌスビトハギ

　サルトリイバラ

　スイカズラ

　トコロ

　ススキ

　ネコハギ

　アオスゲ

　ミツバツチグリ

　カニクサ

　ナキリスゲ

　ヒメヤブラソ

　タンキリマメ

　ヤマヌカボ

B　　l・1

K　　1・！

S　　1。1

K　　十

S　　1・2

K　　十

K　　2。2

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

5・4

1・2

1・2

十。2

1。2

2・：3

1・2

1・2

十・2

十・2

十・2

十・2

十・2

十・2

Z万0∫ωノでαノ妙0〃記α

なθ一ガ5ζあπ≠α‘α

5・配α90ηかgα一α〃でαvar，α5忽加

αZα5診η，50ノー∂∫α4Zα孟π5

汲．‘5診縦αρ1¶0‘配〃め8η∫var．♂8配απ’んα

A〃ψ8ごのり∫∠5ゐノで汐ψ8諺z〃～o〃αオα

ぬ8｛伽・如∫6伽ゐπ5var．〃～α’r8’

Ro∫αZπC∫αθ

αz．ψθ∫如〃’gJo∬ρρゐツ1♂π〃～．

Ro5αη〃礁卯0ノ虚α

5〃～∫♂α」じノψαノゴαvar．π5w～θノ～5∫∫

Co〃〃〃θ〃πα60〃〃ノ㍑〃z爵

Ezψα’02’加μごん’ノ16〃5θvaL　5’〃～μ～6ヴb♂乞πノ1z．

Cα伽zα9ノ’・∫孟∫∫αη4ノ漁～α6孤var．みノ’αc妙彦プ娩α

Bノ’0〃鷹∫ραZ‘6ξπorz‘∫

z沼宴）8漉親τα〃置8【τ’α

Vわ1α91”ooθノ．α5

5ヒ∬♂α∫〃z〔rπ∫’3

乙αα｝zκαか～61fごα

Eノ▼ガ9ε1’0／Zα〃ノ～～‘～‘∫

Eが96ノ’αZ6α〃α漉ノ～∫’5

A〃ψ痂6αψα8αケ’ψθノ’～〃α

7y砂乃。’ηノz～々06ノ～5～5

1甜謁67r6πα’α

P㍑〃・’ノ～∫αη∫μ0∫α

PZ，（〃一〃ゴα♂0∂α‘α

R双わfα‘zんαηθ

調査地Lage　d．　Aufn∴Atsuhara厚原，調査年月日Datum　d．　Aufn．：10．　Aug．1983．

ヤマノイモ

ニガナ

アキノキリンソウ

ツルウメモドキ

キツネノマゴ

ノブドウ

ヘクソカズラ

ヤマテリハノイバラ

サシガンクビソウ

ノイバラ

シオデ

ツユクサ

　　ヒヨドリバナ

　　　　　ノガリヤス

キツネガヤ

メドハギ

タチツボスミレ

ツルボ

アキノノゲシ

ヒメジョオン

ヒメムカシヨモギ

ヤフマメ

コカモメヅル

イヌツゲ

オトコエシ

クズ

アカネ

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

1・1

十・2

1・1

　十

　十

十

　十

十

÷

　十

十

十

　十

　十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

÷

十
零．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．9　オオバヤシャブシ植林
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AZηz，35∫θうoZ4∫α刀α一Forst　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認

Feld－Nr．調査番号＝Fu－52．　Gr6Be　d．　Probeflache調査面積1200m2．　H6he芭．　Meer海抜高：175m．　Expositlon方位：S．　Neigung傾斜；7。．｝｛6he

u．Deckung　d・Baulnschicht－1高木第1層の高さおよび植被率：12m，70％　H6he　u．　Deckung⊂L　Baulnsch玉cht－2高木第2層の高さおよび植被率：8m，

30％　H6he　u・Deckung　d・Strauchschicht低木層の高さおよび植被率：3職，40％・　H6he　u・Deckung　d．　Krautschicht草木層の高さおよび植被率：

0。8m，20％．　Artenzahl出現種数；46種．

Gepflanz宅e　Baume；

AZ7Zπ5∫∫（ξろ0♂♂fαηα

Cんα7πα磯γραrゴ∫oう如∫α

植栽樹種

　オオバヤシャブシ

　ヒノキ

Artend．Quercetalia　serrato・9rosseser「atae：

Qμα’6疏558’γα雄

Ez’0πツ7ノ鄭∫0む砂煙yZZ螂

Qz‘8κπ∫αα4だ∬ガ7ノみα

RILO40如π｛カ’0η融θη伽ノ¶∫

v写るz〃フ～πノπ4露α‘α彦π2刀．

5孟4）ゐαπαη｛カ’α∫η6’5α

ゐfη滅グαz〃π∂θ〃α’α

Rんz4ε棚んθ5ケ’∫

コナラーミズナラオーダーの．種

　　　　コナラ

　　　　ツリバナ

クヌギ

ヤマツツジ

ガマズミ

コゴメウツギ

クロモジ

ヤマハゼ
εy〃ψZoco5‘肋zεπ5’∫var．　Zθτ4cooαψαf，がZo5αサワフタギ

1）〔ヲz4‘2’α‘r6〃αオα

1）’05co’岬6α9ノ’配fZ〃ノノ’α

　1万0映ソro∫んαんf

　乃擢πηπ59”の7α7～α

　％諺〃一孟ん∫α8ατ∫μ0∫αvar，♂α8η’∫

　Ez己5c妙1z∫∫ノ妙。π∫cα

　0μ∫εノ♪zθ1z配∫ππ4κ♂α’σb盈45

　麗r砂α5cαη漉〃∫

　楡z砂απα：τμα㍑5

　Z）∫ゆor〃7露58∬泥8

調査地Lage　d．　Aufn．：Nakano中野．

ウツギ

タチドコロ

カキノキ

ウワミズザクラ

カマツカ

ゴソズイ

ケチヂミザサ

コウヤボウキ

ハリギリ

ホウチャクソウ

B1　3・3

BI　I・2

B2　1・2

B正

s

S

K
Bl

S

S

S

S

S

S

S

S

K
S

S

S

S

K
K
K
K

3・3

十

十

3。2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

Begleiter：

Qzピθr躍3　gzαz40α

Ro5α〃耀Z∫解。／8α

E脚ツαノ妙。ηfcα

π8α5∫7～θη∫f∫

E1認48ηz459ぬムノーβ

Aプ読舘αブ砂。ノ～たα

その他の種

　アラカシ

ノイバラ

ピサカキ

チャノキ

ツルグミ

ヤブコウジ

0ρ勉砂ogoπブ妙。πfα‘∫var．6α8宴）～’o∫z’3カブダチジャノヒゲ

！）7ツ9μ8が∫8ノン’乃プ050rα

∠）’二y〔功‘θ厚5δ’3∫8廊απα

C♂6’ゐrα∂α7一演刀βプτ’∫

5む2僧αごτプ砂。η～6π

Rπδπ∫ρα〃ノ彦α砲∫

島ノー∫εα孟んz〃めθザσπ

　　　　　　o
乙ガ9「π5ごノ卿ε〃’o加z乙∫ゲわ／∫〃π

Ro5αJz46∫α8

賄∫9βZαcorα88／z5～3

5》ノz躍αζむ。ん∫㍑α

L砂んα彦1Lθr観μ9／uc’Z8

V砒f灘η3∫〃Z〃1’var．　gZα6／Wπ

π8∬α一8ηα’α

V写。♂α9／M）068rα∫

＆認α劣7ψα1甲！αvar．！‘∬μノ8妙～5～∫

Cooα4Zπ501一翫α4Zα‘μ∫

M♂o疏痒αノ妙。η∫ごα

理y凶・αノ～98αhカ・’α

調査年月照Datum　d．　Aufn．：2．　Jun．　lg83．

ベニシダ

ヤマイタチシダ

リョウブ

エゴノキ

ナガバモミジイチゴ

　　タフノキ

イボタノキ

ヤマテリハノイバラ

バコネウツギ

サルトリイバラ

ササクサ

スノキ

イヌツゲ

タチッボスミレ

シオデ

カミェビ

スズメウリ

コアジサイ

B2
S

S
K
S

S

S

K
K
K
K
B2
132

S

K
S

S

S

S

K
K
K
K
K
K
K
K

2・3

2・3

十

十

3・4

2・2

1・2

！・2

十・2

十

十

2・2

1・1

1・2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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生態：長い間続けてきた下草刈りという人為的影響を停止したため，アズマネザサやつる植物が

繁茂し，一時的にジャングル状を呈している。終局相に達して，林相が安定するまではこの状態

が続く。

　　12）　オオバヤシャブシ植林

　　　　遵Zππs8’eboZ｛涜απα曽Forsも（Tab．　g）

形態：中野総合運動公園では，かつて早期緑化のためにオオバヤシャブシを植栽したようである。

現在は，植栽後管理を行なわず放置したためクヌギ，コナラ林に復元している。高木第1層にオ

オバヤシャブシ，コナラ，クヌギ，高木第2層にはリョウブ，エゴノキ，アラカシ，ヒノキが生

育している。樹高！2撮に達したこの林分は，林内管理も行なわれていないため，アラカシ，ピサ

カキ，チャノキなど常緑広葉樹が民度2～3と優落して生育している。タブノキ，ツルグミも復

元して，ヤマツツジ，コゴメウツギ，クロモジ，ガマズミ，カマツカ，コナラなどのコナラ林構

成種とともに混生している。林床は少なくヤブコウジ，カブダチジャノヒゲ，ベニシダ，ヤマイ

タチシダなどの常緑植物に，ササクサ，ケチヂミザサ，ハリガネワラビ，コウヤボウキ，タチド

コロ，ケハコネダケなどコナラ林構成種がわずかに混生しているにすぎない。

動態：このまま放置することにより，アラカシ林に遷移し，夏緑広葉樹林より常緑広葉樹林に移

行する。

　4　林山高低木一つる植物群落

　　　Strauch購und　Liane裁。reiche　Mantelgesellschaften

　富士市のヤブツバキクラス域では低地の河川ぞいや水田，畑の周辺，そして富士山山腹のスギ，

ヒノキ植林の林縁などにつる植物やキイチゴ属Rz‘伽∫，そしてウツギ，ニワトコなどの夏緑低

木類からなる低木群落が生育している。この心慮生の低木一つる植物群落は群落体系上ノイバラ

クラスにまとめられている。

　ヤブツバキクラス域にみられる低木一つる植物群落は河辺に生育するクコ群落，スギ，ヒノキ

植林の林縁部に生育するボタンヅルーウツギ群落の2群落がまとめられた。

　　i3）　ク：コ群落

　　　　L〃。ε郡η己rん。πめε1bZεπηレGeseHschaft　（Tab．10）

形態：クコの優占する夏緑低木林。クコを区分種としてまとめられる。植生高50cmでクコのほか

にはスギナ，ヤエムグラ，ヤブカンゾウ，ノビルなどの草本植物が混生している。

生態：河辺の半安定地，堤防斜面に生育している。全くの陽地で土壌は河川から供給された有機

質に富んでいる。土壌は泥質である。数年に1回，河川の増水時に植生，土壌は冠水する。

動態：河川による撹乱条件（冠水，土壌の移動など）のもとで持続している。より掩乱が強くな
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．10クコ君羊落
　　　　　　　　　　　　　　乙ツα：z4〃凄プゐ・〃めの’ガε〃ルGesellschaft

Feld・Nr．調査番号；3．　Lage　d．　Aufn．調査地：Yayo1弥生．　Da亡um　d．　Aufn．調査年月勘20．　ApL

1984．Gr6βe　d．　Probeflache調査殖」積：16m2．　Hδhe哉，　Meer．海抜高：10恥．　Exposit三〇n　u．　Neigung

方位・傾斜：S20。．　H6he　u．　Deckung　d．　Vege繊ion植生高および植被率；50cm，80％　Artenzah1

　出現種数：10．

Trennart　d．　Gesellschaft：

　Lツ。ごκ〃占ノ’1置。〃めケb♂加ノ占

jBiegleiter；

　E¢認5戯〃〃α18汐6〃躍　　　　　　　　　　　　十・2

　疎ノ〃6ro6α〃∫ノ屍uαf．ゐ卿α〃50ヤブカンゾウ　十・2

　Poら｛go朋〃ぼん吻4‘蜘’〃　　　イタドリ　　　十・2

群落区分種

　クコ

随伴種

　スギナ

　　　R～〃〃e謬αcθ彦05α　　　　　　　スイバ

5・5　　　！窪♂♂ガz‘〃‘gハニτッ’　　　　　　　　　　　ノビノレ

　　　σ4♂々〃〃吻〃ゴz〃乃L躍惣襯’ノμヤエムグラ

　　　Hκ〃㍑‘伽5∫Cα1Z4e1Z∫　　　　カナムグラ

　　　0餌απ疏eノαταπ～α王　　　　セリ

　　　Cα砂5記9どαノαカ。雇ご‘エ　　　　　ヒルガオ

十

十

十

十

十

十

れぽナガバギシギシーギシギシ群集へ，またより掩乱条件が弱まればノイバラ優占油分（センニ

ンソウ群集）などに遷移する。

分布：弥生。ヤブツバキクラス域の沖積低地，河川氾濫原，海岸などに普通。

　　14）　ボタンヅルーウツギ群落

　　　　αe配α’εsqp鄭。麗伽Oe嘘εαcrθπα‘α・Gesellschaft（Taも・11）

生態：ウツギ，トコロを優占種とする夏緑低木一つる植物群落でノブドウ，アオツヅラフジ，ヤ

マテリハノイバラなどを区分種としてまとめられる。植分は2mおよび3mの高さで，優占種，

区分種のほか木本類ではコゴメウツギ，モミジイチゴ，ツルウメモドキ，メボタンヅルなど，草本・

類ではミズヒキ，シロヨメナ，イタドリなどが生育している。出現種数は35種および37種である。

形態：スギ，ヒノキ植林が自動車道に接した林縁部に生育している。隣接する植林から落枝落葉

が供給される半陰地である。数年に1回程度地上部は伐採される。

潜在自然植生：シキミーモミ群集，ヤブムラサキーモミ群落。

総和群集：クリーコナラ総和群集。

頒：撚道曽比奈線（630，680m）。本州中北部のアカガシーシラカシ群団域～ブナクラス域下部。

上級単位：標高630mの植分はセンニンソウ，エビヅルが混生している。エビヅルーセンニンソ

ウ群団との移行的刈分である。種類組成全体としてはコゴメウツギ，モミジイチゴなどによりボ

タンヅルーモミジイチゴ群団に含められる。

5　低地の岩上・六三草本植物群落

　　S毛einschuttfl瓢ren班nd　Fe豆sspa豆te亘geseHschaften　im　Tief星and

木本植物の生育が困難な湿性，乾性岩壁では，下垂する葉茎をもつ小形シダ植物，多年生草本

植物，さらにコケ類が岩上，岩隙草：本植物群落を構成している。富士市のヤブツバキクラス域
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では愛鷹山系の須津川沿いに露嵐する愛鷹火山下部凝灰角礫岩上にツルデンダーイワユキノシタ

群集の生育がみられた。

　　15）　ツルデンダーイワユキノシタ群集

　　　　Polysticho　craspedosori－Tanak＆eetum　radicantis
　　　　Nakamura　in　M：iyawaki　1982　（Tal》．12）

形態：ツルデンダ，イワユキノシタを群集標徴種および区分種とする多年生草本植物群落。群落

高は10～20cmで40％の騒騒率を占めている。優占種はイワユキノシタ，イワタバコで常在度の高

い種にはダイモンジソウ，イワイタチシダ，ハコネシダ，ホトトギス，イワギボウシなどがある。

イワタバコ，ホトトギス，イワギボウシなどは葉茎が岩壁での生育に都合良く下垂している。ま

た，ツルデンダ，イワユキノシタは走出枝，あるいは中軸が鞭状にのびて葡旬状に繁殖し，岩壁

に適応した形態が観察される。コケ層は60～80％と良く発達しており，チ。ウチンゴケやジヤゴ

Fig．15　中部凝灰角礫岩の岩隙に生育するツルデンダーイワユキノシタ群集。

　　　小形シダはイワデンダ（富士市須津川沿い，海抜760m）。

　　Das　Polysticho　craspedosori－Tanakaeetum　radicantis
　　w註chst　am　Hang　auf　Tuff－Gestein（amド・FluB　Sutsu，760m廿．　NN）．
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Laufende　Nr．：

Feld＿Nr．：

Datum　d．　Aufn．：

　　　　　Tab．！2　ツルデンダーイワユキノシタ群集

Polysticho　craspedosori－Tanakaeetum　radicantis
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　通　し番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　調査番号

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）l

H6he廿．　Meer（ln）＝

£xposition；

Neigung　（。）：

H6he　d．　Vegetation　（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl＝

調査年月日

調査面積
海　　抜　　高

方　　　　位

傾　　　　斜

植生の高さ
植　　被　　率

出現種壷

　1　　　2

Fu　　Fu
　49　　　44

’83　　’83

　6　　　6

　1　　　1
1×2　　1×1

740　　760
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Arten　d．　h6heren　Einheiten：
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　＆η4〃～∫oμθノゼ3αノ〃α∂〃∫
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　＆」α9∫ノ～〃αオα〃’αr’∫ご1ηα

　＆Zα9’〃〃αゴノ～㌘oん8η∫

　Cα〃ψω∫oノ’～f∫5カ日か’α‘5

Sonstige　Arten：

　乃砂∫’101ZZ〃π々ψ’8ノηη

群集標全種および区分種

　イワユキノシタ

　ツルアンタ

上級単位の種

　ダイモンジソウ

　イワタバコ

　イワイタチシダ

　ハコ不シダ

　ホトトギス

　ヒトツバショウマ

　イヌシダ

　ミツデウラボシ

　オサシダ

　イワギボウシ

　イワヒバ

　カタヒバ

　クモノスシタ

その他の種

　ジュウモソジシダ

十・2　　3。3

十　　　十。2

十

1・1

十・2

2。2

十・2

1。1

十

十。2

1・2

　●

●

●

●

十・2

十。2

十・2

　十

十・2

　●

　●

　●

　〇

十。2

1。1

2・2

十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　十・2

出現1圓の種　AuBerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr．！：M密。ゴ～τピ〃’o々go∫o／wπキヨスミコケシノブ十・2，

　C伽06θ♪1zαZz〃π‘oノ～1c～〃ノ～．ジャゴケ1・1．

ケなど5～6種が生育している。

生態：70～90度の切りたった渓谷部の岩壁に生育している。岩相は凝灰角礫岩からなり角礫の含

有によって岩壁の表面は細かな起伏に富んでいる。構成種の多くは凹比したやや軟かい保水性の

ある凝灰質の部分に生育し，遠景からぱ斑紋状に群落の相観がみられる。須津川の渓谷部は深い

谷となっており，年間を通じて冷涼で湿潤な微気象に支配されている。ツルデンダーイワユキノ

シタ群集は海抜740～760mのヤブツバキクラス域で調査されているが，群落構成種のイワユキノ
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シタ，イワタバコは海抜！，200m付近まで生育しており，高海抜地のヒトツバショウマーコイワ

ザクラ群落に混生することもある。

　ツルデンダーイワユキノシタ群集はヒトツバショウマーコイワザクラ群落，多潤岩壁でウラバ

グサ群落に接して生育がみられる。

動態：ツルデンダーイワユキノシタ群集は土砂崩壊によって破壊される以外は動態的な変化に乏

しい。植生の破壊後に定着するのはコケ類を主とした植物群落であろう。

分布：ツルデンダーイワユキノシタ群集は南四国東部の海抜500～890m（ヤブツバキクラス域上

部～ブナクラス域下部）から報告があり（中村！982），その後，事理県安倍川上流でも植分が確認

されている（未発表資料）。分布はソハヤキ的であるが九州および紀伊半島には生育せず不連続

分布を示している。愛鷹山系のツルデンダーイワユキノシタ群集は確認された分布域のほぼ北限

に位置している。

上級単位：ツルデンダーイワユキノシタ群集はイワタバコ，イヌシダ，ハコネシダ，ミツデウラ

ボシなどの出現によってイワタバコ群団，イワタバコオーダー，さらにイワデンダ，ダイモンジ

ソウなどによってチャセンシダクラスにまとめられている。

6　林縁草本植物群落　Saumgese至1schaften

　富士市のヤブツバキクラス域を広く覆うスギ，ヒノキ植林や，水田地帯に残されたイノデータ

ブノキ群集の林縁部にはカラムシ属；Bo8加z8ノ漁，ドクダミ，ミズヒキ，コチヂミザサなどを構

成種とする多年生広葉草本植物群落が生育している。この群落はいずれも植物社会学的にはミズ

ヒキードクダミ群団，そしてヨモギクラスにまとめられている。

　外分は1年もしくは数年に1回刈りとりを受けるが，立地は隣接する森林から腐植を供給され

娩較的富養である。富士市のヤブツバキクラス域に生育する林縁草本植物群落は2群落がまとめ

られた。

　　16）　ヤブマオーツルマオ群落

　　　　Boεん配θrεαZoπ9ε司Pεcα一（肇。πosオθ9εαんかfα騨Gese亜lschaft　（Tab．τ3）

形態：ツルマオの優占する多年生草本植物群落。ヤブマオ，ツルマオを区分種としてまとめられ

る。植生高は40c磁で区：分県2種のほかヨモギ，コチヂミザサ，イタドリなどの多年生草本植物や

クズ，キヅタなどのつる植物が混生している。

生態：イノデータブノキ群集が用水路に接した林縁部に生育している。半陰で，湿潤な立地とな

っている。

潜在自然植生：イノデータブノキ群集。

総和群集：ウリカワーコナギ総和群集域。

分布：岩本。ツルマオは日本では東海地方を北限としており熱帯地方には広く分布している。
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　　17）　クサコアカゾーフジテンニンソウ群落

　　　　Boθん1πθrεασrαcεZεs・Lε配oosα獅r配7πノqpoπεcπ7πf．わαrbεπeroθ・GeseHschaft

　　　　　（Tab．13）

形態：フジテンニンソウ，ムカゴイラクサ，ササガヤなどの優占する多年生草本植物群落。イヌ

ワラビ，ゲンノショウコ，クサコアカソ，アカネ，ムカゴイラクサ，ミズヒキなどを区分種とし

てまとめられる。植分の高さは50～100cm，鶴舞率は80～100％となる。優占種，区分種群のほか

コチヂミザサ，ツリフネソウ，シロヨメナ，ミズタマソウ，シシウド，サラシナショウマなどが

混生している。広葉の多年生草本植物が群落構成種のほとんどを占める。出現種数は16～31種，

平均26種である。

生態：中海抜（600～890m）の半陰な林縁部に発達する。ほとんどの懸盤はスギ，ヒノキ植林の

林縁群落として配分している。土壌は適潤，礫質で腐植の混入が多い。植分には年1回程度地上

部の刈りとりが行なわれる。

潜在自然植生：シキミーモミ群集，アブラチャンーケヤキ群集。

総：和群集：クリーコナラ総和群集，シコクスミレーブナ総和群落。

　Fig．16　ブナクラス域の湿潤な林縁に生育するクサコアカソー

　　　　　フジテンニンソウ群落（富士市中里林道，海抜640m）。

Am　feuchten　Waldrand　des　Fagetea　crenatae・Gebietes　wachsende

808ゐノ〃8～伽9ノエπ〃餅IL6〃αλ虻ψ〃wノ～ノ砂。ノ～～α〃～五ゐ〃力加8ノ脚一GeseHschaf亡

（entlang　des　Nakazato・Nへ1aldweges　640m　U．　NN，　in　der　Stadt　Fuji）．
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分布：中里林道，林道曽比奈線，丸火などの主にアカガシーシラカシ群団域。

上級単位：フジテンニンソウの優心立分は標高600m付近から！，000m以上まで主にブナクラス

域を中心に広い範囲に生育している。クサコアカソーフジテンニンソウ群落は比較的低海抜地に

分布するフジテンニンソウ優索書分その他がまとめられている。植分にはシシウド，タニソバな

どブナクラス生のオニシモツケーオオヨモギクラスの種もみられるが，ドクダミ，ミズヒキなど

のヨモギクラス，ミズヒキードクダミ群団の種群も混生している。本書ではミズヒキードクダミ

群団の植生としてまとめられた。

7　踏跡群落Trittgesel茎schafteR

　人や車，動物などの踏みつけを受ける路上や空地，登山道上などには踏圧に耐えられる低茎の

草本植物群落が生育している。富士市内で植生調査された踏みつけ地の群落は，主に1年生草本

植物により構成されるギンゴケーツメクサ群集，オヒシバーアキメヒシバ群集多年生草本植物

を主体とするカワラスゲ一拉オバコ群集，カゼクサーオオバコ群集シバ群落にまとめられた。

　　18）　ギンゴケーツメクサ群集

　　　　13ryo－Saginet観撫　　japoRicae　Ohba1971　（Taわ．14－b）

形態：主に1年中草本植物とコケ植物からなる綾生植物群落。ギンゴケ，ツメクサの2種を機器

種としてまとめられる。植生調査された町分は高さ1cmである。標津種のほかスズメノカタビラ，

オランダミミナグサ，ハルジョオンが混生している。出現種数は5種および7種である。

生態：市街地の路上や住宅の周囲のコンクリート・ブロックの間隙，街路樹の植えます内などに

生育する。除草，踏みつけなどに耐えて発達している。

動態：人為的干渉が弱まれば，オヒシバーアキメヒシバ群集ホトケノザーコハコベ群落などの

より草丈の高い群落に遷移してゆく。

総和群集：ギンゴケーツメクサ総和群集。

分布：泊町。ほぼ日本全国の市街地。

　　19）　オヒシバーアキメヒシバ群集

　　　　E蓋eusi皿o　indicae・Digi毛arietum　violasceRtis　Okuda　1978

　　　　　（Tab．14－a）

形．態：メヒシバの優占する1年生草本植物群落。オヒシバ，アキメヒシバを標徴種としてまとめ

られる。七分は50cmの高さでメヒシバ，オヒシバ，アキメヒシバのほかイヌビエ，アキノエノコ

ログサ，コセンダン，タカサブロウなどの1年生草本植物が多数混生している。

生態：低地の路傍，路上，空地などの踏みあとにみられる。ギンゴケーツメクサ群集の生育地と

近似しているが，より水分条件の良いやや肥沃な立地に生育している。
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　Flg　l7　道路のコンクリート板の問に生育しているギンコケーツメクサ

　　　　　群集。都会地雑草群落を代表する（富士市役所前，海抜564m）。

Dle　Elsatzgesellschaft　Bryo－Sagmetum　japonlcae　entsteht　unter　extremem

anthoropogenem　ElnfluB，　namlユch　tagllchcm　Trltt　Elne　der　representatlven　Stadtge－

sellschaften　zwlschen　den　Pflasterstelnen（vor　Rathaし1s　der　Stadt　Fujの

　　　　　　　　　　　Tab　！4－a　オヒシハーアキメヒシバ群集

　　　　　　　Eleuslne　lndlcae－Dlgltarletum　vlolascentls

Feld－Nr　調査番号　Fu－205，　Datum　d　Aufn調査年月日　1　Sep　1983，　Lage　d　Aufn　調査課

Iwamono岩木，　Hohe　u　Meer侮懇懇　40m，　Exposltユon　u　Nαgung方位およひ傾斜　L，　Groβe

dProbeflache調査面積　1×2m，　Hohe　u・Deckung　d　Vegetatlon植生高およひ植被率　50cm　80％，

Artenzah1出現種数　11

Kennarten　d　Ass 群集標微種

　EZ餌∫〃～β〃z4κα

　Dlgzオαηαwo1α雪。θ〃～

Begleiter　　　　　　随伴種
　z）～9伽rzα厩～08〃ぬ～～

オヒシハ

アキメヒシバ

メヒンハ

Eご乃7ηoc1泌。αc／z‘～一goZゐイヌヒエ

＆如ηαプ励8〃 アキノエノコPクサ

3・3

！。2

4・4

1・2

十・2

β’ぬノz～ρ！♂o昭

PoZツ90川θ〃刀040写～〃〃

E6妙忽」ウノ。～’1α’α

αゆβ’zバα〃～～〃κ～ハ

君‘ゐツ1α〃彦乃e～声z〃昭’

Eη9ρ1ω～（α〃α漉刑’～

コセンタン

オオイヌタテ

タカサフロウ

チャカヤツリ

ヒナタイノコスチ

ヒメムカンヨモキ

十

十

十

十

動態・踏圧がなくなれば，ホトケノサーコハコベ群落やヨモギクラスの群落へ移行する。また踏

圧か持続された場合でもカセクサーオ欝欝コ群集などの多年生の路上植生へ遷移してゆく。

潜在自然植生。イノデータブノキ群集ほか。
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L段ufende　Nr．：

Fe玉d－Nr．：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．！4－b　路上植物群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Trittgesellschaften

　　1：Bryo－Saginetum　japonicae

　　2：Carici　incisae－Piantaginetum　asiaticae

　　3；Eragrost1o　ferrugineae－Plantaginetum　asiaticae

S蜘　　　　　　群落州旗　…一ユ

1）atLm　d．　Aしlfnahme：

Gr6βe　d．　Probeflache（m　x　m）・

薮6i｝e蕪．　Meer（m）：

Neigung　（。）＝

翌6he　d．　Krautschicht（cm）：

里）eckung　⊂L　Krautschicht　（％）：

亙）eckung　d・1＞Ioosschicht　（％）：

Artenzahl＝
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門
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調査年月日

調査荊　ヤ
海　　抜　　高

傾　　　　余斗
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⑩・・…n・・Ass・・　　　群難微種　1
　β1櫓：y～〃πα1¶鍵鷹α‘〃～　　　　　　　　　　ギソゴケ　　　　　　1

5。9’，切妙・禰　　　　　　ツ．ク・ナ　　！

Cω槻幡・α　　　　　　　　カワラスゲ　　　i

　Eノ’α9’甲03廊ノ診’γπ9’η8α　　　　　　　　カゼクサ　　　　　i

！～鱒n・u．Trennarten　d．　h6heren　Einheiten：上級単．位の標徴種区分種1

　PZαノ蹉08て｝α豆αがごα　　　　　　　　　　　　　オオノくコ

　％παπノ躍α　　　　　　　　　　　　　スズメノカタビラ

　理y‘〃0ご硬ゾ8川α1¶左’川α　　　　　　　ノチドメ

13egleiterl　　　　　　　　　　随　伴　種
　α1”α5々τ”μ9♂o”昭ノ’磁研　　　　　　　　　オランダミミナグサ

　Eノ¶紐1’ωzρ1～曲師励fαf∫　　　　　　ハルジ。オン

　Rα’～～躍α‘伽∫cα磁。ηfθπ∫～5　　　　　　　ケキツネノボタン

出現1回の種　AuBerdem　le　einmal　in　Lf〔L　Nr．

　1η〃ψ～〃’6～〃μチチコグサモドキK一十，

4・4　5・5

！・2　2・3

●

o

●

o

●

o

●

十

●

● ◎

●　　　　　　　　　●

十　　1・2

●　　　　　　　　　●

十・2　2・2

　十　　十・2

　●　　　　　　　　　●

！盗』・3　　　2．2＿＿3●31　　　●

　●　　　　●　　　　●　　13031

3・3　　3・3　　3●3　　3●4

。　　・　　　・　十・2

●　　十●2　　十■2　　1●2

●

o

霧

●　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　●

1・2　　十

十

㊤

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2：Eが8び。ηαノzノπ耀∫ヒメジョオンK一十，Gノπ4）1雄Z～刀ηz

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　3：Jz〃～oμ5砂π‘∫∫クサイ3・3，　in　4＝Cα”8」じブα68ノ～∫ハガクレスゲ

　2。3，％’8〃だ”πッ。たz∠∫α’αノzαツルキンバイ1。2，in　5：M／c1’05オ6g’z〃πブ妙。〃～α〃πササガヤ1・2，　M『61’o∫’8g々〃〃

　”∫〃彦∫ノzα4〃～．var．ρ04y5彦αclzッ～〃1zアシボソ十。2，（塑♂！∫〃zθノ～z‘5　z〃～6z∠Zα雄b”！45　var》砂。／zfごz‘∫コチヂミザサ十，

　Kッ”∫ノzgα8γα‘””ノ」αヒメクグ十，＆♂αg加”α7‘θ〃’o雄bZfαvar，ノ妙。刀∫‘αクラマゴケ十，　Z汐∫～〃～αc1～忽ブ妙。／z廊α

　f．∫～4加8∬”∫コナスビ十，yoz胡g’ぬブ碑）o漉6αオニタラビコ十，　in　6：Wcぬαηg’4∫雄b”αヤハズエンドウ十，

　▽欲。η∫cαヵ8’僧∫記αオオイヌノフグリ十，1乃ガbZ加πザ4》朋∫シロツメクサ十．

Fundorte；調査地：Lfd，　Nr．！，2：Nishiki－cho錦町；3，5：Rin（lo　Sohlna－sen，林道曽比奈線4：0buchi・rin⊂lo

　大淵林道，6：Kawaliri川尻
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総和群集：ウリカワーコナギ総和群集，ヤブコウジースダジイ総和群集。

分布：岩本。ヤブツバキクラス域の人里に普通。

　　20）　カワラスゲーオオバコ群集

　　　　Carici　incisae鷲PlaRtagiRetu皿asiaもicae「£x．19アア（Tab．14一も）

形態：オオバコ，カワラスゲ，クサイなどの優占する多年生路上植物群落。カワラスゲを標慰種

としてまとめられる。優占種のほかノチドメ，ケキツネノボタンなどの多年生草本植物が混生し

植生高10～25cmの植分を形成している。出現種数は3～12種，平均7種である。

生態：排水不良な陰湿な路上に生育する。降雨時には冠水する。

動態：人や自動車の踏みつけが停止されれぽヤブマオーツルマオ群落のような半陰地生のヨモギ

クラス植生へ遷移する。

分布：林道曽比奈線大渕林道。本州以北のヤブツバキクラス域からブナクラス域。

鞠P

蓼編、

：籔、

軽

　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　げ　　　　セ　じ

蟹1

繍

躍
醗

　　　Fig。18　踏み跡に発達するカワラスゲーオオバコ群集

　　　　　　　（富士市大渕林道，海抜1，030m）。

AlsTrittgesellchaftwachsendes　Carici　incisae－Piantaglnetum

asiaticae　auf　dem　Forstweg　Obuch1（1，030m　U。　NN，　Stadt　Fu11〉
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　　2D　カゼクサ一州オバ：コ群集

　　　　Eragrostio　ferrugiReae－Plantagi皿etum　asiaticaeTx．197ア

　　　　　（Tab．　｛4－b）

影態：カゼクサを標鞍懸とする多年生路上植物群落。植生高は4月の植生調査資料で5c血である

が夏～秋には20～30cmに達する。植分にはカゼクサのほかオオバコ，ノチドメ，スズメノカタビ

ラなどが混生している。

生態：やや乾性で日照のよい路上に生育する。植生調査された露分は水田内の農道上に発達して

いた。

動態：踏圧がなくなればチカラシバーヨモギ群団，ススキクラスなどの高茎の多年生草原へ遷移

してゆく。

分塵：川尻。本州以南のヤブツパキクラス域に多い。

　　22）　シバ群落

　　　　Zlo〃sεαノ｛ηpoπεcα葡GeseHschaft　（Tab．15）

彪態：シバの優饗する低茎の多年生草本植物群落。シ・ミ，ノチドメ， ヌカボを群落区分種および

．弱’

鷺翻 難鑛． 難蓬

　　　　Fig．！9　愛鷹山地の稜線部防火帯に生育したシバ群落

　　　　　　　　　（袴腰岳第一展望台930m）。

Im　FeuerschutzgUrtel　auf　dem　R廿cken　des　Bergs　Ashitaka　wachsende　Zoッ∫’α

ブ妙。／z～cα．Gesellschaft（Erster　Aussichtspunkt　930m廿．　NN）．
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Laufende　Nr．；

Feld・NL：

Datum　d．　Aufn．（！983）：

H6he茸．　Meer（m）：

Neigung　（O）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

｝｛6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）；

Artenzahl：

Tab．15シバ群落
Zのノ∫ぎαノ妙。／z1ごα一Gesellshaft

　　　　　　通　し番号

　　　　　　調査番号

調査月　日

歯　抜　　高

傾　　　　斜

調査面積
植

植

出

生　　高

被　率

三種数

1　　　2

Fu　　WE
16　　　2

4　　　8

9　　　10

130　　930

L　　　L
10　　　6

4　　　20

80　　　80

8　　　19

工、rennarten　d．　Gesellschaft＝

Zoツ5ピαノ6ψo〃’ごα

　Hy4ノ℃004yあ規ωゴ々ノノ’α

　ノlgノρ05‘∫∫磁エノα彦αvar．〃‘’ん‘め・

Begleiter；

　迎αノ伽goα5ガα彦’‘α

群落区分麺
　シバ

　ノチドメ

　ヌカボ

随　　伴　　種

　オオバコ

　5・5　　5。4

　2・3　　　　　！。21÷、．2

2・3　　十・2

出現1測の種　AuBerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr．1；Poαα1〃zz6αスズメノカタビラ1・2，1をm／z廊α‘z1刀6π5ご5

　タチイヌノフグリ　十・2，　乙鵬認α6砂加如スズメノヤジ　十，　1％σρ1’鷹θ〃5おナガバグサ　十，　in　2：

翫♂o’僧α劇∫’厩‘ノ躍α麗1Lαアリノトウグサ1・2，　・％砂z‘”αプ｝でッ〃∫α1zαミツバツチグリ十・2，　・翫ゆα如π

　〃z1〃zゐεノ召’距スズノヒエ十，　孟♂♂∫z〃〃疏μノめ8ノ↑9’どヤマラッキョウ÷，　Cα’で¢〃6’躍ηα如シバスゲ1・2，

　Lツ5ご〃～α61zぬノ妙01z記αf．5μδ∫6∬〃おコナスビ十・2，ゐθ功8漉之α‘z〃～oα如var．5ωψθ〃∫ハイメドハギ十・2，

　乙8功8ゐ加がZo5αネコハギ十・2，ゐ∫1用∠oρθ〃z魏01’ヒメヤブラン十・2，　Cα’ψ65∠ε〃πg♂o∬oρ乃メ伽〃Lサジガ

　ンクビソウ十，蕊8ノお漉漉α如ニガナ十，五g1ゴ〃’0〃観ノψ0〃あαキンミズヒキ十，　WoZαη6肥6κ〃4αツ

　ボスミレ十，聾oJαsp．スミレ属の一種十，．4＠〃8’∫α∫〃4∫cαvar．　gノ’α認∫5ナンバンギセル十．

Lage　d・Aufn．1調査地；Lfd，　Nr．1：Yusawadaira湯沢平，2：Rakamagoshi－dake袴腰岳・

上級単位の標徴種，区：魚種としてまとめられる。植生高は4および20cmで群落区分種のほかオオ

バコ，スズメノカタビラ，アリノトウグサなどが混生している。出現種数は8種および19種であ

った。

生態：農道や歩道上の踏みつけの弱い立地に生育するほか，芝生として公園，人家などに翁面さ

れる。自然生の生育地は河川氾濫原中の乾性地などにみられる。

動態：踏みつけや芝生としての管理によって持続している。それら人為的影響が停止されるとス

スキ草原などに遷移する。

分布：湯沢平，袴腰岳，そのほかの市内の公園。日本全国。
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8　河辺・水田畦地多年生草本植物群落

　Aue聡wiesen　una　Wegrand・Unkrauもgesellschafもen　der　Reisfelder

　富士市の低地には水田地帯が広がっている。この水田の畦や，用水路，河辺に沿った泥土上に

はカモジグサやギシギシ，ナガバギシギシなどで特徴づけられる多年生草本植物を主体とした群

落がみられる。この植生はカモジグサーギシギシ群団にまとめられている。

　カモジグサーギシギシ群団は隣接する水域の，夏冬の水位変動を受ける湿潤な泥土上を生育地

としている。富士布からは水田の畦に生育するミゾカクシーオオジシバリ群集，主に河辺にみら

れるナガバギシギシーギシギシ群集の2群集がまとめられた。

　　23）　ミゾカクシーオオジシバリ群集

　　　　Lobelio・Ixeridet腿m　japonicae　MiyawakietOk鳳ユda　1972

　　　　　（Tab．16）

形態：オオジシバリ，オヘビイチゴ，ムラサキサギゴケなどを優占種とする越年・多年生草本植

物群落。オオジシバリ，ノチドメ，オヘビイチゴ，ムラサキサギゴケ，ハハコグサ，ゲンゲ，オ

オバコを群集標縄種および区分種としてまとめられる。植分は！0～20cmの高さで植被率は60～70

％となる。標魚種，区分種のほかコモチマンネングサ，ノミノフスマなどの越年生草本植物，ヨ

モギ，セリ，スイバなどの多年生草本植物が混生している。出現種数は16～20種，平均！8種であ

る。

生態一：水田の畦に生育する。寸分は年1回程度草刈りや泥土の塗りかえを受ける。土壌は泥質で

湿潤である。群集構成種の多くは春に最盛期をむかえる。

動態：人為的管理が停止されれぽ多年生草本植物が繁茂し，ヨモギクラスの植生へ移行する。

潜在自院生：タチヤナギ群集。

綴墜：ウリカワーコナギ総和群集。

分布：川尻，弥生そのほかの水田地帯に普通。全国の水田地。

　　24）ナガバギシギシーギシギシ群集

　　　　Rumicetu斑crispo・iaponiciMiyawakietOkuda　1972（Tab．16）

形態．：オニウシノケグサ，カモジグサなどを優占種とする多年生草本植物群落。ナガバギシギシ，

コハコベ，ウシハコベなどを標徴種，区分種としてまとめられる。植生高は50～60cm，勲爵率は

80～100％に達する。群集構成種は多年生草本植物ではナガ・ミギシギシ，ギシギシ，エゾノギシ

ギシ，カモジグサ，ヨモギ，イタドリなど，1・越年生草本植物ではコハコベ，ウシハコベ，ノ

ゲシ，ノミノフスマ，ヤエムグラ，タチイヌノフグリ，ホトケノザなどである。出現種数は19～

32種，平均26種である。
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懸震藤

灘

」。二艶

叢i難
騰瀬

難叢灘滋

譲叢慧露、

Fig。20　二二な流水辺に生育するカモジグサーギシギシ群団

　　　　（富士布吉原宝町，海抜2難）。

Anl　eutrophierten　Ufer　flleBendes　Gewasser　wachst　das　A　g　r　o　p　y　r　o

kamoji－Rumicion　j　apon1ci（Yoshiwara，　Takaramachi，　Stadt

Fuji　2　m員，　NN）．

生態．：河川下流部の流水辺に発達する。冬を中心とした渇水期と夏を中心とした増水期の水位変

動を受ける。生育地は富養，湿潤な泥土上である。直接流水に，あるいはクサヨシ植分をはさん

で流水に接している。

動態：増水により植生が失なわれた場合にはタウコギクラスにまとめられる！・越年生草本植物

群落が先駆相として生育する。また表土が失なわれ，より湿潤な立地となった場合にはセリーク

サヨシ群集などのヨシクラスの植生に置き換わる。

潜在自然植生：ほぼ現存植生と一致する。

総和群集：ウリカワーコナギ総和群集。

分布：吉原宝町，弥生（潤井川）。富士川にも一部みられる。

　9　　｛曳足亦雑i：草二群落　　Schlaggesellschafも

　森林植生が伐採された跡地には，それまで林床に蓄積されていた栄養塩類に富む土壌を反映し

て，主に風散布による好窒素性1年生草本植物がいち早く定着し，群落を形成する。ヤブツバキ
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クラス域では，亜熱帯，熱帯にまで分布の及ぶベニバナボ戸口ク，ダンドボロギクが優占植分を

形成する。

　　25）　ベニバナボqギクーダンドボ潮懸ク群集

　　　　Crassocephalo　crepidioidis幽Erechtiもetum　hieracifoliae
　　　　Miyawaki　1972（lrab．17）

形態：ベニバナボロギク，ダンドボロギクを標徴種とするベニバナボロギクーダンドボロギク群

集にまとめられる1年生草本植物群落。植生調査された植分は高さが60cmで，90％の植被率で占

められている。優占種には高茎なダンドボロギク，ベニバナボロギク，オオアレチノギク，低回

のハシカグサ，イヌコウジュがみられる。風散布を行なう主な植物には標徴種のほかに，ヒメム

カシヨモギ，オオアレチノギク，イワニガナ，ノゲシ，アキノノゲシ，ヒヨドリバナ，オトコエ

シなどキク科植物が多い。出現種数は38種を数える。

生態．；ヤブツバキクラス域の温暖な地域に多く，森林性土壌の良く形成された伐採跡地に生育す

る。立地は栄養塩類に富むこともあって，畑地などに生育するコミカンソウ，方ヤツリグサ，メ

ヒシバなど短期1年生雑草も出現している。

　　Fig．2！　スギ，ヒノキの伐採跡地に繁茂するベニバナボロギター

　　　　　　ダンドボロギク群集（富士市大渕，海抜4！0m）。

Das　Crassocephalo　crepid三〇id三s－Erecht三tetum　hieraclfohae
als　SchlaggeseUschaft（Ohbuchi，410m銭．　NN）．



課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．17　ベニバナボロギクーダンドボμギク群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Crassocephalo　crep1dioid1s・】3recht三tetum　hieracifGiiae

Feld－Nr。調査番号：Fu－210．　GrδBe　d．　Probeflache調査面積：20m2．　R6he誼．　Meer海抜高：410m．　Exposition　u．　Neigung方位および傾斜：L．　H6he

d．Vegetation植生高：60cm．　Deckung　d．　Vegetation全植被率：90％　Artenzahl｝」こ1現種数：38．

Kennarten　d．　Ass．1

　Cノーα∬0αψ1Zα伽ノ〃61闇砂が漉0～如5

　E7嚇θεタ～が彦e∫1ガ8ノηc⑳Zf‘～

Begleiter：

　Pb4y901π〃π3～8み01読ノ

　ハ勉ぐZβのノαご0ノ噂ゴ磁α

　Co〃〃〃8Zカ～α60〃〃ノπ‘〃∫5

　50ノκ乃．κ50Z8ズααノZ‘∫

　Rz．め～45〃z’6κψ乃メ！～∬

　％♂ツ90～～’‘’～Zψ∫ごψη‘1〃

　君’ゾ9ぞノ甲0π0αノ1α漉1Z5ガ∫

　Er～9α亭0π∫～〃〃α”層8／Z5∫5

　飾む0加防三4Zeツαノ．置αvar．1Lf1膚5κ孟α

　PゐメZαノz〃酬5z〃岬∫刀α1ゴα

　な678！55∫oZOノ～旋ノU

　CM）θ7フβη3f‘）ノ40f7’∫α

群集標筆入

　ベニバナボロギク

　ダソ　ド請ミロギク

随伴種

　アキノウナギツカミ

　タケニグサ

　ツユクサ

　ノゲシ

　ニガイチゴ
　ヘ　　　　　　マヤ　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　不ハリタァ

　ヒメムカシヨモギ

　オオアレチノギク

　ハシカグサ

　コミカソソウ

　イワニガナ

　カヤツリグサ
Ez4）碗0がz‘〃z　61～カzθノ～∫8　var．5ガ〃ψ1ガ‘るあ♂ガz〃〃ヒヨドリバナ

Coノ℃ん。ノ’（4》∫∫5’o〃～θノ泌05α　　　　　　　 カラスノゴマ

よMり∫Zαノ》μη6々∫Zα孟α　　　　　　　　　イヌコウジュ

77招砂μ8ノ層∫3ραZ～‘舘ノ『∫∫　　　　　　　　　　ヒメシダ

2・3

3・4

十

÷

1・2

十

十・2

÷・2

2・3

3・3

十・2

1・2

十・2

十

十

ユ・2

十

」～『α86」6～1闇1α　∫（〕ごZノ～ごノ診ノ～∫　var．　〃～α～1－8∫

05〃z〃z磁ノ妙。短。α

F∫ηめ7”5船脚∫ωη4）Zαη碗αf．0エα♂α’α

Ag1・o∫’ゴ∫‘♂α”α’αマar．ηz‘たαゐO

Pb／Z～窃〃π読0乃．0オ0刀Zぴ10’フ〃〃．

Sα加’αブ妙0／Z’ごα

D’0∬01ぞαブ砂0ノ～’ごα

施9召7層α〃’αノ～彦疏z〃ゾεα

z万9々αノ層如αゐ68〃漉2～5

M々．π0孟Z‘5∫妙0ηゼα‘∫

品9ρρツノ』〃πo∫6z48ノ～オ’〃J

C詑∬ノα刀。〃zαノ〃8

Ezψα孟Or∫㍑〃’沼α1畠忽6ガ琵

Aノ噂館〃パ∫如ρ1『か～0ψ∫

拓か・’ノZ∫αη’〃05α

勿∫か♪～αε1zぎαブ妙07z’δαf．5zめ58∬読5

4／z‘9α漉αηめθノ～5

0ρ〃5ノπ8π3‘∫τ〃zゴz4／αオ施盈’∫var．ブ妙0癬～’5

Lαo’zκα2／z4詫α

A’ノz5♂ガα8ααか∫α4α’α

　　　　　　▲

ヘクソカズラ

ゼンマイ

ノテンツキ・

ヌカボ

オオクサキビ

アキノタムラソウ

ヤマノイモ

イヌザンショウ

メヒシハ

アカメガシワ

ソバ

カワラケツメイ

ヤマヒヨドリ

ヨモギ

オトコエシ

コナスビ

キランソウ

　コチヂミザサ

アキノノゲシ

キツコウハグマ

÷

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十。2

十・2

十

十

十

十

Lage　d．　Aufn．調査地：Ohbuchi，　Stadt　Fuli寓士市大渕．

Datum　d．　Aufn．調査年月日：2．　Sep．1983．
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動態：森林の伐採跡地に最初に侵入する1品詞草本植物群落で，出現しても！～2年で消えてし

まう。群落の種子散布の多くは風散布で，離れた地域まで良く拡散する。群落はあとに侵入して

くるヨモギクラス，ススキクラス，ノイバラクラスの植生との競合に負け数年で消滅する。

潜在自然植生：ヤブッバキクラス。

総和群集：シキミーモミ総和群集，ヤブコウジースダジイ総和群集。

　10　畑地雑草群落　Acker・Unkrautgesel韮schaf重

　初春に他の植物にさきがけて開花，結実する畑地雑草は欧米の温帯地方より帰化した短期1年

生雑草が多く，富士市でも日本各地に普通なホトケノザーコハコベ群落がみられる。

　　26）　ホトケノザーコハコベ群落

　　　　Lα〃εε卿εα即Zeκεcα配Zθ一S’θ伽磁配ε協α・Gesellschaft（Tab．18）

形態：オランダミミナグサ，コハコベ，ホトケノザ，ナズナ，オオイヌノフグリ，ノボロギクな

どで区分される春季1年生雑草群落。植生高は10～30emで40～90％の植被率を占め，コハコベ，

ヒメオドリコソウなどが優占している。

生態：除草，施肥など集約的な管理下におかれる畑地に生育するホトケノザーコハコベ群落は早

春の二二まえに発芽から結実まで生活環を完了させる好窒素性草本植物群落である。

動態：ホトケノザーコハコベ群落の立地は放棄されることにより，高茎なヒメムカシヨモギーオ

オアレチノギク群落，セイタカアワダチソウ群落，アキノノゲシーカナムグラ群集などヨモギク

ラスの植生へ遷移する。また，ホトケノザーコハコベ群落は，同じ立地に夏季に出現するカラス

ビシャクーニシキソウ群集と季節的にすみわけている。

潜在自然植生：エノキームクノキ群集，イノデータブノキ群集，ヤブコウジースダジイ群集，シ

キミーモミ群集。

総和群集：ウリカワーコナギ総和群集，ヤブコウジースダジイ総和群集など細園景観域に多い雑

草群落である。

分布：富士市のヤブコウジースダジイ総和群集域の畑地や路傍，ウリカワーコナギ総和群集域の

アキ地や庭先に普通にみられる。

上級単位：オオイヌノフグリ，コハコベ，ノボロギク，オランダミミナグサなど北半球に広く分

布するコスモポリタン種によってシロザクラスにまとめられる。

　11水田雑草舞落：Reisfeld．Unkr＆utgesellschaften

　富士市の沖積低地は広く水田に利用されているが湛水が行なわれない耕自前の水田には，ゲン

ゲなどに代表される春の水田雑草が生育している。
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　　27）　ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　　Stellario・Ranunculetum　canton量ensis　MiyawakieもOk登da

　　　　1972　（望ab．19）

形態：ノミノフスマ，コオニタビラコ，ケキツネノボタン，ゲンゲなど1年生草本植物によって

標徴区分されるノミノフスマーケキッネノボタン群集が4～5月にかけて春の水田に最盛期をむ

かえる。調査された植分は20～50cmの高さで，70～100％の植被率を占めている。優占種はゲン

ゲ，スズメノテッポウ，セトガヤで常在度の高い種にはスズメノカタビラ，タネツケバナのほか，

ナズナ，キュウリグサ，ハハコグサ，：オランダミミナグサなどシロザクラスの種群も多く出現し

ている。ノミノフスマーケキツネノボタン群集はセリ，セトガヤ，タガラシ，カズノコグサで識

別されるタガラシ亜群集とアメリカフウロ，オランダミミナグサ，ハハコグサ，キツネアザミで

識別されるキツネアザミ亜群集に下位区分されている。

生態：ノミノフスマーケキツネノボタン群集は停滞水をもたない乾田の粘土質土壌を指標する。

優占種のゲンゲは水田土壌中の窒素分を増やし，富栄養化させるために，よく播種される。タガ

ラシ亜群集はノミノフスマーケキツネノボタン群集のなかでも低地の湿性立地を指標し，スズメ

ノテッポウータガラシ群集に近い生態的地位を占めている。面積的には広くない。キツネアザミ

　Fig．22　ノミノフスマーケキツネノボタン群集，キツネアザミ

　　　　亜群集が春の水田を色どる（富士市弥生，海抜！1m）。

FrUhlingsaspektdes　Stellario－Ranunculetum　cantoniensls

Subass．　von　Hemistepta　lyrata（Yayoi，Um毯．NN）．
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亜群集は富士市のノミノフスマーケキツネノボタン群集の大部分を占め，岩本山南部の扇状地性

低地から，沿海部の砂質性水田土壌を指標している。

動態：水田の集約的管理が放棄されると多年生で高茎な草本植物の侵入が始まり，タガラシ亜群

集からはチゴザサーヨシ群落，キツネアザミ亜群集からはオギ群落，セイタカアワダチソウ群落

などに遷移していく。ノミノフスマーケキツネノボタン群集の立地は，多くの場合，耕起，湛水

されてウリカワーコナギ群集の立地に改変される。

潜在自然植生：キツネアザミ亜群集の立地はムクノキーエノキ群集，イノデータブノキ群集を潜

在自然植生とし，タガラシ亜群集の立地はジャヤナギーアカメヤナギ群集の潜在自然植生に判定

された。

総和群集：ウリカワーコナギ総和群集のタチヤナギ総和亜群集。

分布：富士市西部の扇状地性沖積低地の水田がキツネアザミ亜群集の分布域に相当し，柚木，味

島，森島，宮下，五貫島，宮島，中丸，蓼原などに生育している。タガラシ亜群集は依田橋から

東へ富士岡花守町，川尻，江森など三角洲性沖積低地に多く生育している。

　　28）　スズメノテッポウータガラシ群集

　　　　Alopecuro・Ra皿unculet｛1m　see蓋erati　Miyawakie毛Ok瓠da1972

　　　　　（lfab．19）

形態：カズノコグサ，ミズハコベ，キンポウゲ科のタガラシで標徴，区分される1年生草本植物

群落。植生高は50～60c醗で，30～100％の植被率を占めている。優占種にはタガラシ，カズノコ

グサ，スズメノテッポウ，タネツケバナなどがみられる。

　スズメノテッポウータガラシ群集はホウキギク，ヒメガマで識別されるホウキギク亜群集とタ

ネツケバナ，イヌガラシ，ミゾソバ，ミズハコベで識別されるミズハコベ亜群集に下位区分され

ている。

生態：水田では停滞水が1～5c紐ある富養化した立地に生育する。土壌はグライ化しており，硫

化水素の勾いを発する植分もある。小河川沿いでは流速の遅い泥土の堆積した流水辺に多い。ホ

ウキギク亜群集は放棄されて1～2年経た水田を指標し，今井周辺の工場誘致用に放棄された水

田で植生調査資料が得られている。ミズ・・コベ亜群集は耕作の行なわれている水田の春季相であ

る。

勲態：水田放棄されることによってヒメガマ，コガマ，ヨシなど高子な多年生植物が侵入し，ヨ

シクラスへ遷移する。

潜在自然植生：タチヤナギ群集。

総和群集：ウリカワーコナギ総和群集のタチヤナギ総和亜群集。

上級単位：スズメノテッポウータガラシ群集ぱ，スズメノテッポウ，カズノコグサ，イヌガラシ，

ミゾソバなどの出現によってスズメノテッポウ群団，タウコギオーダー，タウコギクラスにまと
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められている。

分級：富士市東部の三角州性沖積低地の湿田地帯に分布している。

　12　湿性草原（浮島ヶ原）　Flachmoore（Ukish孟magahara）

　浮島ケ原は，田子ノ浦砂丘の後背湿地であった沼が，長い問に陸地化し，現在のチゴザサーア

ゼスゲ群集，ミズユキノシターオニナルコスゲ群落，カサスゲ群集，ウキヤガラーマコモ群集な

どが発達している。一部水田耕作地に利用し，畔にヤナギを植栽した地域ではヤナギが，樹高8

m前後に生長し高木林を形成している。湿原中にはヤナギの芽生えや，低木林も一部みられる。

　浮島ケ原にはヒキノカサ，ノウルシ，ミズニラ，マルバオモダカ，ミズバショウなど，珍らし

い植物が生育していたが，ミズバショウなどは全く消失している。ノウルシは春季刈りとられた

ヨシ草原の間に黄色い花を表わし叢状に生育しているのが点在してみられる。

　　29）　チゴザサーアゼスゲ群集

　　　　Isachno・CaricetumもhunbergiiMiyawakietOkuda19ア2（Taも．20）

形態：ヨシが優占した浮島ケ原の湿原植生は大部分が広い面積でチゴザサーアゼスゲ群集にまと

められる。アゼスゲを標宮室としてヌマトラノオ，オオアレチノギクを他の湿原群落に対する区

分種とされる。その他ハンゲショウ，ヨシ，セリ，シロバナサクラタデ，ホソバノヨツバムグラ

が生育している。草丈1．8～2mの植分である。

生態：増水時に水が流れる湿生地に生育している。常に水によってうるおされているが，他の群

落より乾いている。出現種数10～15種と多い。

上級単位：ホソバノヨツバムグラ，ヌマトラノオ，ヨシ，アゼスゲを標徴種として，ホソバノヨ

ツバムグラ，大形スゲ群団，大形スゲオーダー，ヨシクラスにまとめられる。

　　30）　ミズユキノシターオニナルコスゲ群落

　　　　L配dωε9εαooαZε8購Cαrθκoθsεcαrεα一Gese韮1schaft　（Tab．20）

形態：ヨシが散在する草丈50～60cmの湿性草原。ミズユキノシタ，オニナルコスゲで区分される。

時にハンゲショウが4と優馴し，オニナルコスゲと混生する。チゴザサ，ヨシ，セリ，シロバナ

サクラタデ，ホソバノヨツバムグラを有する。

生態：選曲ナルコスゲは冠水に耐えられる大形スゲである。したがって降水時や，増水時には水

位が高いが，一般には水位0であっても生育可能である。チゴザサーアゼスゲ群集の立地に類似

するが，ミズユキノシターオニナルコスゲ群落は，より富養な立地の嬉物群落である。

＃級単寧：ホソバノヨツバムグラー大形スゲ群団，大形スゲオーダー，ヨシクラスにまとめられ

る。
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　　3D　カサスゲ群集

　　　　Caricetum　dispaiatae　MiyawakieもOk双da1972（Taわ．20）

形態：草丈0．7～1．8mで，ヨシが散在したり，あるいは優占する場合がある。いずれもカサスゲ

が0。7m前後で被度80～90％を占めて生育している。その他ホソバノヨツバムグラ，シロバナサ

クラタデ，チゴザサが生育している。

生聾：カサスゲ群集はカサスゲを標徴種として規定されている（Miyawaki　et　Okuda！972）。

常に流れのある地域か，あるいは他の群落よりも早く水中に根が没する立地に生育する。貧養立

地の湿原植生である。出現種数6～1！種と少ない。

‡繰単位：ホソバノヨツバムグラー大形スゲ群翫大形スゲオーダ㌦ヨシクラスにまとめられる。

　　32）　ウキヤガラーマコモ群集

　　　　Scirpo　fluviatilis．Zizanietum　董aもifoliae　Miyawakiet　Okuda

　　　　雀972（Tab。20）

形態：草丈1．5～1，8mと高く，ヨシは散在しているウキヤガラが優占する草原。シロバナサクラ

タデ，カワヤナギ，ホソバノヨツバムグラが生育している。

生聾：ウキヤガラーマコモ群集は，一般に池沼に生育する。水深により，深いところではマコモ

1種の構成種になり，浅いところでは次第にマコモを欠いてしまう。浮島ヶ原では陸化に伴いマ

コモが消失してウキヤガラが独自の十分を形成しているところであると考えられる。

上級単1座：ヨシ群団，ヨシオーダー，ヨシクラスにまとめられる。

13　砂丘植生　KUs総nd旋nen．Ve霧eねtion

　富士市の海岸線はほとんど人工的な防潮堤によって占められ，海岸砂丘および海岸砂丘生の植

生はきわめて限られた面積しかみられない。今日の調査では鮫島前田新田のコンクリート堤外側

に生育した砂丘植生が植生調査されている。鮫島の砂丘植生は4群落1群集にまとめられた。

　　33）　コウボウムギ群落

　　　　Cαrθκんobo〃ε既ρε繭Gesel豆schafも　（Tab．21）

形態：優弔するコウボウムギを区分種とする多年生草本植物群落。植生高は5～15cmとなる。純

群落である典型下位群落のほか，ハマヒルガオが混生するハマヒルガオ下位群落，コウボウシバ

の混生するコウボウシバ下位群落がみられる。富士市内で植生調査された留分は出現呼数1～2

種である。

生態：砂丘植生の最前部に生育する。強い日照と風衝のため表砂はもっとも乾燥，移動しやすく，

植生発達の限界部に立地している。汀線に近い前縁部には典型下位群落が，より内陸側ではハマ

ヒルガオ下位群落が生育し，また内陸側のやや凹状地にはコウボウシバ下位群落が発達している。
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　　　　　　　　　　　　　　Tab．2！砂丘植生
　　　　　　　　　　　　　　　KUsten（IUnen－Vegetation

1＝Cαノーθ」じ々。う。〃鷹g’一Gesellschaft　　　　　　　　　　　　　　　　コウボウムギ群落

　a：TYpische　U就erelnileit　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　典型下位群落

　b：Untereinhelt　von　C吻3オ8g忽50Zぬη8〃α　　　　　　　　　　　　ハマヒルガオ下．位群落

　c二Untereinheit　von　Cα1’6灘ρ乙‘〃’fZα　　　　　　　　　　　　　　　コウボウシバ下位群落

2：廊01Lαβ〃’z‘〃zαノz’1～4）ん。ノー。’論∫一Gesellschaft　　　　　　　　　　　　ケカモノハシ群落

3：Imperato　cylindricae－Viticetum　rotundifoliae　チガヤーハマゴウ群集
4：（汐π04ωzぬ酸y♂oπ一Gesellschaft　　　　　　　　　　　　　　　　ギョウギシバ群落

5：Lα∫1りη’～．’5ブ砂。刀た～’∫一Gesellschaft　　　　　　　　　　　　　　　　ハマエンドウ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　2　3　4　5
Spalte：

Laufende　Nr．；

Feld－Nr。（Fuう：

Hδhe費．　Meer（m）；

Neigung：

Gr6Be　d．　Probefl銭che（m2）：

H6he　d．　Strauchschicl覚（cm）：

群落区分
通　し番号

調査番号
海　　抜　　高

山　　　　斜

調査面積
低木願の高さ

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：．低木層の植被率

H6he　d．　Krautschicht（cm）：

Deckung　d，　Krautschicllt（劣）：

Artenzahl　l

草本層の高さ
草本層の植被率

出現因数

　a　　　　　b　　　　c

I234567876814115134
1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1

LLLLLLLL141203464
8　　15　　10　　5　　！0　　12　　5　　60

40　　50　　60　　40　　70　　65　　30　　80

11222224

9　10

13　15

1　1

L　L
4　　1

50　－

70　－

10　3

20　30

4　1

！1

9

2

L
4

！5

90

5

Trennart　d．　Gese互1．schaft：

　Cαノ’6ヱた。ゐ。〃配9’

Trennarten　d．　Untereinheiten：

　Cα4y5’昭「’α∫oZ‘～α〃6〃α

　cα1層。必ρz〃〃潔α

Trennart　d．　GeseUschaft；

　1∫c1～αθ〃’～〃μα〃’1～砂1～01’o’‘1げ5

Kennart　d．　ASs：

　▽7’8露7書。孟～〃π1ケbZfα

Trennarten　d．　Geseilschaften＝

　qyノ～040π4ααツZo〃

　Lζz孟1ぢyノ’召8ノ妙。／z～ご♂ご∫

　α”α∫’～～〃ノ～9ゾω〃61’α’～〃〃

Begleiter：

　08／zo孟1～α・α！αc～ノ～ガα’α

　み妙8ノ層α如‘y1〃4’層1‘αvar．々0θノ～19’∫チガヤ

Lage　d．　Aufn・調査地：Samejima寓土市鮫島前田新田．

Datum（L　Aufn．調査年摺羅；9．　Apr．！983．

群落区分種　　　l
　　　　　　　　　　　i．．
　コウボウムギ　　　K：il　3。34・44・43。33・33。33・21・　2・3　・　1・2

稚締区頒　　1
・・マ・・げオ　Ki・・翅．．2〒3．蹴触・2・3・・2・・

　コウボウシバ　　　Ki。　・　・　…　　　　　：1・2．・　…

群落区分種　　i
　ケカモノハシ　　　K…。　・　・　。　…　　　　15・倒…

群集標三種　　　1
．、マゴウ　　si．．．．．．．　　．．
群落区分種　　1
　　　　　　　　　　　　　ギョウギシバ　　Kl・　・　・　・　・　・　…　　　13・3｝・

　ハマエンドウ　　　Ki。　・　・　・　・　・　・　…　　　　15。4i
オ。。ダミミナグサ。…．．．．。．．．．．．1
随　伴　種　　i
　コマツヨイグサ　　．Ki・　・　。　・　…　　　　÷十・2　・　1・1

　　　　　　　　　　　　。　　・　　．　　●　　●　　・　　・　一←●2　　●　　。　十・2

動態：人為的影響一踏みつけや掘削などにより裸地化すると植生の復元はむずかしい。

潜在自然植生：ほぼ現存植生と同一のハマボウフウクラスの植生。

総和群集：ハマグルマーーコウボウムギ総和群集。
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分布：鮫島前田新田。日本全国の海岸砂丘地。

上級単｛立：コウボウムギの優占門門は全国を通じて種類組成の差が少なく宮脇・村上・鈴木伸・

鈴木邦・佐々木（198！）が報告したコウボウムギ群落にまとめられる。

　　34）　ケカモノハシ群落

　　　　廊chααηπ〃εαπ翫⑳horoε♂θ8・Gese韮1schafも（Tab．2D

形態：ケカモノハシ（イネ科）の優占する多年生草本植物群落。ケカモノハシを区分種としてま

とめられる。植生高は60c田で，コウボウムギ群落と比較して大形となる。ハマヒルガオ，コマツ

ヨイグサ，チガヤが混生している。

生態：コウボウムギ群落の内陸側でやや砂の移動の弱い地域に生育している。

動態：コウボウムギ群落同様，踏みつけなどの人為的蝿乱に弱く，裸地またはギョウギシバ群落

などに退行する。

潜在自然植生：現存植生とほぼ対応する。

総和群集：ハマグルマーコウボウム下総：和群集。

分布：鮫島前田新田。ケカモノハシの分布にともなってほぼ全国の海岸砂丘地。

　　35）　チガヤーハマゴウ群集

　　　　1凱perato　cylindricae・V圭t董cetum　rotundifoliae　Ohba，

　　　　M：iyawak量et　Tx．（Tab．21）

形態：ハマゴウの優占する夏緑低木林。ハマゴウを標徴種としてまとめられる。林分は高さ50cm

でハマゴウのほかハマヒルガオ’，コウボウムギなどが混生している。

生態：コウボウムギ群落などの砂丘草原の内陸側に配分している。一般的にはより内陸地に生育

するクロマツ林やマサキートベラ群集などの森林植生の林縁群落として発達する。鮫島の林分は

人工堤防に隣接して生育している。

動態：踏圧が加わるとコウボウムギ群落，チガヤ植分などに退行する。

潜在自然植生：現存植生にほぼ対応している。

総和群集：ハマグルマーコウボウムギ総和群集。

分布：鮫島前田新［瑞本州以南の海岸部。

　　36）ギョウギシバ群落

　　　　Cgノπodo泥dαc‘〃Zoπ．Gese1韮schaft　（lrab．21）

形態：ギョウギシバの優占する多年生草本植物群落。ギ。ウギシバを区分種としてまとめられる。

七分は高さ3cmのギョウギシバ純群落である。

生態：砂丘地内の踏みつけ地にみられる。鮫島の植分は港公園内に生育している。
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動態：砂丘自然植生に対して弱い踏圧が加えられることにより二分が生育，存続する。踏圧が強

くなれぽ，オヒシバーアキメヒシバ群集などに，弱まればチガヤーハマゴウ群集，ケカモノハシ

群落などに移行してゆく。

潜在自然植生：主にハマボウフウクラス，ハマゴウクラス。

分布：鮫島前田新田。全国の路傍，砂丘など。低地に多い。

　　3ア）　ハマエンドウ群落

　　　　1ンα’1己〃r麗8」1α塞｝oη∫oπ8欄Gesellschaft　（Tal）．　2毒）

形態：ハマエンドウの優占する多年生草本植物群落。ハマエンドウ，オ’ランダミミナグサを区：分

種としてまとめられる。植分は15cmの高さで，区分種のほかコマツヨイグサ，チガヤなどが混生

している。

生態：砂丘草原内陸側の有機物が投棄，集積された富養地に生育する。主に人為的撮乱地にみら

れる。

動態：砂の移動や潮風が弱まればヨモギクラスの植生に，また有機物の供給がなくなればケカモ

ノハシ群落やコウボウシバ温温などに移行する。

潜在自然植生：ハマボウフウクラス。

総和群集：ハマグルマーコウボウムギ総和群集。

分布：鮫島前田新田。日本全国の海岸地。

上級単位：ハマエンドウの群落はハマボウフウクラスの植生と生育地，種類組成に差がみられる。

むしろハマダイコン群集Rapha且etum　raphanistrold｝s　Murakami　in　Miyawaki

1982などに近似している。このため上級単位の扱いは未決定とされた。

b．プナクラス域（山地帯）

　　Fagetea　crenatae・Gebiet（MoロtaneSt騒fe）

　富士市の海抜650～850m以上の地域はブナ属：施g365，コナラ属：Q解π螂，カエデ属：！生6θブ，

シデ属：Cα卿膨∫など夏緑広葉樹類からなるブナクラスの植生が生育，分布している。また，風

衝，傾斜など土地的な条件が厳しく制約される立地あるいは人為的に破壊された跡地では夏緑高

木林は生育できず，ツツジ科，タニウツギ属を主とした低木林，あるいは小形多年生草本植物，

シダ類，コケ類からなる岩壁植生，大形草本植物からなる路傍植生が生育，分布している。

　14　夏緑広葉樹林　So嫌mergr甑e　Laubw罰def

　富土山山麓では海抜約650mでヤブツバキクラスのシキミーモミ群集からヤブムラサキーモミ

群落．さらに850mを越えた高海抜地でブナの優占するシコクスミレーブナ群落に，さらに，海抜

1，4001nをすぎるとカニコウモリーウラジロモミ群集に移行している。また湿性立地ではケヤキ，
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カエデ類，サワグルミの優占するイワボタンーシオジ群集，新期溶岩類の露出するせき悪な立地

はでクリーコナラ群集，タリーミズナラ群集が生育している。これらブナクラスの植生は海抜約

1，800mまでみられるが，今日，残されている自然，半自然植生の多くが破壊され，ヒノキ，ウ

ラジロモミなどの植林におきかえられている。

　愛鷹山は崩壊性に富んだ急峻な地形が多く，今日まで自然が比較的良く残されてきている。愛

鷹山系ではブナクラスの自然植生が海抜約650mの沢筋から出現し，山頂まで達している。沢筋

の低海抜地に生育する夏緑広葉樹林は崩壊性立地の持続群落で，サワダツークマシデ群落，タマ

アジサイーフサザクラ群集などである。南斜面の安定した立地ではやブツバキクラスのシキミー

モミ群集が海抜約850mまで上昇し，直接，ササーブナオーダーのヤマボウシーブナ群集に接し

ている。ま．た海抜1，330mを越えると雲霧帯に特徴的なオ’オモミジガサーブナ群集が稜線沿いに

みられる。

　　38）　力ニコウモリーウラジロモミ群集

　　　　Cacalio・Abieもeもu凪homolepidis　Miyawaki，HamadaetSugawara

　　　　1967　（Tab．22）

形態：ウラジロモミ，オオイタヤメイゲツ，ナナカマド，ヒ巨川ツリバナ，トウヒで標語，区：分

される常緑針葉樹，夏緑広葉樹混合林の自然植生。

　高木第1層は17～25mの高さで，50～80％の植被率を占めている。優占種はウラジロモミ，オ

オイタヤメィゲツ，ブナで，ウラジロモミは高木層に突出して生育することが多い。高木第2層

は7～15mの高さで，5～30％の細口率を占め，高木第1層との共通種のほかにヒメシャラ，ヒ

ロハツリバナなどが混生する。低木層は2～5mの高さで，5～90％の植被率は幅があるが，林

床に優占するスズダケが低木層か草本層を占めるかによって異ってくる。優占種はスズダケで常

在度の高い種にはイワガラミ，ミヤマイボタ，ツタウルシ，ミヤマガマズミ，アオダモなどがあ

る。草本層は0．2～2mの高さで，1～！00％の蝋画率を占めている。優占種はスズタケでその

林床下は陰地となるため，出現する種は少なく鼻高もまぼらである。常在度の高い種にはイワガ

ラミ，アオダモ，ミヤマイボタ，ムカゴイラクサ，モミジガサなどがあり，稚樹が多い。

　カニコウモリーウラジロモミ群集の植生調査資料には原調査資料とウラジロモミーダケカンバ

群落（宮脇・浜田・菅原1965）のなかの富士市に分布する面分が使用されている。宮脇ら（1965）

はウラジロモミーダケカンバ群落のほかに富士宮市より日影コウモリーウラジロモミ群集を報告

しているが，組成，生態的条件が近く，岡じ群集にまとめられるものと考えられる。

生態：圧印コウモリーウラジロモミ群集は富士山の海抜高1，400～1，880mブナクラス域上限に生

育している。この地域は雲霧が発生しやすく，しかも低温なため土壌の栄養塩類の溶脱，酸性化

が進みやすい。土壌母材はスコリア質の火山灰，溶岩流からなり透水性が良い。

動態：カニコウモリーウラジロモミ群集は海抜約！，400～1，800mで気候的な極盛相を形成してい
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る。伐採されるとチダケサシーススキ群落の多年生草原に置き換えられたり，多潤地ではグンナ

イフウローヤハズヒゴタイ群落が生育する。多年生草原からの進行遷移ではフジサンニシキウツ

ギーマメザクラ群集キクバドコローヤマブドウ群集さらにシラカバ，ダケカンバを混えるタ

リーミズナラ群集に遷移する。

総和群集：シコクスミレーブナ総和群落。

上級単位：カニコウモリーーウラジロモミ群集はオオカメノキ，スズタケ，ヒメシャラ，ブナ，ア

オダモなどの種群によってスズタケーブナ群団，ササーブナオーダー，ブナクラスにまとめられ

る。紀伊半島の大台，大峰山系に分布するウラジロモミーブナ群集と組成的，生態的類縁関係が

みられる。

分布：表富士周遊道路上から海抜1，800m付近まで分布している。

　　39）　シコクスミレーブナ群落

　　　　yεoZα8hεた。たεαηα幽1πα9π8　crθπα’α桶Gesellschast　（7ab．23）

形態：ブナを優占種とする夏緑高木林。サワシバ，ヒナウチワカエデ，カジカエデ，ミツバウツ

ギ，シラキ，シコクスミレ，コミヤマカタバミを区分種としてまとめられる。林分は高さ22ない

し26mに達する。植字率90％の高木層には優占種であるブナのほかオオモミジ，ヒメシャラ，キ

ハダ，ミズナラなどが混生している。亜高木層ではヤマボウシ，サワシバ，シラキ，オニイタヤ，

エンコウカエデなどがみられる。低木層にはスズタケまたはコクサギが優占し，ミヤマイボタ，

アプラチャン，シラキ，ミツバウツギ，ゴマキ，ミヤマガマズミなどが混生している。草本層は

シコクスミレ，コミヤマカタバミ，イワガラミ，ヤマカモジグサなどが生育している。特に調査

番号Fu－217で示される林分は草本層が豊かである。モミジガサ，アズマシβカネソウ，ハシカ

グサ，セントウソウ，ムカゴイラクサ，レイジンソウ，ミヤマタニソバなど，草本層のみで50種

以上の適湿立地生の植物が生育している。出現種数は30種，78種と林分による差が大きい。

生態：富士山中腹の990mの林分がまとめられている。土壌は透水性の悪い溶岩流上に火山灰が

堆積した状態となっており，適潤～湿潤な立地となっている。調査番号Fu－217の林分はゆるや

かな斜面上の林分であり，Fu－218の林分はそれに隣接した広い尾根地の林分である。

動態：伐採を受けるとタラノキークマイチゴ群集をへてフジサンニシキウツギーマメザクラ群集，

さらにタリーミズナラ群集などに遷移してゆく。

潜在自然植生：現存植生と一致する。潜在自然植生としては，さらに富士山中腹を広く占めている。

総和群集：シコクスミレーブナ総和群落。

分布：林道曽比三線（990m）。富士山中腹に広く生育していたものと考えられる。

上級単位：シコクスミレーブナ群落は愛鷹山地を中心に生育するヤマボウシーブナ群集，オオモ

ミジガサーブナ群集と比較してトウゴクミツバツツジ，コアジサイ，り。ウブ，コミネカエデ，

チチブドウダン，ナナカマドなどの多数の植物を欠くことによっても区分できる。これらの種類
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組成の差は富士山体と愛鷹由の地史的な差，すなわち母岩である溶岩（火成岩）の地上表出年度

の差とそれに伴なうフロラ発達のちがいによるものと判定される。また宮脇。浜田・菅原（1967）

は富士山腹に生育するシコクスミレーブナ群落と同質のブナ林について，オオモミジガサーブナ

群集にまとめている。しかし，オオモミジガサーブナ群集は丹沢由塊大山で報告された（宮脇・

大場・村瀬1964）雲霧帯の湿性ブナ林であり，種組成，生育立地から，富士山腹のブナ林とは差

がみられる。オオモミジガサーブナ群集と同質の種類組成をもつブナ林は愛鷹山地の雲霧帯に生

育し同群集にまとめられている（p．87～88）。

　　40）　ヤマボウシーブナ群集

　　　　Cbrno・Fagetum　cfenatae　］Miyawaki，　Ohba　eも］Murase　l964（lrab．23）

形態＝ブナ，時にアカシデ，アカガシなどの優賑する夏緑高木林。コハウチワ陰獣デ，アセビ，

コカンスゲ，アオハダ，コシアブラなどを地域的区分種としてまとめられる。林分は高さ8～24

mとなる。植被率20～90％の高木層にはブナ，時にアカシデ，アカガシが優占するほか，ヒメシ

ャラ，シナノキ，ミズナラ，イトマキイタヤなどが低い優占度で混生する。高さ7～！4mの亜高

木層はサラサドウダン，タンナサワフタギ，アオダモ，コミネカエデ，アオハダ，コハウチワカ

エデ，三略モミジなどで構成されている。2～5mの高さの低木層にはトウゴクミツバツツジ，

Fig．23　ヤマボウシーブナ群集スズタケ亜群集の林内相観（袴腰岳1，230m）。

　Unterwuchs　des　Cor且。．Fagetum　crenatae（Berg　Hakamagoshidake

　1，230m茸。　NN）．
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コアジサイ，チチブドウダン，カマツカ，ノリウツギ，アセビ，タンナサワフタギ，ツクバネウ

ツギ，コミネカエデなどが高い常在度でみられる。草本層は高さ，植被率ともに林分による差が

大きく，スズタケ，コカンスゲ，イヌツゲ，イトスゲ，ツタウルシ，ヘビノネゴザ，イワガラミ，

シシガシラ，タテヤマギクなどが生育している。出現種数は3！～70種，平均42種である。

　ヤマボウシーブナ群集は2亜群集に下位区分される。スズタケ亜群集はミズナラ，イヌツゲ，

スズタケ，オオモミジで区分される。林床はスズタケが優卜する場合が多い。スズタケ亜群集は

さらにイトマキイタヤ，チドリノキ，ジュウモンジシダなどで区分されるイトマキイタや変群集

と，クマシデ，コハウチワカエデで区分されるクマシデ変群集に下位区分される。スズタケ亜群

集に対してナガバノコウヤボウキ，ヒメノガリヤスが生育する林分はヒメノガリヤス亜群集にま

とめられる。ヒメノガリヤス亜群集は頬冠が疎開した林分が多く，陣内のトウゴクミツバツツジ

の優占度が高い。草本層は比較的未発達である。

生態：ブナクラ不域の標高約800～1，330mの中庸立地を広く占めている。生育地はサワダツーク

マシデ群落やアブラチャンーケヤキ群集に接した渓谷ぞいの湿潤斜面から，アシタカツツジート

ウゴクミツバツツジ群落に隣接する乾性な風衝尾根部まで，広く山腹斜面を覆っている。今回櫨

生調査された林分は稜線周辺のものが多く塩魚にはツツジ科植物が顕著である。現在富士市でみ

られるブナ林中もっとも広く残されており，ブナクラスの中心的な位置を占めている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自然林
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Naturwald

　　ナギナタコウジュー
　　ハチジョウナ群集

Elsholtziopatrim一
Sonchietum
brachyo亡idis

カワラスゲ＿　汐

　オオバコ群集　　よ

Carci　illclsae－

Plan亡agine亡um
asiat1cae

馨
馨三無慧　 Qしミercetum　criSixIlae

　㊦
　牽
　嘉
　竈
嚥　幣

　蕊
　喝穏

ヤマボウシーブナ群集

Corno－Fagetuln
crellatae

’総s⑥
シバ群落
Zの幅αノψ‘，〃～ごπ．一

Gesellschaξ亡

捨綱ト、糠醗謬
りまたは火入れ⑤

辮櫛融

　㌻ゆ
，曽

スギ，

ヒノキ植林
αψ’σノ〃ピ’伽潅力011‘‘㍑一

αzαη犯θoyρα溶。δ々’5召一

Forst

　　鰐Yフジサ。。。，。。ギ

　僻　　　　一マメザクラ群集
・￥「 @　　　、Veigelofujisallellse－

　　　Prunetu…丁L　incisae

　　　　　　　　　　　ポオオナンバンギセルーススキ群落
　　　　　　　　　　　五89～1～顔♂s’〃ご〃∫な一」燃α〃～’々～～5

　　　　　　　　　　　5’1～e〃s～s－Gesellsch乏lft

　　①OhnePflege　　　　　⑤Mahd　alid～4∫ahre！10d．　feしミrbralld
　　②Schlag　alle　l5～25　Jahren　⑥Beweidul｝g　od，　Mahd　3ede、、な）che

　　③Aufforstu119　　　　　⑦Tri宅t
　　④Schiag　a董le　5～ユO　Jahre11　⑧landwirtschaξtliche　PfIegem段B照h［1墨ell

　　Fig．24　ヤマボウシーブナ群集の代償植生と人為的影響の関係

Ersatzgesellschaf£en　als　Folge　unterschiedlicher　menschlicher　Einwifkungen

im　Corno－Fagetum　crenatae－Gebiet．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　87

　各下位単位は生育立地に差がみられる。スズタケ亜群集には標高790～1，240mの比較的低海抜

地の林分がまとめられる。特にイトマキイタや変群集にまとめられる2期分は標高900m以下の

湿潤な谷部に生育しており，アブラチャンーケヤキ群集などの渓谷林と種組成が近似してきてい

る。クマシデ変群集は標高980～1，240mに生育しヤマボウシーブナ群集中で中心的な生育立地と

種組成を示す。ヒメノガリヤス亜群集は標高1，280～1，330mのヤマボウシーブナ群集中では高海

地に生育している。土壌は浅く乾性な立地となっている。

動態：伐採を受けた場合タラノキークマイチゴ群集をへてフジサンニシキウツギーマメザクラ群

集，さらにサワダツークマシデ群落（イトマキイタや変群集），タリーミズナラ群集（クマシデ

変群集），アシタカツツジートウゴクミツバツツジ群落（ヒメノガリヤス亜群集）などに遷移す

る。

分布：愛鷹山地越前岳，袴腰岳，位牌岳など。フォッサ・マグナ地域の丹沢，箱根，天城など。

41）　オオモミジガサーブナ群集

　　Miricaca歪童。騰Fageもum　cτen＆tae　Miyawaki，Ohbaet：M【urase1964

　　　（Tab．23）
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Fig．25オォモミジガサーブナ群集の林内相観（位：牌岳ユ，340m）。
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形態：ブナの優占する夏緑広葉樹高木林。シモツケソウ，フジテンニソソウ，シロヨメナ，シラ

ネワラビ，アカショウマを標徴種，区分種としてまとめられる。林分は9～23mの高さである。

植被率80％の高木層にはブナのほか，アオダモ，ピコサンヒメシャラなどが生育している。亜高

木層は6～13mで，ナナカマド，リョウブ，アオダモ，サラサドウダン，ナナカマドなどで構成

されている。低木層は3～6mでタンナサワフタギ，カマツカ，ノリウツギ，コアジサイ，トウ

ゴクミツバツツジ，アプラチャン，リョウブ，ツクバネウツギ，マメザクラなどが高い常在度で

みられる。草本層は植被率70～80％と比較的よく発達している。ヒメノガリヤス，イトスゲが優

占するほか，シモツケソウ，フジテソニンソウ，タテヤマギク，シロヨメナ，ハリガネワラビ，

キンレイカ，ツタウルシ，アカショウマ，タニギキョウなど30種前後の主に多年生草本植物によ

り構成されている。ヤマボウシーブナ群集は低木層の種組成が豊かで草本層が比較的未発達であ

ったのに対し，オオモミジガサーブナ群集では低木層よりも草本層に多くの種が集中している。

出現種数は34～42種，平均37種である。

生態：愛鷹山地の標高1，340～1，490mの雲霧帯に生育している。そのため稜線部ではあっても土

壌は湿潤である。ヤマボウシーブナ群集とオオモミジガサーブナ群集との境界1，330～1，340mは，

隣接する風衝低木林であるアシタカツツジートウゴクミツバッッジ群落のアセビ下位群落とノリ

ウツギ下位群落との境界と一致している。これは同じ雲霧条件による種類組成の変化と判定され

る。宮脇・大場・村瀬（1964）による丹沢大山のブナ林でもオオモミジガサーブナ群集とヤマボ

ウシーブナ群集は標高約1，400mを境にほぼ垂直的なすみわけをしている事実が示されている。

動態：伐採を受けた場合，アカショウマーニシキウツギ群落，アシタカツツジートウゴクミツバ

ツツジ群落ノリウツギ下位群落が成立する。

分布：愛鷹山地越前岳，位牌岳。ヤマボウシーブナ群集と並行的に，丹沢，箱根，天城などのフ

ォッサ・マグナ地域を中心に分布している。

　　42）　イワボタンーシオジ群集

　　　　Chrysosp丑eRio－Fraxinet親m　spae重hiaRae皿iyawaki，Ohba

　　　　eも　Murase　雀964　（「rab．24）

形態：ケヤキ，チドリノキ，イトマキイタヤ，セントウソウ，イヌワラビ，ミズヒキ，テバコモ

ミジガサ，タニソ・ミ，タニギキ。ウで標徴，区分される夏緑広葉樹自然林。高木第1層目！2～26

珊の高さで，70～85％の植被率を占めている。優占種はイトマキイタヤ，ケヤキ，オ’オモミジで，

カエデ類の常在度が高く，イトマキイタヤ，ホソエカエデ，エンコウカエデ，ウラゲエソコウカ

エデ，オニイタヤ，カジカエデなどが生育している。かって伐採を受けた12～15mの高さの復元

途上の植民ではアカシデ，イヌシデ，サワシバなどシデ属：Cα吻朋5が優占しているが，組成

的にはイワボタンーシオジ群集にまとめられている。高木第2層は8～15mの高さで，20～40％

の植被率を占めている。優占種はチドリノキで常在度の高い種にはカントウマユミ，マメザクラ，
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ヤマボウシなどがみられる。低木層は3～5mの高さで，20～50％の植被率を占めている。優占

種ぱ復元途上の若齢林でコアカソ，ガクウツギが量的に増加する以外はとくにみられない。常在

的な種にはアプラチャン，サワシバ，ミツバウツギ，チドリノキ，ツクバネウツギ，ミヤマイボ

タなどがある。草本層は0．5～2mの高さで，30～100％の植被率を占めている。裾野率の高い植

分の優占種はスズタケで，スズタケが密生すると林床の草本植物は貧弱になる。草本層の出現種

数は40～60種ときわめて多く，常在度の高い種にはイワガラミ，ヒメウワバミソウ，オオイトス

ゲ，セントウソウ，シコクスミレ，イヌワラビ，ツルシロカネソウ，ミズヒキ，テバコモミジガ

サ，ホウチャクソウなど主に分布が太平洋側に限られる種が出現している。

　イワボタンーシオジ群集はホソ一升エデ，クルマバソウ，ヒメウツギ，ガクウツギ，ジュウモ

ンジシダ，タテヤマギクで区分されるホソエカエデ亜群集とミツバウツギ，カジカエデ，ヒメウ

ワバミソウ，ゴマギ，ムカゴイラクサ，シコクスミレ，エンレイソウ，ツルシ二刀ネソウで区分

されるカジカエデ亜群集に識別されている。カジカエデ亜群集は奥富・松崎（1974）に記載され

たミズナラーゴマギ群落に相当する。

生態：富士山麓と愛鷹山須津川沿い770～1，060mの海抜で植生調査資料が得られているようにイ

ワボタンーシオジ群集はブナクラス域に生育・分布している。生育地は溶岩流上の平担な地形上

や沢に臨んだ崩揚地など湿潤な立地を指標している。ホソエカエデ亜群集は沢部の崩測地に生育

し，母材は移動しやすい5～30cmの火山性角礫と凹凸の著しい溶岩流などからなっており，多孔

質で透水性が良い。カジカエデ亜群集は溶岩流の平担部に生育し，立地は湿潤であるが安定して

いる。母材は溶岩流とその上に火山灰，火山放出物を堆積していることもあり，火山灰土の厚い

立地ではスズタケの侵入もみられる。カジカエデ亜群集は尾根状地でシコクスミレーブナ群落，

カユコウモリーウラジロモミ群集に隣接することが多い。

動態：イワボタンーシオジ群集の群落環は湿性系列の植物群落より構成されていいる。主な多年

生草本植物群落ではクサコアカソーフジテソニンソウ群落，カワラスゲーオオバコ群集低木群

落ではミツバウツギ，コクサギの多いフジサンニシキウツギーマメザクラ群集，キクバドコロー

ヤマブドウ群集タマアジサイーフサザクラ群集森林群落ではサワダツークマシデ群落，シデ

類を多く混生するタリーミズナラ群集などが遷移系列途上に出現する。林道沿いに普通な：カワラ

スゲ一八オバコ群集は踏圧下に生育する偏向遷移過程の植生である。

総和群集：シコクスミレーブナ総和群落。

分布：富士山山麓の海抜800～1，700mの林道岩倉線，大淵林道などが通る周辺域にカジカエデ亜

群集が，また愛鷹山須津川沿いの海抜700m以上にホソエカエデ亜群集が分布している。

上級単位：サワグルミ群団，シオジーハルニレオーダー，ブナクラスにまとめられるが，ブナ，

ヒメシャラ，スズタケなどササーブナオーダーの種の幽晦も多い。
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　　43）　サワダツークマシデ群落

　　　　五7πoπ〃ηεπsηzθZαπαπ’hπs願C「α｝㍗επ配8ノ卯。πεcα■Gesellschaft　（Tab．24）

形態：ヒナウチワカエデ，サワダツ，ミヤマイタチシダ，シシガシラ，モミで区分される夏緑広

葉樹林。

　高木第1層は10～17mの高さで，80～90％の植被率を占めている。優占種はクマシデで他にも

アカシデ，オオモミジ，ホオノキ，エンコウカエデ，モミの常在度が高い。高木第2層は9～11

mの高さで，20～30％の植被率を占め，サワシバが優占する。出現種数は10～15種でナナカマド，

リ。ウブ，アオダモ，ヒナウチワ強剛デなどが生育している。低木層は2．5～4mの高さで30～

80％の植被率を占め，25～30種が出現している。常在度の高い種にはアプラチャン，カマツカ，

クロモジ，ミヤマイボタ，マメザクラ，タンナサワフ騒騒，ツノハシバミ，ツリバナ，ウメモド

キなどが出現し，スズタケの優占する植分もみられる。草本層は0．3～1．5の高さで，5～80％の

三囲率を占めている。林床は群生するスゲ優占となりやすく，イトスゲ，オオィトスゲ，ミヤマ

カンスゲ，コカンスゲ，カンスゲなどが生育している。その他の常在度の高い植物にはシシガシ

ラ，ミヤマイタチシダ，サワダツ，イワガラミ，モミジイチゴ，コカモメヅルなどがある。

Fig．26　愛鷹山系のブナクラス域下部に生育するサワダツークマシデ群落

　　　　（愛鷹山須津川沿い，海抜850m）。

In　der　unteren　Stufe　des　Fagetea　crenatae－Geb玉etes　wachsende　E〃。／zッ〃鷹ε

η3θZαπαアz彦勧∫．Cα1ψ∫ηκ∫ブ碑）o厩ごα一Gesellschaft（entlang　des　Flusses　Sutsu－gawa，850m

U．NN，　Berg　Ashitaka）．
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生態：火山灰土の堆積の少ない溶岩流上や，沢地の岩角地など多湿な立地を指標している。標高

的には海抜550m以上のヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部に生育している。

動態：サワダツークマシデ群落の植生調査資料の多くが：二次林から得られていることからも，せ

き悪な立地に土地的極盛相として生育するほか，イワボタンーシオジ群集，シコクスミレーブナ

群落の代償植生としてもみられる。サワダッークマシデ群落は破壊されるとクサコアカソーフジ

テンニンソウ群落など多潤地生のヨモギクラスの植生が定着し，フジサンニシキウツギ～マメザ

クラ群集，キクバドコローヤマブドウ群集，タマアジサイーフサザクラ群集など低木林を経過し

て，サワダツークマシデ群落に遷移するものと考えられる。

潜在自然植生：サワダツークマシデ群落，イワボタンーシオジ群集，シコクスミレーブナ群落。

総和群集：シコクスミレーブナ総和群落，クリーコナラ総和群集。

分韮：富士山丘陵と愛鷹山系の渓谷沿い。

上級単位：イヌシデーコナラ群団，コナラーミズナラオーダー，ブナクラスにまとめられる。

　　44）　タリーミズナラ群集

　　　　Castaneo・Quercetumαi8pulae　Horikawa　et　Sasaki　1959

　　　　　（Tab．25）

彪態：タリーミズナラ群集は高木層にミズナラの優屯する夏緑広葉樹林で，ヤマボウシ，ブナ，

タンナサワフタギ，コアジサイ，ヒメシャラ，クロモジ，オオカメノキ，マメザクラなどヤマボ

ウシーブナ群集との共通種をもっこと，さらにハンショウヅル，エゴノキ，ミツバアケビ，シオ

デ，クマシデなど代償植生のコナラーミズナラオーダーに多い種を共有することで識別されてい

る。

　高木第1層は7～22mの高さで，80～90％の植被率を占めている。優占種のミズナラのほかに

は，クマシデ，アカシデ，エゴノキ，ブナの常在度が高い。高木第2層の形成された植分では，

高木第1層との共通種のほかにマメザクラ，ヤマボウシ，アズキナシ，リョウブなどが生育して

いる。低木層は3～4mの高さで，出現種が15～30種，外被率は30～60％を占めている。きわだ

った優占種はなく，クロモジ，アセビ，コアジサイなどがめだってよくみられる。草本層はスズ

タケが優占すると揚戸率も90％以上に達する。出現種数は10～25種で，常在度の高い種にはツタ

ウルシ，ハンショウヅル，シオデ，イヌツゲ，イヌワラビ，シシガシラなどがみられる。

生態：富士山山麓と愛鷹山の海抜930～！，200mのササーブナオーダ一新（ブナ林域）から植生調

査資料が得られている。生育地は適潤な立地から尾根筋の乾田な立地までみられ，表層は火山灰

土壌に覆われることが多い。立地はサワダツークマシデ群落と比較して乾性で安定している。

動態：タリーミズナラ群集はササーブナオーダーの代償植生として生育することが多い。富士市

では，ヤマボウシーブナ群集，オオモミジガサーブナ群集の二次林に位置づけられるほか，富士

山麓の新期溶岩流上では，乾性な立地に自然植生として生育している（Tab．25　Aufn．　Nr．一！）。
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Fig．27　クサーミズナラ群集の林内相観（富士山，海抜930m）。

IrmerePhys玉ognonie　des　Castaneo・Quercetum　crispulae
（930m　U．　NN，　Berg　Fuji）．

　タリーミズナラ群集は伐採されると，チダケサシーススキ群落，風衝立地ではウラバグサ群落

やフジアカショウマーシモツケソウ群集に退行し，さらにキクパドコローヤマブドウ群集，フジ

サンニシキウツギーマメザクラ群集，アシタカツツジートウゴクミツバツツジ群落などを経て再

びタリーミズナラ群集に遷移する。

潜鎚然植生：ヤマボウシーブナ群集，オオモミジガサーブナ群集，シコクスミレーブナ群落。

総和群集：シコクスミレーブナ総和群落。

分布：富士山，愛鷹山系の海抜900m以上のササーブナオーダー域。

上級単位：イヌシデーコナラ群団，コナラーミズナラオーダー，ブナクラスにまとめられる。

15　山地風衝低木林　Montane　wl筑dgeschoreRe　Geb旋sche

　急峻な山体をもつ愛鷹山地の稜線部には，強い風衝を受ける岩棚，尾根筋にごく薄い風化土に

根を張って生育する夏緑低木林が発達している。ツツジ科植物を主な構成種とするこの風衝低木

林は，富士市では愛鷹山地のみに分布している。愛鷹山地で植生調査された風衝低木林は1群集

1群落にまとめられた。
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　　45）　オノエランーハコネコメツツジ群集

　　　　Orchido・Rhododendret聡m　ts紅siophyHi　RIiyawal｛i，Ohbaet
　　　　Murase　1969　（Tab．26）

形態：ハコネコメツツジの優占する綾生夏緑低木林。ハコネコメッツジ，キンレイカを標徴種，

区分種としてまとめられる。植生高20および50cm，重囲率80％となる。植分には標徴種，区分種

のほかヒメノガリヤス，コメススキ，ハコネギク，ヒメイワカガミなどが混生している。出現暦

数は7種および！3種であった。

生態：山地の断崖部の小テラス地や岩隙に生育する。山分はしぼしぽ強い風衝にさらされる。土

壌層はほとんどなく，保水力がないため立地は極端に乾燥する。生育域は雲霧帯にあり空中湿度

あるいは降雨により水分収支がまかなわれている。

動態：岩角地の自然植生で，人為的に破壊されると裸地化する。

潜在自然植生：現存植生と同一。

Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

　Tab．26　オノエランーハコネコメツツジ群集

Orchido－Rhododendretum　tsusiophylli
　　　　　　　　　　　通　し番号
　　　　　　　　　　　調査番号

Datum　d．　Aufnahme（1983）：

Hδhe廿，　Meer（m）；

Expos玉ti・n＝

Neigung　（。）：

GrδBe　d．　Probeflまche（m2）l

H6he　d．　Vegetation（cm）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）＝

Artenzahi：

調査月　日

海　　抜　　高

畠　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
植

植

出

生　　高

被　　率

二種数

　1　　　　2

Fu　　WE
113　　　　4

　8　　　　8

　9　　　　10

1260　　　　1380

　E　　　SW

　90　　　60

　1　　　　1

　50　　　20

　80　　　80

　7　　　　13

Kenn，　u．　Trennarten　d．　Ass．：　　　　　　　　　　群集標徴種・区分種　　　　　　i

需、、吻1、ツ〃，〃、鰍ん。6　　　　　　．、，ネ，メツツジ　　14．4　4．3

％〃伽餉∂・v・・ρ・Z〃珈　　　　キ・・イ・　　　「・・・　…

B・gl…er・　　　　　　　随伴種　　　i
　CαZαη3αg’『05渉f3んαゐ。ノ～8π∫∫5　　　　　　　　　　　　ヒメノガリヤス　　　　　　　i　2・3　　十・2

D・濃州伽…　　　　コ・雛　　　ト・＋・2
出現1回の種：AuBerden　le　elnmal　in　Lfd．　NL　1；窺妙θノz4z4Zα〃耀♂吻π9αシモツケソウ十。2，　A鹿η砂加rα

　η鋭。θη5f5ヒメシャジン十・2，　A5’oノ’沈∫c∫4z4Jz65ハコネギク十・2，　in　2＝3ん。ノ’だα30Z4αηθ♂Zof4θ∫var．漉。ヴb♂ゼα

　ヒメイワカガミ2・2，A訪ッr∫〃πッ。た。∫ごθ7z∫8ヘビノネゴザ1・2，1瞼如πα7”1zθご∫観しZ！‘∫θo一窃プ∫漉ノギラン十・2，

　αθ疏プα6αプ房π8r加5リョウブ十，　E漉如鷹κ∫cαηψαπz4」砿κ5　var．汐α励∫ηだベニドウタソ十，ノ1η〃z偲∫

　漉。’cz4∫var．≠8ηπヴbたπ∫ヤマブキショウマ十，のか紹αノ＠o漉‘αシモツケ十・2，　Gθ舵∫αηα5cα6プαvar．

　諏81署6痒ジンドウ　十，Aう協α功α漉配α彦αvar。∫απg’z伽8αベニバナツクバネウツギ十，

Lage　d．　Aufnahエne調査地；Lfd．　Nr．1：Be∫g　Nokogir三一daka富士市鋸岳．2：Berg　Ihai・dake富士市

　位牌岳．
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難、

巌灘叢濃
無難

講

　　　　Fig。28　愛鷹山鋸難平線上にはフジアカショウマーシモツケソウ群集，オ

　　　　　　　　ノエランーハコネコメツツジ群；集，アシタカツツジートウゴクミツ

　　　　　　　　バツツジ群落などの風衝植生が生育している（海抜1，220m）。

　　　　　　Auf　den　RUcken　von　Nokogiri－dake〔les　Berg＄As1ユitakayama　wachsen

　　　　　　Astilbo－Filipenduletu狙multilugae，　Orchido．Rho，
　　　　　　　dodendreturn　　tsusiophy互li，　RILo6Jo話θπ6乃ηノz　ん。〃z砂αノπα（～一

　　　　　　Rllo4048〃諭ηη　測α4απz〃ルGesellschaft　und　andere　windgeschorene

　　　　　　Vegetation（1，220m　U．　NN）．

分布：愛鷹山地鋸岳，位牌岳。関東地方から東海地方にかけてのフォッサ・マグナ地域のブナク

ラス域。

　　46）　アシ霧鐘ツツジートウゴクミツバツツジ群落

　　　　1～ho｛∫odθπ4ro泥ん。〃εε〃αηεαε■1己ん。♂odθη〔1roπωαdαππ配一Gese茎1schaft　（Tab．27）

形態：トウゴクミツバツツジ，リ。ウブなどを優占種とする夏緑低木林。トウゴクミツバツツジ，

ベニバナツクバネウツギ，アシタカツツジ，ハナヒリノキなどを区分種としてまとめられる。植

生高は1～4mで群落階層は多くの植分で2層が識別される。植被率70～90％の低木層には群落

区分種のほかリョウブ，サラサドウダン，アセビ，クロモジ，ナナカマド，アオダモなどが混生

している。植被率20～30％の草本層にはヘビノネゴザ，シモツケソウ，イトスゲ，ミヤコザサ，

ヒメノガリヤス，ツタウルシ，キンレイカなどが生育している。出現種数は21～54種，平均32種

である。
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　愛鷹山系で植生調査されたアシタカツツジートウゴクミツバツツジ群落はアセビ，ホツツジ，

チチブドウダン，キンレイカなどで区分されるアセビ下位群落，サンショウバラ，ハコネコメツ

ッジ，キヌタソウなどで区分されるキヌタソウ下位群落，そしてノリウツギ，マメザクラ，ミヤ

マガマズミなどで区分されるノリウツギ下位群落に区分される。

生態：土壌層が浅く，特に西よりの強い風衝を受ける稜線部尾根地に発達する。土壌の保水力，

植生の保持力は弱くブナ，ミズナラなどの高木の生育し得ない立地である。尾根部に発達するヤ

マボウシーブナ群集などのブナ林が伐採を受けた地域に二次的植生として広がる場合もみられる。

　アセビ下位群落は標高1，320m以下の稜線部の林分がまとめられる。土壌の薄1い乾性立地に発

達している。より土壌の厚い立地ではやマボウシーブナ群集に隣接している。キヌタソウ下位群

　落は岩上に堆積したとくに土砂がうすい岩盤地に生育している。岩盤生の植物で特徴づけられ

る。オノエランーハコネコメツツジ群集などに隣接して生育している。ノリウツギ下位群落は標

高1，360～！，380mに発達している。土壌層は浅いが雲霧の影響により立地の水分条件は比較的恵

まれている。より土壌の厚い立地ではオオモミジガサーブナ群集に接している。

動態：人為的などにより立地が変化を受けない限り存続する。伐採を受け土壌が流亡した場合に

はフジアカショウマーシモツケソウ群集にまとめられる風衝草原におき換わる。

潜垂自然植生：現存植生とほぼ一致する。

混血：愛鷹山系位牌岳，袴腰岳，越前岳・，鋸岳。静岡県特産。

16　山地低木一つる植物群落

　　Mo皿tane　Strauch・u．　Liane鉦・reiche　Man重elgese蓋lschaften

　山地の渓谷部崩壊地や，ヤマボウシーブナ群集，スギ，ヒノキ植林などの林縁部，あるいはそ

れら森林植生の伐採跡地には夏緑低木類，キイチゴ属：Rz‘6螂，ニシキツギ類：既乞gぬ，そして

多くのつる植物を伴なった低木一つる植物群落が生育している。富士市のブナクラス域に生育す

る低木一つる三物群落は，主に林縁部を生育地とする2群集，1群落，伐採跡地に繁茂する1群

集，そして渓谷部の崩積土上に発達する1群集，計4群集1群落がまとめられた。

　　47）　キクバド：コローヤマブドウ群集

　　　　Dioscoreo－Viもieもu搬coigne重iae］Miyawakieta1．1968（Tab。1D

形態：ヤマブドウを優占種とするつる植物群落。ヤマブドウ，サンカクヅル，コクサギを標徴種，

区分種としてまとめられる。三分は4～5mの高さで，群落階層は2層が識別される。植被率80

％の低木層にはヤマブドウ，サルナシ，ボタンヅル，コゴメウツギ，ミツバウツギ，ニワトコな

どが生育している。革三層にはシワヨメナ，ミズヒキ，オオイトスゲ，スズタケなどがみられる。

出現種数は26種および29種である。

生態：シコクスミレーブナ群落に接した林縁部に発達している。谷部の崩積斜面で，適潤な立地
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に生育する。

潜在自然植生：シコクスミレーブナ群落およびイワボタンーシオジ群集。

総和群集：シコクスミレーブナ総和群落。

分布：林道曽比奈線（930m），富士宮市表登山道（1，020m）。日本全国のブナクラス域。

　　（48）　フジサンニシキウツギーマメザクラ群集

　　　　Weigelo　fujisanense・Pru亘etum　incisae脇yawakiet
　　　　Muτakami　1982（Tab。11）

形態：フジサンニシキウツギ，フジベニウツギなどを優占種とする夏緑低木林。マメザクラ，フ

ジサンニシキウツギ，フジベニウツギなどを標徴種，区：分種としてまとめられる。林分は3～4

mの高さである。霧鐘率70～90％の低木層には標徴種，区分種のほかコゴメウツギ，ミツバウツ

ギ，ウツギ，ニワトコ，アプラチャンなどの低木類とサルトリイバラ，ツルウメモドキなどのつ

る植物が生育している。草本層にはシロヨメナ，アカネ，ヘビノネゴザ，トコロなどがみられる。

出現種数は19～40種，平均33種である。

フジサソニシキウツギーマメザクラ群集は林床にスズタケ，ミヤコザサのササ類の密生する典型

　Fig．29　ブナクラス域の先駆的低木林であるフジサンニシキウツギー

　　　　　マメザクラ群集（大渕林道1，050m）。

Pionier－Buschvegetation　Weigelo　fujisanense－Prunetum　incisae

im　Fagetea　crenatae－Gebiet（Obuch・r玉ndo1，050m負．NN）。
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　　　　　　　　　（a）　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）

　　　　　Fig．30　フジサンニシキウツギーマメザクラ群集の標徴種，区分種

a）：マメザクラ（丸火公園，海抜550m），　b）：フジサンニシキウツギ（岩倉林道，海抜900m）。

　　　Kenn－undTrennarten〔les　Weigelo　fulisanense－Prunetum　incisae：
　　　乃wzμ∫～ノ～ご～3α（a）und　W6乏g8♂α‘呂θご。ノーαvar．ノη∫伍（b）iln　Marbi－Park，550罧通・NN，

　　　an　der　lwakura－Bergstra信e，800m　U．　NN．

亜群集と，キブシ，ホウチャクソウ，タチツボスミレ，イヌワラビなどで区分されるタチツボス

ミレ亜群集に下位区分される。

生態：スギ，ヒノキ植林に接した林縁部や森林伐採地に二次遷移の途中相として生育する。キク

バドコロ｝ヤマブドウ群集が谷部の適潤立地に分布が限られるのに対し，フジサンニシキウツギ

ーマメザクラ群集は適測地からやや乾性な立地まで広くみられる。

　タチツボスミレ亜群集は標高930～980mで植生調査されており，スギ，ヒノキ植林の林縁群落

として帯状に生育している。典型亜群集は標高！，050mに生育する二次遷移途中相の林分がまと

められている。典型亜群集は面的に広い面積で生育している。

動態：フジサソニシキウツギーマメザクラ群集はヤマボウシーブナ群集やシコクスミレーブナ群

落，そしてスギ，ヒノキ植林などの伐採跡地に先駆的低木林としても生育する（典型亜群集）。伐

採後，最初に発達するタラノキークマイチゴ群集に引き続いて成立する場合が多い。フジサンニ

シキウツギーマメザクラ群集の段階で林床にササ類が密生すると低木林の状態で長期間持続し，

その後，タリーミズナラ群集，クリーコナラ群集などの夏緑高木二次林へと移行する。
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潜在自然植生：サワダツークマシデ群落，シコクスミレーブナ群落，ヤマボウシーブナ群集。

総稀群集：シコクスミレーブナ総和群落。

分布：越前岳，勢子辻，大渕林道（1，050m），林道曽比奈線（980m），林道境塚線（930m）。フ

ォッサ・マグナ地域の富士山，箱根，丹沢山塊など（宮脇・村上！982）。アカガシーシラカシ群

団域～ブナクラス域下部（約550～1，200m）。

上級単位：フジサンニシキウツギーマメザクラ群集は宮脇・村上（1982）によって富士宮市，箱

根などの林分からまとめられた。同報告書では奥宮・松崎（！974）が富士市から報告したマメザ

クラーアカショウマ群落も含められている。林分にはミツバウツギ，モミジイチゴをはじめとし

て多くのノイバラクラスの種苗が混生している。特にボタンヅルーモミジィチゴ群団の種群が特

徴的である。

　　49）　アカショウマ一景シキウツギ群落

　　　　且sf記bε　’んππbθrσεε隔研θε9θ」αdecorα働Gesellschaft　（Tab．穏）

形態：ニシキウツギまたはフジクリームウツギを優占種とする夏緑低木林。フジテンニンソウ，

アカショウマ，アオダモを区分種としてまとめられる。林分ぱ2．5ないし4mの高さである。低

木層には優占種のほかミヤマイボタ，ニワトコなどが生育している。草本層はフジテンニンソウ，

アカショウマ，ヘビノネゴザ，オオイトスゲ，バライチゴなどにより構成される。出現種数は24

種および25種である。

生態：自動車道路ぞいや谷部の崩壊地に発達する。土壌は礫質である。フジサンニシキウツギー

マメザクラ群集よりも高海抜地（1，260mおよび！，810m）に生育している。

潜在寅｛像ミ植生：カニコウモリーウラジμモミ群集など。

分布：富士富市表登山道路（！，810m），鋸岳。

上級単位：アカショウマーニシキウツギ群落はフジサンニシキウツギーマメザクラ群集と生態的，

相観的に同位の植生である。比較的低海抜地に多いフジサンニシキウツギ類（フジベニゥッギ，

フジクリームウツギを含む）の林分は標高1，200～1，300鵬付近を境にごシキウツギの林分に移行

する。すなわちアカシ・ウマーニシキウツギ群落は高海抜地生のW8ゴgθぬ林である。奥富・松

崎（1974）のマメザクラーアカショウマ群落の一部もこれに含まれると考えられる。アカショウ

マーニシキウツギ群落はフジサンニシキウツギーマメザクラ群集と比較して種組成の差が大きく，

特にミッバゥッギ，トコロ，ミツバアケビ，ツルニンジン，サルトリイバラなどのノイバラクラ

スの種を多く欠いている。これは宮脇・村上（1982）に示されたフジサンニシキゥッギーマメザ

クラ群集とセソダイトウヒレンーミヤマヤシャブシ群集の関係とほぼ対応している。アカショウ

マーニシキウツギ群落のような富士山地域の高海抜のニシキウツギ林はOhba　et　Sugawara

（！979）で再規定されたセンダイトウヒレンーミヤマヤシャブシ群集に種組成が近似している。
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　　50）　タラノキークマイチゴ群集

　　　　Aralio・Rubetum　crataegifolii　Nakagoshi量n　Miyawaki1983

　　　　　（Tab．28）

形態：タラノキ，クマイチゴによって区分される伐採跡地低木群落。植分の高さは2m以下であ

る。木本植物ではタラノキ，クマイチゴ，コアカソ，ニワトコ，エビガライチゴ，サンカクヅル，

スズタケなど，草本植物ではオトコエシ，ヤマカモジグサ，バライチゴ，オトギリソウなどが低

木やぶ状の上分を形成している。出現種数は40種および49種であった。

生態：ブナ林，ミズナラ林などの夏緑広葉樹林やスギ，ヒノキ植林の伐採跡地に発達する。土壌

が興野な伐採地であるほど，低木類の生育が旺盛で早期に低木林状の植分となる。より乾性地で

は草本植物が冊数，優占度ともに高く草原状の植分として生育する。

動態：群集を構成する低木類は伐採後，早期から発芽生育するが，群集の初期相では相観上はよ

り生育の畢い草本植物が優占する場合が多い。また群集の退行相ではヤマウルシ，ミズキ，ヤシ

ャブシなどのより高木化する陽樹が生長し，夏緑二竪林へと遷移してゆく。

分布：大渕林道の標高1，000m付近。日本全国のアカガシーシラカシ群団域からブナクラスにか

けて広く分布する。

　　51）　タマアジサイーフサザクラ群集

　　　　Hydrangeo　i農vo韮“cra毛ae■Eupteleetu㎎　polyandrae

　　　　Miyawaki　eもal．1964（Tab．29）

形態：タマアジサイ，フサザクラを標徴種としてまとめられる夏緑低木林。富士市中里林道で植

生今宮された1林分はキブシの優占林分である。植生高は6mで高木層にはキブシ，フサザクラ，

アプラチャン，ニシキウツギなどが生育している。低木層はヒメウツギ，ウツギ，コゴメゥッギ，

アプラチャンなどの夏緑低木類で占められている。草本層にはカンスゲ，ムカゴイラクサ，ミヤ

マカンスゲ，潔癖ヤマフスマ，トボシガラ，イヌトウバナ，シロヨメナなどの多年生草本植物が

多数生育している。出現種数は62種に達した。

生態：渓谷斜面基部の崩積土上に発達する。土壌は不安定で降雨時などに流動する。湿潤である

が排水性はよく，また腐植も富んでいる。

動態：河川増水時の土壌流動や，土砂の移動などによって高木林が未発達な立地に持続している。

そのため立地がより安定化すれぽイワボタンーシオジ群集のケヤキ高木林に，より不安定化すれ

ばボタンヅルーウツギ群落などのより植生高の低い低木群落へ遷移する。中里林道の林分は初期

相に近い。

潜在自然植生：現存植生と同一のタマアジサイーフサザクラ群集あるいは一部の林分はイワボタ

ンーシオジ群集。

分布：中里林道（770m）。本州中部のアカガシーシラカシ群団域からブナクラス域。
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　　　　　　　　　　　　Tab．29　タマアジサイーフサザクラ群集

　　　　　　　Hydrangeo　involucratae’Eupteleetum　polyandrae
Feld－Nr．：調査番号：F’u－46．　Datum　d．　Au｛n．：調査年月日：1．　Juni　1983．　Lage　d．　Aufn．調査地：Nakasato－

rindo中里林道．　HδheポMeer海抜高；770m．　Exposition　u．　Neigung方位。傾斜：NE20。。　Gr6Be　d，

Probeflache調査二三：50m2．　H6he　u．　Deckung　d，　Baumschlcht高木層の高さおよび三門率；6m，40％．

H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さおよび植被率：2．5m，20％．　H6he　u．　Deckung　d．

Krautschicht草本層の高さおよび植被率：0．8m，90％　Artenzahl出現二二：62．

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass。：群集標微種・区分種

　E‘ψ配8αρ04yαπめ¶α　　　　フサザクラ　　B－3・2

　理y訪‘αηg6α∫ノ躍。伽げα如　　　タマアジサイ　S一十

Artend．Rose亡ea　multiflorae：

5彦α61～ツ～〃’zβρ1¶α860エ

W冨8す♂α漉601¶α

＆砂んαηαノ．幼一αゼηc～∫α

∠）θz4’之’α6ノでηα’α

5α〃めZ，α‘∫∫’8ゐoZ4fαηα

RO5αZZκぬ8

理y諭層ωz8珍αρα漉α’Zα≠α

Bo81りη．εア・∫αψ’Cα如

G汐η0∫置8〃〃ノ～αμノ蹉妙妙〃～〃μ

Z々ノz酌。ユyτ4〃zρψ8ノ’～々4〃z

　＆4ゐμ∫1）α〃～耀餅5

　ム6加zゴ読α召1欄gzμα

　D6～拡漉α∫ぐαうノーα

Sonstige　Arten；

Rη用αう8ノ認。加1ウノ¶αθcαむアプラチャン

恥諭’απg石α∫6α〃漉〃5

A7一α〃ζz〔～♂α置α

Dθz‘彦駕’α9ノ¶α‘〃f5

E卿τ辺。ノ”ゐ’α61〃ツ5απ’／zα

Cαノー8灘ノノ彦。ノγo渕が

Cα’唱α4・♂鹸0∫’α欲ツαvar．

　g如6βノフカπα　　　　　　　ミヤマカンスゲ

Cん1ツ50ψZど1Z∫Z〃；げン噂‘zg’♂ZZゲ診プZ‘〃～

　　　　　　　　　　　ツノレ不コノメソウ
研層オ16ααノzgκ∫ム卿Zゴα・・ar．5～々・ん∫αノ～α

　　　　　　　　　　　ナガバイラクサ

　ノイバラクラスの種

　　　　　　　キフシ　　　 B－4・3

　　ニシキウツギ　B－2・2

　　コゴメウツギ　S－1・1

　　ウツギ　　　S畦・1

　　ニワトコ　S一十，K一十

ヤマテリハノイバラ　S一÷

　　ノリウツギ　K一十・2

　　コアカソ　　Kl一十・2

　　アマチャツルK：一←・2

　　サンショウ　　K一十

ナガバモミジイチゴ　K一÷

　　サルナシ　　　K一十

　　マルバウツギ　K一÷

　その他の種

　　　　　B－1・1，　S－1・1

　　ガクウツギ　　　B一十

　　タラノキ　　　B一十

　　ヒメウツギ　　S－2・2

　ミツマタS一十，K｝十

　　カンスゲ　　　K－2・2

茄5加6αρσア¶汐∫9♂τ〃ノ雄

G8z〃μブψo／z∫α〃π

α加砂。読’z〃ノz〃3め禰αノ～酌zゼ〃多

0〃ψんαZo盈∫ブψoπ如

ハ抜）81z7－∫η9ぬzα妙闇ケZorα

乙砂or∫召αδ’4必のノu

んおαθ〃雄sp．　　テンナンショウ属の一一種

αア¶5∫π〃3：y鶴08〃38　　　　　サワアザミ

君∫オθ『α98ノ’α’0読war．ゐ．67・α6

　£zθπ6α刀彦1zπ5

Gσ〃～〃πケゲど0プぴbηノ～8

飾為0ノ～86んZOα〃超6プα

Aゆ8～マ4ごζzoゐ～禰α孟α

％1’o刀ゴωブ妙。／zθノz∫お

7セzぐ。万〃πブ砂07～～6z’ノμ

ムカゴイラクサK－！・1

　　　　　　K－！・1

C加ツ50砂あηガ”π〃薦ごノ’o∫’8〃zo／zイワボタン

島αsp．

K畦・1

　　シロヨメナ　　K級・1

オククルマムグラ　K－1。1

　ウラバグサ　　K一十。2

　クルマバソウ　】K一十・2

　ヤマクワガタ　K一十・2

　ニガクサ　　　K一十。2

　　　　　　　K一十。2

　　　　　　　ミゾイチゴツナギ属の一種　K一十。2

Dμc舵5π餌伽4∫cαvar．η3のorヤブヘビイチゴK一十・2

0μゼ∫〃’8ノ耀5z〃z4～ぜ如雄∂z忽3

　var㌦1ζ4）01～κZ‘5

β081〃zガ〃g1～α扉58ノ～’αブ砂01z～ごα

ゐ㈱z4αμπη’05α

▽享oZα9ノ「）4）oωrα∫

Pθ4ygoノ餌ノμツ。々～∬α観1耀～刀．

σα疏4〃zた癒〃鰯9’〃禰α

5αμ∬μノでαsp．

Eπ0川y〃ZZ‘35館δ0♂4ガαηZf5

％11ygo／z〃〃ノ7Z施ノブノ～θ

Yoz〃zgガαノ妙。ノ～∫cα

c～1πα6α8ノ・zめ8∫‘ωz∫

Pπ8α飯Z～ηα0ガ

トウヒレン属の一種：

　　マユミ

　　ミズヒキ

　　オニタビラコ

　　タニタァ

　　ミズ

コチヂミザサK一十・2

マツカゼソウ王（一十。2

ヌカボシソウK一十・2．

タチツボスミレK一十。2

ハナタデ　　　 K一十

キクムグラ　　K一十

　　　　　　　K一十

K－1・2　ムα6’z‘cα1¶α齢α1～αvar．8Zα彦αヤマニガナ

K－1・2

　　　　　　K－1・2

トボシガラ　　K－1・2

タ“イコンソウ　　K－1・2

イヌトウバナ　K級・2

ヤマルリソウ　K畦・2

オオヤマフスマK級・2

Cαノ¶4α〃めz8プ詮ZZαエ

Cαノア85ガz4〃多α∂1層。’αノ～oガ漉∫

5ねZ7ガαZZ4詑∫C6〃5　var．

　∫η孟8η刀．84∫α

（；1α疏‘〃zρ㎎η〃αノz∫1’z〃ノz

K一十

K一十

K一十

K一十

K一十

K一十

タチタ不ツケバナK一十

ヤブタバコ　　　K一十

ナツノタムラソウK一十

ヤマムグラ　　K一十
義y∫’〃如。雇αノ4ρo加6αf．∫zめ∫6∬〃5　コナスビ　K『十

Cαoα々α’8ゐαた06／z∫ガ∫

0∫ノπoノーん～之ααブ∫諾α’α

A彦乃ツノゴz〃πηψoηfぐ～〃π

テバコモミジガサK一十

ヤブニンジン　　K一十

イヌワラビ　　 X一十
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17　山地岩上・岩隙草本植物群落

　　Montane　Steinschuttfluren親nd　Fe霊sspaltengesellschaf毛e亙

　愛鷹山系の西斜面か，とくに須津川渓谷沿いは，急峻な断崖からなる侵蝕地形を示しており，

下部および中部凝灰角礫岩の露頭となっている。この露頭部には，小形シダ植物，多年生草本植

物，コケ類などからなる岩上・岩隙草本植物群落が斜面のむき，乾湿の程度に応じて生育してい

る。群落の構成種にはヒトツバショウマ，フジアカショウマ，オノエラン，ハコネギク，コイワ

ザクラ，トゲキクアザミ，ヒメイワカガミなどのフォッサ・マグナ要素，あるいはオオクボシダ，

イワユキノシタのような分布の限られる珍しい植物が多産している。

　　52）　フジアカショウマーシモツケソウ群集

　　　　Asti韮bo・F量lipenduletum　mulもijugaeM：iyawaki，OhbaeもMurase

　　　　1964　（Tab．　30）

形態：ハコネギク，トゲキクアザミ，フジアカショウマ，イワニンジン，コオトギリ，ハコネト

リカブト，ヒメイワカガミで標徴，区分される多年生草本植物群落。草本層の高さは20～40c磁で，

70～100％の植被率を占めている。優占種はシモツケソウ，ヒメノガリヤスで相観的にはイネ科

優占の風衝草原を呈している。他に常在度の高い種にはキヌタソウ，リュウノウギク，トゲキク

アザミ，フジアカショウマ，ヘビノネゴザなどがある。

生態：愛鷹山稜線西側の風留鳥角地に生育する。植分は南西から南東斜面の風衝地にパッチ状に

点在し，雲霧による水分供給を頻繁に受けて多潤化している。植被が密で植物遺体の分解も多く，

岩角地にかかわらず有機質土壌が形成されている。

　フジアカショウマーシモツケソウ群集は日当たりの良い岩角地でオノエランーハコネコメツツ

ジ群集，湿性岩壁でヒトツバショウマーコイワザクラ群落に隣接している。また，風背地側とな

る稜線の東側でアシタカツツジートウゴクミツバツツジ群落に接している。

動態：フジアカシ。ウマーシモツケソウ群集は風衝下に持続する自然草原である。

分布：愛鷹山を中心としたフォッサ・マグナ地域に限られた分布をする。

上級単位：ヒメシャジン，シオガマギク，ウスユキソウ，キヌタソウなどの出現により，シナノ

キンバイーミヤマキンポウゲ群団，シナノキンバイーミヤマキンポウゲオーダー，ダケカンバー

ミヤマキンポウゲクラスにまとめられる。

　　53）　ヒトツバショウマーコイワザクラ群落

　　　　ノ18だ」わθsεηゆπcεあZεα■Prεη8πZαrθε泥εε一Gese韮lschaft　（Tab．3の

形態：ヒトツバシ。ウマ，フジアカシ。ウマ，チャボゼキシ。ウ，コイワザクラで区分される岩

上・岩隙草：本植物群落。植生高は5～20cmで，20～70％の植被率を占めている。優占種はなく，
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　Fig．31愛鷹山鋸岳の稜線沿いに生育するフジアカショウマー

　　　　シモツケソウ群集（海抜1，240m）。

Entlang　der　R員cken　von　Nokogiridake（1，240m　U．　NN）des　Bergs

AshitakawachsendesAstilbo－Filipe豆duletum　multilugae．

常在度の高い種には区分種の他にダイモンジソウ，イワキンバイ，イワデンダ，イワタバコなど

チャセンシダクラスの植物が多い。

生態：日当たりの良い岩角地に生育するが，雲霧帯に位置するため，湿性条件下に置かれること

も多い。したがって群落の構成種も湿性系列のイワタバコオーダーのイワタバコ，イワユキノシ

タ，乾性系列のイワキソバイオーダーのイワキンバイ，キンレイカなどが混生している。

　ヒトツバショウマーコイワザクラ群落は，オノエランーハコネコメツツジ群集，フジアカショ

ウマーシモツケソウ群集に隣接して，ほぼ垂直な岩壁に生育し，コケ類などを多く伴なうことか

らも，もっとも条件の厳しい立地に生育する高等植物を中心とした植物群落である。

分布：愛鷹山を中心とするフォッサ・マグナ地域に限られて分布する。

上級単位：イワキンバイ，キンレイカの出現によリイワキンバイ群団，イワキンバイオーダー，

ダイモンジソウ，イワデンダ，イワヒバ，イワギボウシなどの出現によりチャセンシダクラスに

まとめられる。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　io3

　　54）　ウラバグサ群落

　　　　正血ん。πθcんZoαη巴αcrα騨Gesel韮schaft（Tab．32）

形態：ウラバグサ1種で区分される多年生草本植物群落。優占種はウラバグサで植分による伴生

種のぼらつきが大きく，組成的なまとまりに欠ける。

生態：湿性な岩上や風衝地に生育し，とくに空中湿度の高い立地で密な植被を形成する。岩壁で

はウラバグサが下垂して生育し，ケゴソアカバナ，イワハタザオなどを伴生する。生育地は直射

日光を長時間受けることの少ない北西斜面に多い。

動態：オオモミジガサーブナ群集の生育する雲霧帯では，風通しの良い稜線沿いに二次的にソデ

群落を形成する。

分亜：フォッサ。マグナ地帯に多く，広域的な分布は紀伊半島の多雨地帯に及んでいる。

．腿単位：未決定。

　18　湧水辺植物群落　Quellflurgesellschaft

　たえず滲出水に潤う渓流ぞいの小陰地には水分要求度の高い多年生の草本植物群落が生育して

　　　Fig．32湿性岩壁に高い四隣率で生育するウラバグサ群落

　　　　　　（愛鷹山位牌岳下，海抜1，4！0m）。

An　den　feuchten　Felsabhangen　bUschelartig　dicht　wachsende　Hαん。〃αノ1LZoα

〃乙ασ’α一Gesellschaftσhaidake，1，410m員．　NN，　Berg　Ashitaka）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．32　ウラバグサ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬん。／z8cん♂oα〃zασα一Gesellschaft

Feld－Nr．調査番号＝Fu－68，　Gr6Be　d．　Probeflache調査面積＝1．5m2，　H6he廿．　Meer海抜高＝1，220m，

Exposition　u．　Neigung方位および傾斜；SW　gO。，　H6he　d．　Krautschicht草本層の高さ；40cm，　Deckung

d・Krautschicht草本層の植被率：90％，　Deckung　d．　Moosschichtコケ層植被率：30％，　Artenzahl出現種

数：16，

Trennart　d．　GeseUschaft二

　飾ん0／Z〔ヲCん♂0α〃Zαα・α

Beg互eiter：

　01’c痂∫漁～〃一ご8∫

　Pb‘βノ漉〃αツ0々Z♂∫αご【ηユα

　Cαノでユ！ご01z飴α

　Aπ98鹿。α1㍑zた。〃8〃5お

　αガノzρρo読z〃π〃δゴα一αノz擁～〃π

　ん翻556ノγα孟αvar．ノゆ・Zガα・

　躍♂ψ8／z4～4α〃耀♂彦び～49α

　Gα〃πブ妙0／Z∫α‘〃Z

　C∫1厩。・の9【Z／0ρ0どCα

　均）置ZOδ謡〃δα〃耀1・0／Z58

　∠4ご0π諺Z〃ノZ　ガ∂Z↓たか（ヲノZ58　var．んαん0〃8ノ．Z58

　飾5診α〃’0／Z孟α〃α

　（ンリツ∫απ彦1昭〃’躍；凄〃雄た加擁

　・45’6rα98ノーα彦・雌5　var．1～αノーα8　f．　ZβZ‘CαノZ〃L～’∫

　A（ヲμ405’（～♂♂α，一！αゐθ’8rαノZ’ゐα

群落区分種
　ウラバグサ

随　　伴　　種

　オノエラン

　ツルキンバイ

　ヒメカンスゲ

　イワニンジン

　イヌトウバナ

　イワハタザオ

　シモツケソウ

　ダイコンソウ

　イヌショウマ

　ケゴンアカバナ

　　　　　　　　　　　ハコネトリカフト

　オオバギボウシ

　リュウノウギク

　シロヨメナ

　ワチガイソウ

5。5

2・3

3・3

2・2

1・1

十

十・2

十

十

十

　十

　十

　十

　十

　十

Lage　d．　Aufn．調査地；am　FluB　Sutsu，　Berg　Ashitaka愛鷹山須津川沿い．

1）atum　d．　Aufn．調査年月日：3．　Jlm．！983・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab，33　ミゾホオズキ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　M！〃㍑‘∠z6∫〃（4）α♂61z5おvar．ブ妙。ηガ‘α一Gesellschalt

Feld・Nr・調査番．号＝Fu－45，　Datum　d．　Aufn．調査年月Ei：1。　Jun．1983．　Lage　d．　Aufn．調査地：Nakasa亀。－

rindo中里林道，　H6he這．　Meer海抜高；770m，　Exposition　u．　Neigung方位および傾斜：SE　80。，　Gr6Be

d・Probeflache調査面積：1×1qm，　H6he　u．　Deckung　d．　Vegetation植生高および植被率＝20cm，40％・

Artenzahl出現心頭：5．

　Trennarten　d，　Gesellschaft；

　ル伽～伽5ノ砂α如Z溶var．忽・・〃磁

　みηg6♂∫ごαρ0砂ノμ0ノψんα

Begleiter：

　EZ伽蜘〃α～‘〃め6Z♂αオ・〃μvar3吻Z65

　＆5翻。αραノ・窃9々‘〃α

　C力槽5fz‘〃Z　sp．

群落区分種
　ミゾホオズキ

　シラネセンキュウ

随　　伴　　種

　ウワバミソウ

　トボシガラ

　アザミ属の一種

4・4

1・1

2・3

十

十・2

いる。富士市中里林道ではこのような湧水辺植物群落としてミゾホオズキの優占群落が植生調査

された。
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　　55）　ミゾホオズキ群落

　　　　！匠ε〃επZπsπ印αZθ泥sεsvar，ノ¢po泥εcα購Gesellschaft　（Ta丑）．33）

形態：ミゾホオズキの優占する多年生草本植物群落。ミゾホオズキ，シラネセンキュウを区分種

としてまとめられる。植生高は20cmで，優占するミゾホオズキのほかシラネセンキュウ，ウワバ

ミソウ，トボシガラなどが混生している。

生態：小規模な胃周囲の岩上テラス地に生育する。テラス地のごくわずかに礫の堆積した立地で

滝からたえず飛沫がある。

動態：増水によって礫が流亡した場合にはウラバグサ群落に置きかわる。またより乾性化した場

合にはススキクラス植生へと遷移してゆく。

分布：中里林道。日本各地のブナクラス域。

狛　山地大形草本植物群落

　　　M：OR重a鳳e】日【ochstaudenfluren

　欝二布の山地帯にはヤマボウシーブナ群集オオモミジガサーブナ群集，そしてスギ，ヒノキ

植林が広く生育している。これらの森林植生の林縁や，伐採跡地，採草地などには大形の多年生

草本植物，またはササの群落が発達している。富士市のブナクラス域に生育する大形草本植物群

落は崩壊性の林縁に生育したキントキシロヨメナーフジテンニンソウ群落，伐採跡地，採草地に

二次草原として生育するオオナンバンギセルーススキ群落，ミヤコザサ群落の計3群落がまとめ

られた。

　　56）　キントキシロヨメナーフジテンニンソウ群落

　　　　4s’θrα9εrαオ。εdθs　var．んαrαθf．　sαωαdαη配s扁Lθ配coscqρ’r配η乙ノ（の。πεcπ’πf．

　　　　δαrわ加αoe・Gesellschaft（Tab－3）

形態：フジテンニンソウの優占する多年生草本植物群落。ツルキンバイ，イワニンジン，メタカ

ラコウ，キントキシロヨメナを区分種としてまとめられる。植分は高さ20cmで区分種のほか，バ

ライチゴ，ウワバミソウ，ヘビノネゴザなどが混生している。

生態：稜線に近い沢の源頭部崩積斜面上に発達している。生育地は小中礫上で崩壊性が強い。よ

り上部の岩壁にはヒトツバシ。ウマーコイワザクラ群落が，より下部にはアカショウマーこシキ

ウツギ群落が隣接している。

動態：より立地が安定し土壌流動が少なくなれぽアカショウマーニシキウツギ群落に遷移する。

分布：愛鷹山系。　　　　　　　　　　　　　　　　．

上級単位：キントキシロヨメナーフジテンニンソウ群落はヨモギクラスの種をもたず，メタカラ

コウなどを標徴種としてオオ’ヨモギーオオイタドリ群団にまとめられる。
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　　57）　オオナンバンギセルーススキ群落

　　　　！1θgεπeだαs∫πθπ8εs頓！痂scαπオん既s　sfπθπsεs－Gesellschaf重　（Tab．34）

形態：ススキの優占する多年生草本植物群落。ノチドメ，オオナンバンギセル，ヒヨドリバナ，

スズタケ，モミジイチゴ，ネコハギを区分種としてまとめられる。植分は高さ1m（8月の資

料），植被率80％となる。優占するススキのほかはトダシバ，ワラビ，チダケサシ，リンドウ，

ミツバツチグリ，ヒメハギ，ネコハギなどのススキクラスの多年生草本植物が群落構成種のほと

んどを占めている。ススキクラス以外の種ではモミジイチゴ，スズタケなどがみられるにすぎな

い。出現回数は26～36種，平均32種である。

生態：定期的に地上部の刈りとりや火入れの行なわれる採草地，山地の防火帯などに生育する。

ススキ草原はヤブツバキクラス域の低地からみられ，住宅地の空地や畑放棄地などにも生育して

いる。植生調査された三分は山地稜線上の防火帯の三分である。

動態：刈り取り，火入れなどによって木本群落への遷移が抑制されている。それら人為的管理が

停止されれぽササ草原，あるいはフジサンニシキウツギーマメザクラ群集などの先駆低木林へと

遷移する。また踏圧が加わればシバ群落に移行する。

潜在自然植生：ヤマボウシーブナ群集。

分布：袴腰岳。

嘉二二位：類似の群落として奥富・松崎（！974）はススキーカワラマツバ群落を報告している。

ススキーカワラマツバ群落にまとめられた植分はオオナンバンギセルーススキ群落と比較してや

や適潤な立地に生育するものと考えられ，カワラマツバ，サワヒヨドリ，シシウド，ウマノアシ

ガタなどにより区分される（Tab．34通し番号3）。

　　58）　ミヤコザサ群落

　　　　8αsαπ勃po泥εcα備Gesellschaft　（Tah．35）

形態：ミヤコザサの優目するササ草原。ミヤコザサを区分種としてまとめられる。植分は70cmの

高さでススキ，シラヤマギクなどのススキクラスの種，タソナサワフタギ，アプラチャン，マユ

ミなどの低木類，ドクダミ，タチツボスミレなどの林縁生の植物が混生している。

生態：多くの植分は森林の伐採後に生育した二次草原である。ササ類は密生した優占植分を形成

するため森林植生への二次遷移が抑制される。

二三：放置されていても長期間存続する。ミヤコザサの開花，枯死などにより多くの低木類の侵

入，生育が生じ，森林植生へと遷移する。

潜在自然植生：サワダツークマシデ群落臨

分布：越前岳北山麓。九州以北の太平洋側ブナクラス域。
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．35　ミヤコザサ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　5α∫α刀ψ♪oノ～∫αひGesellschaft

Feld・NL調査番号l　A－1．　Datum　d．　Aufn．調査年月日；9．　Aug．1983．　Lage　d．　Aufn．調査地：Berg

£chizen－dake越前岳．　H6he　U．　Meer海抜高1990m．　ExPosit三〇n　u．　Neigung方位と傾斜＝NW　5。、

Gr6Be　d．　Probefl盗che調査面積112m2．　H6he　u．　Declmng　d．　Vegetation植盈L高および植被率170cm，

！00％．Ar亡enzahl出現種数：21．

Trennart　d．　Gesellschaft：

　5α5αηψ，oノ～どこα

Artend．Miscanthetea　sillensis：
　ハ盃5ごα〃〃濯∫5∫ノ～ωz5∫∫

　．4∫’泌θ〃’∫cノ層。汐1Lツ♂♂α

　」45’6ノ・5ごα加1－

Sonst玉ge　Arten：

！ぐZイ幡μα〃～α彦μ5Var．　C・μ砂乃ツ〃～4∫

εy〃ψZOご05　CO1でα〃α

凡5‘～κα♪αノ魎9♂～侃‘孟

VめZイ17烈ノμ‘ゐZαオα’〃〃

D’功。’wノ多∫〃z∫Zα4／z〃ノ’

％如go刀〃μ‘κ吻磁〃4ノ〃

E～‘o〃ツ〃露～45∫～8加Z4’αノz～∬

58〃‘・6∫06嗣灘みの〃～！5

VごoZα91砂oc8rα5

ぬノηろ87z之。〃～汐～惚ご。エ

洩妙ノゼμ〃みノψo〃ピα〃乃

飾認薩y1～ピαωズ4α’α

Gα盈4〃り妙。ノ～∫6z〃乃

R・∫α♂Z46～αピvar．ノ観∫απ召π5ガ5

乃♂0♪ん0♂αα1・’5’0♂001匹ご0∫ゴ6∫

！1ごαπ‘1LO汐απα必卿〃05～思∫

楓川5ご’6∫ノ妙。ηごα4∫

群落区分種
　ミヤコザサ

ススキクラスの種

　ススキ

　チタケサシ

　シラヤマギク

その他の種

　モミジイチゴ

　タソナサワフタギ

　トボシガラ

　ガマスミ

　チゴユリ

　イタドリ

　マユミ

　ハンゴンソウ

　タチツボスミレ

　アフフチャン

　イヌワラビ

　ドクタミ

　クルマムグラ

　フジイバラ

　オ再訂モメツル

　ヤマウコギ

　フキ

5・5

1・2

十・2

÷

！・2

十。2

十・2

十・2

十・2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

。．コケモモートウヒクラス域（亜高山帯）

　　Vaccin童。－Piceetea・Gebiet（S曲a震pine　S加fe）

　富士山南斜面のコケモモートウヒクラ域は，表富士周遊道路より上の海抜約1，800mから上部

に位置し，シラビソ，オオシラビソ，トウヒ，コメツガ，ハリモミなどの常緑針葉樹と落葉性の

カラマツからなる針葉樹林が広く山田を覆っている。針葉樹林にまじって，とくに森林限界付近

やなだれの起きやすい急傾斜地には夏緑広葉樹のダケカンバ林が非帯状に分布している。コケモ

モートウヒクラス域は森林限界をすぎると海抜約2，500mでコマクサーイワツメクサクラスの高

山高原に移行するが，その隣接地域には中部山岳のハイマツ帯に相当するカラマツ，ミヤマヤナ

ギの風衝簸生低木林が分布している。また，コケモモートウヒクラス域は下限でブナクラス域に

接しているが，このブナクラス林は常緑針葉樹のウラジロモミの優占するカニコウモリーウラジ
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ロモミ群集で亜高山帯と山地帯の相観的な区別は明瞭でない。

20　亜高山性針葉樹林　Suba韮pine　Nadelw灘der

　富士山のコケモモートウヒクラス域に土地的，気候的極盛梱として生育する針葉樹林はシラビ

ソーオオシラビソ群集にまとめられている。クラスの上限域と年代の新しい溶岩流上にはカラマ

ツが優占し，林床にヒメノガリヤスの群生する植分が分布する。この植分はコケモモ亜群集とし

てシラビソーオオシラビソ群集の下位単位に扱かわれている。

　コケモモートウヒクラスは北半球の亜寒帯，亜高山帯に広く分布し，モミ属，トウヒ属，カラ

マツ属など針葉樹類とイチヤクソウ属，小形ラン科植物，シダ類，さらに林床に群生するチシマ

シッポゴケ，ダチョウゴケ，タチハイゴケ，イワダレゴケなどのコケ類によって特徴づけられて

いる。

　　59）　シラビソーオオシラビソ群集

　　　　A．bietetum　vei毛chio欄mariesiiMaeda1958　（Tah．36）

形態：シラビソ，オオシラビソ，トウヒ，コメツガ，カラマツなど針葉樹類のほか，コバノイチ

ヤクソウ，コイチヤクソウ，ジンヨウイチヤクソウ，タケシマラン，キソチドリ，イチョウラン，

さらにコケ類のタチハイゴケ，イワダレゴケ，シッポゴケ，ダチ。ウゴケなどによって標徴，区

分されている。高木第1層は！0～19mで，20～80％の植被率を占めている。優占種は針葉樹類で，

細かな立地の差異により優占順位がかわる。森林限界付近のカラマツの優占林（コケモモ亜群

集）では疎開する冷酒が多く，樹高も低くなる。その他の常在度の高い夏緑広葉樹類にはナナカ

マド，ダケカンバが低い被度で混生するに過ぎない。高木第2層は7～10mの高さで，70～80％

の植被率を占めている。構成種は高木第1層の若齢木で，植被率80％の高い植分では，シラビソ

の一斉再生林となる。高木第2層の種は倒木跡の樹冠疎開地に生育した個体で，そのまま祐死す

るものも多い。中部山岳にみられるような大規模な縞枯れは観察されていない。低木層は2～4

mの高さで，5～40％の植被率を占めている。常在度の高い種は針葉樹類で，他にはナナカマド，

ウラジロハナヒリノキ，ミヤマハンノキなどがわずかに向極地に侵入して生育しているにすぎな

い。草本層は0．2～0。6mの高さで，20～90％の植被率を占めている。植被率の高くなるのはヒメ

ノガリヤスの優占追分で，高海抜地のカラマツの優占するコケモモ亜群集に多い。その他常在度

の高い植物には，コガネギク，ヤハズヒゴタイ，マイヅルソウ，タケシマラン，カニコウモリ，

コバノイチヤクソウ，コイチヤクソウ，ジンヨウイチヤクソウ，キソチドリ，ミヤマワラビなど

があげられる。亜高山性針葉樹林の特徴でもある林床はコケ層が発達し，20～90％の植被率で覆

われている。優占種はπ8Z‘ブ0驚∫Z〃π56hr868ノ♂，功♂OCO癖Z〃Z　5ヵZθノZ4θ7Z5で，他にもR）gO7Zα’Z御3

」砂02zゼ。㍑72，　D20rα22謝2ブψ02～乞。錫？π，ゐob傭α56グ。傭z磁診α，5吻）αη乞αcf．60Zα224θプf，　P協％フη，

o万5彪6α5診’でノ説5，ゐ6ρ配。廠z5ε‘6凝τπ∫麗ノ尾5αなどが生育している。
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　Fig．33　森林限界に近いコケモモートウヒクラス域上部にはカ

　　　　ラマツの優議するシラビソー薄襟シラビソ群集が生育す

　　　　る（富士山論叢目，海抜2，500m）。

ImoberenTelldes　Vaccinio－Piceetea・GebietesinderNalleder

Waldgrenze　w装chst　das　Abietetum　veitchio－mariesii　mit
dominierender　Lαr’灘んα8〃エ！ゾ診ノ’～（2，500m眞．　RN，　Berg　Fuji），

　シラビソーオオシラビソ群集は典型亜群集とコケモモ，カラマツ，ウラジロハナヒリノキ，ミ

ヤマハンショウヅル，イワカガミ，ミヤマニンジン，オノエイタドリで識別されるコケモモ亜群

集に下位区分されている。
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生態：シラビソーオオシラビソ群集は富士山麓の海抜2，010～2，390鵬で植生調査資料が得られて

いる。立地は新富士火山のスコリアの多い火山放出物上にあり，表層には分解の悪い粗腐植土と

落葉層が形成されている。

動態：シラビソーオオシラビソ群集は風衝なだれ，そして最近では道路敷設など人為的影響に

よって破壊される。急傾斜地や演劇地帯など，とくになだれによる破壊回数の多い立地ではグン

ナイフウローヤハズヒゴタイ群落などの広葉草原，さらにヤハズヒゴタイーダケカンバ群集に遷

移するが，風倒による突発的な破壊は一般に面積も狭く，シラビソ，オオシラビソなどが一斉に

再生して若齢林を形成する。表富士周遊道路沿いのような帯状に広がった人為的破壊地では，日

射，風衝による乾燥が国内に及び，森林の再生力よりも破壊の進行が速く進んでしまっている。

分壷：本州の主に太平洋側に分布し，富士市では表富士周遊道路を過ぎた海抜1，800m以高に生

育している。

上級単位：シラビソ一聯オシラビン群集はシラビソートウヒ群団，シラビソートウヒオーダー，

コケモモートウヒクラスにまとめられている。

2i　夏緑広葉樹林および低木群落

　　　Suba蓋pi皿e　sommergr莚鳳e　W乞1der腱nd　Geb髄sche

　コケモモートウヒクラス域の気候的極盛相はシラビソートウヒ群団の針葉樹林であるが，なだ

れの起きやすい風衝の強い急傾斜地や崩壊性立地では土地的な極盛相としてダケカンバ，ミヤマ

ハンノキ，ヤハズハンノキなどの夏緑広葉樹類が優占して生育している。これらの林床にはグン

ナイフウロ，ホソバトリカブト，ホソエノアザミなど高茎草原の種が出現しており，植物社会学

的にダケカンバーミヤマキンポウゲクラスにまとめられている。

また，森林限界付近の風衝地，植生破壊されてまもない立地にはミヤマヤナギやカラマツの燈下

林が生育している。

　　60）　ヤハズヒゴタイーダケカンバ群集

　　　　Sa観SSUreO・BetU蓋e重Um　ermanii　MiyaWaki，HamadaetSUgaWara

　　　　1967　（Tab．37）

形態：ダケカンバ，ミヤマハンノキ，ヒメノガリヤス，ヤハズヒゴタイ，マイヅルソウ，ウラジ

ロハナヒリノキ，クルマユリ，タカネアオヤギソウで標微，区分される夏緑広葉樹林。

　高木層は3～9mの高さで，40～90％の植被率を占める。優占種はダケカンバが多く，植分に

よってはミヤマハンノキ，カラマツが疎林を形成することもある。ダケカンバは積雪圧によって

伏臥した幹わかれの多い形態をとっている（Fig．37）。低木層は0，7～3mで，2～30％の植被率

を占め，ミヤマハンノキ，ナナカマド，ミヤマヤナギ，ウラジロハナヒリノキが散生している。

もっとも種組成の多様な革本層は0，3～0．7mの高さで，40～90％の植被率を占めている。常在度
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Fig。34　ヤハズヒゴタイーダケカンバ群集，前面にミヤマヤナギが

　　　マント状に生育している（欝士山門合同，海抜2，410m）。

1）as　Saussureo－Betuletum　ermanii．　Vornewachstdie3α〃諾

ノで～勇払Gesellschaft　als　Manteigesellscha｛t（Berg　Fuli，2，4101n廿．　NN），

の高い種にはヒメノガリヤス，ヤハズヒゴタイ，マイヅルソウ，コガネギク，イワノガリヤス，

コケモモ，シロバナヘビイチゴなど10～20種が1＝L｛現している。とくに風衝の強い譲状地ではヒメ

ノガリヤスが優鎖している。

生態：ヤハズヒゴタイーダケカンバ群集は海抜2，170～2，420mで植生調査資料が得られており，

コケモモートウヒクラス域でも上部に分布の偏よりがみられる。しかし本州中部山岳にみられる

ようなダケカンバ帯を形成するには至らず，シラビソーオオシラビソ群集が安定した立地に，ヤ

ハズヒゴタイーダケカソバ群集が沢沿いなど不安定な立地に交錯した形で配分している。

動態：ヤハズヒゴタイーダケカンバ群集は沢沿いなどのなだれ頻度の高い立地に持続群落を形成

している。土砂崩壊，大型なだれなどにより諸分が破壊されると，裸地からタイツリオウギーイ

ワオウ旧離分やグソナイフウローヤハズヒゴタイ群落の草本植物群落を経て，ミヤマヤナギ群落

にまとめられる低木林に遷移し，ダケカンバ林に復元する遷移過程をとる。この遷移系列は帯状

構造にもあらわれ，なだれの中心からタイツジオウギーイワオウギ植分→ミヤマヤナギ群落艸ヤ

ハズヒゴタイーダケカンバ群集が配列する（Fig．34）。

髄：富士山新五合目周辺の海抜2，100m惣高に多く，！707年に噴火した宝永火山では，植生の

回復が十分でなく，海抜！，800mまでヤハズヒゴタイーダケカンバ群集が下降している。
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垣級髄：ヤハズヒゴタイーダケカンバ群集はミド．リユキザサーダケカンバ群団，オオバタケシ

マランーミヤマハンノキ去月ダー，ダケカンバーミヤマキンポウゲクラスにまとめられている。

　　6D　ミヤマヤナギ群落

　　　　8α」εκrθε漉一Geseilschaft（Tab，38）

翅態：ミヤマヤナギ1種で区分される低木林。

　群落高は0．3～2mで，60～100％の植被率を占めている。優占種はミヤマヤナギかカラマツで

低海抜地ではダケカンバが侵入してくる。草本層に常在度の高いのはミヤマオトコヨモギで他に

はフジハタザオ，オノエイタドリ，ムラサキモメソヅル，コタヌキランなど荒原生の植物が散在

している。

　ミヤマヤナギ群落は典型下位群落とカラマツ下位群落に下位区分されている。

生態：コケモモートウヒクラス域上限付近の高海抜地で低温，風衝，積雪など厳しい環境規制要

因のもとに森林形態をとる植生が生育困難となると，それ腰高に叢生化したカラマツやミヤマヤ

ナギを構成種とするミヤマヤナギ群落がイワスゲーイワツメクサ群集中に斑紋状に生育する。母

材はスコ》アを多く含んだ動きやすい火山放出物で有機質土壌の形成はほとんどみられない。こ

　　Fig．35　森林限界付近のカラマツの風衝低木林（富士山五合罠，

　　　　　海抜2，480m）。

Als　Geb苞sch　und　Fahnenform　wachsendeムαヂ隠々‘～‘〃〃〃1ゴan　der　Waldgrenze

（2，480m員．　NN，　Berg　Full）．
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Spalte：

Laufende　Nr．：

Feユd－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme：

　　　　　Tab．38　ミヤマヤナギ群落

　　　　　　εα♂耽プ8乞π払Gesellschaft

a：Typische　Untereinheit　　　　　　　典型下位：群落

b；Untereinhe玉t　von　Lα18∫」じたαβ一癖揮　カラマツ下位群落

群落記号
通　し番号
調査番　号

一 a b 1

Gr6Be　d．　Probeflache　（m2）：

蚤｛δke　U．　Meer（m）：

鷺xposition：

Neigung　（。）：

Hδhe　d．　S亡rauchschich亡（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht　（％）：

H6he　d．王（rautschicht　（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzah1：

調査年月日

調査颪雲
海　　抜　　高

方　　　　位

傾　　　　斜

低木層の高さ
低木層の植被率

草本層の高さ
華本層の植被率

出現種数

　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7

　Fu　Fu　Fu　Fu　Fu　Fu　Fu
…　243　　244　　247　　248　　249　　250　　251

i・83鴇・83鴇・83・8333

1：9999999｝詑1晶謡
12680268026602595259025702470

…SESESESESESESEE

　40　　　40　　40　　　15　　　25　　　30　　　30

iに＝二晶
…　0．3　0．3　0．3　α6　0．7　0．5　0．5

1、58。6。9。、。。、55

i4578465
Trennart　d．　Geseilschaft：　　　　群落区分種　　　i

　5αた£2・θ∫π泥　　　　　　　　　　　　　　ミヤマヤナギ

Trennart　d．　Untereinheit：　　　　　　下位：群落区分種　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

、轟難㌍　　　そ碗擁s判
ル・凹面蜘・αz・・α　　　・ヤマわ四モギK…
ル襯・麟磁　　　　　　フジ・・タザオ　王く｝
　50♂∫4αgo窃7gα一αz〃でαvar．♂8ねぐα1ψα　　コガネギク　　　　K　i

B，勲。＿癖　　　　　妙。ンバ　s．Ki
　A∫ケ囎α伽5α45”召甲θ1z5　var・乖φ∫αη8〃∫お　ムラサキモメンヅルK；；

濫鑑搬轡購蜘；雛。．養i
P・聰一岬∫4伽ノ・・V・・…脚…　オ・エイ・ドリK……

…1塾・・52・2＋・2…

　　　　…　　　す！ダ区1

3・3

1・2

●

o

■

十

●

■

十・2　十　　十

　●　　　　　　　●　　　　　　　o

　O　　　　　　　●　　　　　　　o

↓’1　・　・
．7　．　＋

　●　　　　　　　●　　　　　　　●

4・4　　・　十

　・　　　　　　　・　　　　　　　o

十　　1・1

5・4． 噤v．4．
F

十・2十・2

十・2　・

　・　十

1・1　3・2

十・2十・2

　●　　　　　　　●

　o　　　　　　　●

十　　正・2

出現1回の種AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．5；恥ro♂αごノ20α〃zα如ベニバナイチヤクソウ1・2，　in　6：

　飾φノ∫α’層κノμ琶ご’of46∫イワオウギ十，　in　7；∠4∫かαgα伽3ノ｝38〃めrα7zα6α‘5　var．　oゐ劾∫z65タイツリオウギ十．

調査地Fundort二Berg　Fuji富士山．

の中で植分が比較的定着しやすいのは，大きな火山岩や溶岩の露凹した岩上で，母材の安定化が

植生の定着を早めると考えられる。

　典型下位群落は海抜2，600m以上の高海抜地に，ミヤマヤナギ1種がはりつくように生育して

いる。カラマツが風衝形で生育するカラマツ下位群落は典型下位群落より低海抜地に分布し，次

第に樹高を高めて，シラビソーオオシラビソ群集のコケモモ亜群集に隣接する。

　ミヤマヤナギ群落は垂直分布的には中部由岳のハイマツ帯に網当する位置を占めるが，富士山
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の比較的新しい時代の火山放出物は，きわめて不安定で異なる立地を形成している。

動態：ミヤマヤナギ群落は，なだれや土砂崩壊などの物理的な植生破壊により，シラビソーオオ

シラビソ群集やヤハズヒゴタイーダケカンバ群集の潜在自然植生域に代償植生として出現する。

分布：富士山の新五合目から五合目にかけて分布している。

上級単位：未決定。

22　亜高山性岩上・岩隙草本植物群落

　　Suba歪pi姐e　Fe董sspaltengese歪1schaft

　富士市のコケモモートウヒクラス域の岩上・岩隙草本魔物群落はダケカンバや針葉樹の樹冠に

より，半陰地の形成された湿性岩壁に生育している。

　　62）　エビゴケーミヤマウラボシ群集

　　　　Bryoxyphio－Crypsi皿etu凱veitchH　Ohba1973（Tab。39）

形態：フジアカショウマ，ミヤマウラボシ，エビゴケで標徴，区分される多年草本植物群落。

　群落高は5～25cmの高さで，20～40％の植被率を占めている。常在度の高い種は識別種群のほ

搬Ψ
蝋菱・

翻

調

幽

　　　　　灘灘

・灘簸1

灘繕・

　　Fig．36庇陰された岩壁に生育するミヤマウラボシーエビゴケ

　　　　　群集（富士山，海抜2，170m）。

Auf　den　beschatteten　Felsen　wachsendes　Bryoxyphio．Crypsinetu瓢

veitchii（2，170m茸，NN，BergFuli）．
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Lallfende　Nr．：

Feld・Nr．：

Datum　d．　Aufnahme：

Tab．39　エビゴケーミヤマウラボシ群i集

Bryoxiphio－Crypsinetum　veitchii

Gr6Be　d・Probe盤che（m2）：

H6he荘．　Meer（m）：

Exposition：

Neigung（。）；

H6he　d．　Krautschicht（cm）：

Deckund　d．　K：rautschicht　（％）＝

Deckung　d．　Moosschicht（％）＝

Artenzahl：

通　し番号

調査番号

調査年月日

調査南積
海　　抜　　高

方　　　　位

傾　　　　斜

草本層の高さ
草本層の植被率

コケ一己被率

出現種数

　1
Fu

lO8

’83

　8

　9

　1
1250

SW
　70

　20

　40

　14

　2
Fu

264

，83

　9

　4
0。！2

2170

3

Fu

265

’83

9

4

1．2

2170

W　　W
90　　85

5　　25

20　　30

20　　90

8　　9

Kenn－u．　Trennarten　d，　Ass：

A5励θ’蹴鞠μvar．飼磁πθ蔵5
　G搬∫ごπz‘5η臨。ん記

　B1ツαψ肋‘〃z／zoプu69磁ノπssp．ノ＠o加6〃π

Arten　d．　h6heren　Einheiten：

　8砿ケ＞4㎎8プb伽忽vaLゼノz‘ゴ∫0♂0傭α

　ノ45‘∫z665ゴηψ♂∫c〃b距α

　Pbオ8π診μzα6翫沌初∫∫∫

　Wbo45εαρ0乏y5彦f‘んof鹿∫

　＆♂α9∫2zθz如’α〃凄α万∫c魏α

　海ノκμ5ノπα必∫1π0τ西ご之ゴ∫

伽廟ゴα’7ρガ♂・加var．ρα〃23磁

Sonstige　Arten＝

　A酸yr㍑ノπツ。ん05ご8η∫θ

　五rZ〃ZC螂♂∫・ゴα‘5　var．一心b磁∫

　∠）6∫o加〃ψ∫ガαノZ薦κo∫α

群集防弾種および区分種

　フジアカショウマ

　ミヤマウラボシ

　ェビゴケ

上級単位の種

　ダイモンジソウ

　ヒトツバショウマ

　イワキンバイ

　イワデンダ

　イワヒバ

　イトイ

　キンレイカ

その他の種
　ヘビノネゴザ

　ヤマブキショウマ

　コメススキ

1・2

十・2

　●

！・1

1・2

2・2

2・3

十・2

　●

●

●

●

●

！・2　1・2

1・2　1・2

2・2　1。3

1・1　2・2

0　　　　　　　■

●

●

　●

．十・2

　●

■

■

●

1・2

十

十・2　十

十　　÷・2

十　　十・2

出現1回の種AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr4：5んor’ぬ50Zぬノ～θ」♂画漉∫var．漉。ヴb♂∫αヒメイワカガミ

　十，Cαrθ必oo加。αヒメカンスゲ1・2，　C加ツ5απ〃z8〃3z〃π2π盈加。∫リュウノウギク十，驚π蕨ψ疫yZ♂躍π’αηα々αθ

　ハコネコメツツジ十・2，＆α醒。∫αノ砂。ηfoαマツムシソウ1・1，　A漉ηの漉orα短々。θη画5ヒメシャジン

　十・2，CαZα〃雄gro5∫1∫ん盈。／z8η∫歪∫ヒメノガリヤス十・2．

調査地Fundorte；1：am　FluB　Sutsu，　Berg　Ashitaka愛鷹山須津川流域，2，3：Berg　Fuli富士山．

かに，ダイモンジソウ，イトイ，ヤマブキショウマ，コメススキなどがみられる。

　イトィ，ミャマゥラボシ，イワデンダ，ヒトツバショウマなど小形草本植物は下垂して生育し

ている。

生態：エビゴケーミヤマウラボシ群集はブナクラス域上部からコケモモートウヒクラス域にかけ

て分布している。生育地は庇陰された適潤な立地で，マット状に生育するコケ類も水分の保持効

果を高めている。
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分布：エビゴケーミヤマウラボシ群集はこれまでに上越国境近くの清津峡（大場1973），紀倒半

島の大峰山系（中村1984）から報告がある。富士市では愛鷹山系の須津川源頭部と富士山麓のダ

ケカンバ林に接した岩壁に生育がみられた。

上級単位：：エビゴケーミヤマウラボシ群集はイトイ群団，イトイオーダー，チャセンシダクラス

にまとめられている。

23亜高山性広葉草原　Subalpine　Hochstauden・W圭esen

　コケモモーートウヒクラス域の風衝地，崖錐，雪崩地には，ノガリヤス風キク科，キンポウゲ

科，セリ科，キキョウ科など懸鯛地を好む多年生草本植物がお花畑を作っている。

　　63）グンナイフウ霞一ヤハズヒゴタイ群落

　　　　Oerαπ如πθrε08fθ7πoπvaL　r伽εε・8側ssπrεαf珈‘θrα・Gesellschaft（Tab．40）

形態：ヤハズヒゴタイ，ホソバトリカブト，グンナイフウロ，イワニンジン，ミヤマニンジソ，

ホソェノァザミ，キオンで識別される多年生草本植物群落。

　植生高は0．5～0．6mで，90～100％の高い植被率を占めている。優占種はヒメガリヤス，イワ

Fig．37　ダケカンバ林に接してみられるグンナイフウローヤハ

　　　ズヒゴタイ群落（富士山新五合目，海抜2，450m）。

G8rαノz加昭プ∫05ψ8ηzoπvar．アー8∫漉一5απ∫∫π7月8硯滴∫α層α・Gesellschaft　am

B伽」α8ηπ磁ゴーWald（2，450m廿．　NN，　Berg　Fuji）．
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Laufende　Nr．＝

Feld・Nr．：

　　Tab．40　グンナイフウローヤハズヒゴタイ群落
G8ノ層α72～lz‘〃361ゴ。∫彦8〃ωπvar．7曜6∫ノzガ∫一＆臨5∫～〃門侃‘7ψ彦8ノ幽α一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　通　し　番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　調査　番　号

Datum　d．　Au色ahme：

Gr6Be　d．　Probefl哲che（m2）：

H6he廿．　Meer（m）：

Exposiオio澄：

Ne1gung　（o）：

Hδhe　d．　Vegetatl・n（c狙）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Ar亡enzahl：

調査年月日

調

海

方

傾

植

植

出

凹面
　抜

　生

　被

現　種

積

高

位

斜

高

率

数

　1
　Fu

259

　’83

　9

　4
　40
2370

　W
　lO

　50

　90

　23

　2
　Fu

257

　’83

　9

　5
　！5

2380

SE
　30

　60
100

　15

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　5αz4∬κプ8αオ1ゼ1）’8rα

　ノまぐ0刀琵π〃Z∫θπα7Z8π∫8

　Gεrαπゴ％ノπθノゼ05診8ノノ‘0ηvar．7－8’π琵

　。A㍑9θ屍0α1Lαん0π6η∫∫∫

　0∫孟θrガ。μηz！Zor6／z彦ff

　αr∫∫z〃ノz砺π∫㍑〃z

　＆7～θ0∫0η8ノノ301・ε1Z5～5

Arten　d．　h6heren　Einheiten：

　Aア一日6ηzf∫ぎαノπ0π診αηα

　Cα」αη凄囎プ05海5Zαπ9∫407がガ

　CαZαηz㎎プ05オ∫5加々・ηθπ5ぎ∫

　30Zゆ9・吻8α・αz〃88αvar．♂θゴ06α脚

　A48η（4＞ゐOrζZ　7z読0θノZ∫ゴ5

　▽盈ηZか躍μ刀’ZO／Z8珍わノーα6勿ごτ如η多

Sonst玉ge　Arten；

　母）ゴ／0ゐ々〃ノ30〃Z2〃でノZ58

群落区分種
　ヤハズヒゴタイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ホソバトリカフト

　グンナイフウロ

　イワニンジン

　ミヤマニンジン

　ホソエノアザミ

　キオン

上級単位の種
　オオヨモギ

　イワノガリヤス

　ヒメノガリヤス

　コガネギク

　ヒメシャソン

　タカネアオヤギソウ

その他の種
　ケゴンアカバナ

3・3

！・2

1・2

2。2

1・2

1・1

十

十。2

2。3

3・3

十・2

十・2

十・2

十

十

2・3

十・2

1・2

十・2

2・3

1・2

十

3・3

4・4

十。2

　0

　●

！・2

出現11司の種AuBerdem　je　elnmal　in　Lfd．　Nr．1：1秘5如。αプzめプαオオウシノケグサ1・1，　Bプαc1妙，o読π7π

　”如αオf6π那var．〃z∫∫8ブκ1πヤマカモジグサ2・3，　ノ15診er　gZ読7漉var。ん。η♂∂θπ5∫5ゴマナ　十，　A∫’θr

　ηゴ5c認κ伽∫ハコネギク　十・2，　Mα∫απ読θηz襯z読Zα’α魏濯マイヅルソウ2。3，　Cα6αZ忽肋s診α’αvar．

　プa1カrα4b♂fαコウモリソウ　十・2，　勘召g（4）彦β万∫ご。ππθo汝読5ミヤマワラビ十・2，　Cαcα♂毎α融η05をyZoε鹿∫

　カニコウモリ十，・4η妙加Z∫∫規αノ渉η％α66αvar・α刀gμ鉱の」∫βホソバノヤマノv・コ　十・2，　加2：∫ンα一

　gαr如加勿ωz∫6αシロバナノヘビイチゴ2・3，％砂goπz‘η3ごπ幼目α’躍πvar．‘oηψαc‘αオノエイタドリ

　1・2，！窪5‘mgα伽5αゐμ1即那var．弄φ∫απ6π5ガ5ムラサキモメンヅル十．

調査地Fundortl　Berg　Fuji富士匡1．

ノガリヤス，ヤハズヒゴタイなどで平均！9種が出現している。

　群落の最盛期は夏季で，ヤハズヒゴタイ，ホソエノアザミのピンク，

トリカブト，ヒメシャジンの紫色，キオン，コガネギクの黄，ゴマナ，

グンナイフウロ，ホソバ

ハコネギク，ホソバノヤ
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マハハコ，ミヤマニンジンの白が文字通りお花畑を形成している。

生聾：雪崩跡地，人為的な破壊跡地などの多潤な，しかも土壌の厚い立地に生育し，風衝が強け

れば，ノガリヤス属の優占する持続群落を形成する。調i査資料は海抜2，370mのヤハズヒゴタイ

ーダケカンバ群集に接した立地から得られている。

下物：ヤハズヒゴタイーダケカンバ群集，シラビソーオオシラビソ群集の破壊跡地に二次的に生

育することが多い。

潜在自然植生：ヤハズヒゴタィーダヶカンバ群集，シラビソーオオシラビソ群集。

頒：グンナイフウローヤハズヒゴタイ群落の上級単位であるシナノキソバイーミヤマキンポウ

ゲ群団は中部山岳の亜高山帯域を中心に分布しており，各地に固有な群落が分化している。

上級単位：グンナイフウローヤハズヒゴタイ群落は富士山の亜高山帯に分布し，上級単位はシナ

ノキンバイーミヤマキンポウゲ群団，シナノキンバイーミヤマキンポウゲオーダー，ダケカンバ

ーミヤマキンポウゲクラスにまとめられている。

d．コマクサーイワツメクサクラス域（高山帯）

　　1）icent「o’SteIlarietea　nipponicae－Gebie重（AlpineStufe）

24高山荒原　Alpine　W髄ste・Vegeもat童on

　富士山で森林の形態をとる植物群落が生育できるのは海抜2，500mまでで，森林限界をすぎる

と，赤褐色のスコリア系火山放出物がむきだしの荒原が広がっている。この荒原中には，高山荒

原植物とよぼれるオンタデ，ミヤマオトコヨモギ，フジハタザオなど多年生草本植物が散在して

いる。

　　64）　イワスゲーイワツメクサ群集

　　　　Carici　stena皿thae・SteHarietmn　nipPonicae　M茎yawaki，

　　　　Hamada　et　Sugawara　1967　em。　Ohba　1969（Tab．41）

形態：オンタデ，イワツメクサ，ミヤマオトコヨモギ，フジハタザオによって標徴，区分される

多年生草本植物群落。

　植生高は20～60cmで，20～70％の植被率を占めるが，オノエイタドリが島状群落を形成する場

合は100％に達することもある。常在度の高い種はオンタデ，イワツメクサで，相観的には比較

的大形のオンタデが目立つ。

　イワスゲーイワツメクサ群集はイワスゲで識別されるイワスゲ亜群集，コタヌキランで識別さ

れるコタヌキラン亜群集，オノエイタドリで識別されるオノエイタドリ亜群集イワオウギ，タ

イツリオウギ，ムラサキモメンヅルで識別されるムラサキモメンヅル亜群集に下位区分されてい

る。
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　　Fig．38　火山性高山荒原のイワスゲーイワツメクサ群集（富士山6合

　　　　　　　臼，海抜2，850m）。

正nden　vom　Vulkan　verursachten　alpinen　Fast－W藤sten　kommt　sparlich　das　C　a　r　i　c　i

stenanthae，Stellarietum　nipponicae　vor（2，850m苞．NN，
S哉d｝1ang　des　Bergs　Fuji）．

　イワスゲーイワツメクサ群集は宮脇・浜田・菅原（1967）により富士li1南斜面の高山荒原がま

とめられた。その後，大場（1969）は各地の高山荒原植物群落をまとめるにあたって，直接の引

用はされていないが，宮脇ら（1967）のあげた標徴離離ならびに群集名が，本州山岳にきわめて

広範囲に及ぶものとして，あらたに他地域との比較からフジハタザオを標徴種としてフジ網嚢ザ

オーオンタデ群集を記載した。しかし，宮脇ら（1967）のイワスゲーイワツメクサ群集は富士山

にのみ適用され，他の山岳にも分布するという比較はされていない。したがって大場（1969）の

行なった記載は群集の内容変更に関するものと考えられるのが適当である。以上の総合判定によ

りフジハタザオーオンタデ群集はイワスゲーイワツメクサ群集の異名として扱われている。

生態：イワスゲーイワツメクサ群集はスコリア質火山灰を多く含む火山放出物の荒原に広く生育

し，海抜2，410～3，260mで植生調査資料が得られている。母材は1～5cm程度のスコリアが多く・

移動しやすく不安定である。したがって根系の発達した植物には生育が有利で，オンタデはFig．

39に示されるように根系が約2mに伸長する。

　イワスゲ亜群集は海抜2，900m以高で植生調査資料が得られている。イワスゲは大形の火山岩

やコケ類の定着によって表土の動きにくい立地に生育することが大場（1969）によっても指摘さ
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譜懸鰯

　　爆癩

釜織

　　　　　　　　Fig．39　深さ2mに及ぶオンタデの根系（富士山六合回，

　　　　　　　　　　　海抜2，800m）。

　　　　　Im　vulkanischen　Schutt廿ber　2　m　tief　entwickeltes　Wurzelsystems　von

　　　　　％Zツ90／zz”π割8ツが6ゐガf　var．α々）ゴノ㍑∬（2，800m賛．　NN，　Berg　Fuji）．

れている。コタヌキラン亜群集はイワスゲ亜群集域より下部の溶岩流がところどころに露出し，

表土の移動もさらに安定した立地を指標している。オノエィタドリ苑群集は，コタヌキラン亜群

集と同じ生態的地位を占め，オノエイタドリが回状に優丸して島状群落を形成する。ムラサキモ

メンヅル亜群集は，森林限界付近のヤハズヒゴタイーダケカンバ群集，ミヤマヤナギ群落などの

林縁部に生育し，雪崩跡地に先駆的に出現することが多い。
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動態：イワスゲーイワツメクサ群集は砂礫の移動により植生破壊を受けやすいがオンタデは地上

部が埋没しても茎が伸長して，植物体を再び地上に出す能力がある。フジハタザオ，イワスゲな

どは砂礫移動の少ない火由岩上などに生育することによって存続している。

分布：富士山五合目の海抜2，500m付近から八合目の海抜3，300m付近まで分布している。

上級単位：イワスゲーイワツメクサ群集はイワツメクサ群団，コバノツメクサオーダー，コマク

サーイワツメクサクラスにまとめられている。

B．植物群落を基礎にした景観区分

　　Pflanzensozio亘ogischer　Einsatz　f縫r　die　Landschaft

　富士市のとくにブナクラス域から下のヤブツバキクラス域まで，現在，地域住民の生活の場と

なっている文化景観域は，人間が定住するようになってから，徐々に自然が改変され，自然の許

容範囲の中で，人と自然が作りあげた景観域である。明解市の文化景観域は人間の生活の目的に

応じて3つの景観域に区分されている。

a．産業景観域　Gebiet　der　Industrielandschaft

　産業景観域は，第二次産業，第三次産業に属する商，工業，サービス業が中心となる地域で，

流通に便の良い沿海部の沖積低地上に発達している。富士市ではイノデータブノキ群集，ムクノ

キーエノキ群集を潜在自然植生とする地域で，本町，元町，吉原本町などの帯街地が形成されて

おり，ギンゴケーツメクサ総和群集に判定されている。

　　1　ギンゴケーツメクサ総頽群集

　　　　Bryo．Sagineto　japonicae．Sigmetum（7ab．42）

　東海道本線，新幹線，国道1号線，東名高速など交通網が発達した沖積低地は流通の中心とな

り，市街地や工場の密集した産業景観域が構成される。この景観域はほとんどが建造物，舗装道

路などコンクリート類で占められており，植物が生育できる地表は，街路樹の下，コンクリート

の割れ目，宅地造成地などきわめて限られている。そのわずかな地表に生育する植物は踏圧，除

草などの影響を強く受けており，それらの環境規希ilに対抗できる小形の1年生草本植物，しかも

都会雑草とよぼれる帰化植物が多い。

　市街地に生育する植物群落はギンゴケーツメクサ群集，ハルジオン群落，ホトケノザーコハコ

ベ群落などの1年生草本植物群落で，植被率は，街路樹や庭の花木類を含めても3～5％と少な

い。このような景観域はギンゴケーツメクサ群集，ハルジオン群落を標野群落としてギソゴケー

ツメクサ総和集域にまとめられている。

　ギンゴケーツメクサ総和群集は気候，土壌，地形など生態的条件を指標する自然度の高い植生

によって識別されるのではなく，人間の産業活動による生物的環境を指標する植生によって識別
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されている。したがって特定の潜在自然植生に対応して分布することは少なく，富士市では，吉

原本町，吉原宝町，元町などヤブツバキクラス域に点在する産業立地に分布している。

　ギンゴケーツメクサ総和群集域にはクスノキ，ホルトノキなどの並木がみられるほか，マメツ

ゲ，ハナゾノツクバネウツギ，サツキ，シュロチクなどの鉢の置いてあるのが特徴である。盤民

が生活するのに必要な緑は絶対的に不足しており，都市公園の設置が望まれる。

b．田園景観域　Gebiet　der　Ackerlandschaft

　富士山麓の海抜約300mから駿河湾に面した田子の浦まで，生産緑地として第！次産業が盛んで

ある。この景観域はもっとも土地利用が多様であり，照園景観域にまとめられている（Tab・43）。

　　2　ウリカワーコナギ総和群集

　　　　Sagiもtario・Monochorieto－Sigmetum（Taわ．42）

　かつて富士川の氾濫原であった富士市の沖積低地は，ギンゴケーツメクサ総和群集に代表され

る市街地を除いて，広く水田に利用されている。この水田地帯にはノミノフスマーケキツネノボ

タン群集，ウリカワーコナギ群集，ミゾカクシーオオジシバリ群集，カモジグサーギシギシ群測，

議馨鋸畿鹸

Fig．40　チゴザサーヨシ群落，タチヤナギ群集の先駆相などが生育するウリカワ

　　　　ーコナギ総和群集のタチヤナギ総和亜群集域（富士市浮島，海抜2m）。

Saliceto　subfragills－Subsigmetum　des　Sagittario・Monochorieto。
Sigmetummit　der　l∫α01ユァ昭g♂oう。∫α一中’』αgη漉85αμ5彦rα♂f5－Gesellschaft，　als　Pionierephase

desSalicetum　subfragilisu．a．（Ukishima，2m茸．NN，StadtFuli）．
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ユゥガギクーヨモギ群集，クコ群落，アキノノゲシーカナムグラ群集などか分布しており，これ

らの植物群落を証徴群落としてウリカワーコナギ総和群集かまとめられた。

　ウリカワーコナギ総和群集域は平坦な地形か広かり，森林や単木的な樹木も少ない草原状を呈

している。土地利用は水出耕作が主て，二次的雑草群落てある夏季のウリカワーコナギ群集，春

季のノミノフスマーケキツネノポタン群集か広い面積を占めている。また田の畔には帯状にミゾ

カクシーオオジノハリ群集，ユウガギクーヨモギ群集が生育している。

　ウリカワーコナギ総和群集はチコザサーヨシ群落，タチヤナギ群集，カサスケ群集，イ植分，

チコササーアセスゲ群集によってタチヤナギ総和亜群集とイノテータフノキ群集，セイタカアワ

ダチソウ群落，ジュズダマ植分，メヒシハーエノコログサ群落によってイノデ一顧フノキ総和亜

群集に下位区分されている。タチヤナギ総和亜群集はノヤヤナキ・一アカメヤナキ群集を潜在自然

植生とする布東部の三角洲沖積低地に広かっている。タチヤナギ総和亜群集は浮島ケ原に代表さ

れる湿田地帯を指標しており，地盤も軟弱て，水田以外の土地利用には適していない。イノテー

タフノキ総和群集域はイノデータブノキ群集，ムクノキーエノキ群集を潜在自然植生とする地域

にまたかり，水田地帯もノミノフスマーケキツネノボタン群集キツネアザミ亜群集に代表される

乾田地帯を指標している。したがって最近ては根菜類や葉菜類の畑地，あるいはビニールハウス

Flg　41　ウリカワーコナキ総和群集のイノテータフノキ総和亜群集域の畑地には

　　　ネキ，キャヘツなどが栽培されている（富士市宮下，海抜14職）。

PQIystlcho－Perseeto　thunberg11－SubslgmetulndesSaglttar互。－
Monochorleto－Slgmetum－Areal　mlt　Gemuse　w互e配♂zμ〃3弄勲♂05z〃π，

8プα∬καノππc8αvar　z／z’89ノの飽（Mlyanoshlta，14m　u　NN，　Stadt　Fuj1）
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　　　　　　　Tab．44　富士市における垂直分布

Vertikale　Verbreitung　der　S三gmassoziationen

　　　　　　　　　　　　　　潜在自然植生’

@　　　　　　　　　　　　　　　Potentielie

@　　　　　　　　　　　　　　natUrliche

@　　　　　　　　　　　　　　　Vegetation

ｶ育形
vuchsfomlen

オオモミジガサーブナ群集およびシコクスミレーブナ群落

liricacalio－Fagetum　crenataeund腔。♂α
当?ん。漉απα一1勉8～6s　cアθ7巴α’α一Gesellschaft

阿木類（環境保金林，郷土林な

ﾇ）

aaume　f唾r　Umweltschutz．

翌≠撃р?ｒ，

geimatwalder　u．a，

ブナ，ヒメシャラ，クマシデ　ミズナラ，コミネカエデ，’リョ

eα9膨scγe剛α，　S孟εωαγオゴα㎜ωLαde励α，　Cαγμ7Lπ5ノαpoη∫cα，

ラｾ加耐α，Com鋤5ん。πsα，　Fデακ漁s　Zαπ・↓9ピπ03α，　Be言ぬ

サワシバ，ヒナウチワカエデ，オオモミジ，カジカエデ

bαγP融5coぬオα，／1ceγ置e瀟ブoZぎ鵬AceγPα’7ηαオππL

魔≠秩D㈱oeπ瓢㎜，凶ceγ4励oZぎC泓η

マメザクラ，フジサンニシキウツギ，ツクバネウツギ，ニシキ

Tルナシ，サラサドウダン，ミヤマガマズミ，ニワトコ，クロ

o撒π％8ピπCピ5α，We∫ge‘αdεCOγα，班！囎e♂α4ecO7αvar．705eα

n4γ伽geαmαcγOPん雪〃αvar．αcπ禰z伽，地伽απgeα

塔ｿ励μc㍑ssゴεδo雌飢α，L∫π4εγα祝ηLδe〃α置α，H卿α7L8eαんピ磁，

低木類（林床低木，マント群落，

ｶ垣など）

rtrauchschicht

iMantelgesellschaft，

gecken　u．a、）
シラキ，ミツバウツギ，カジカエデ

rα卿ηノαPOπどα‘盟，　Sゆんμeαδ～‘況αごdα，湾ceγ伽δoZピC麗魏

草本植物類

jrauter　und　Gra＄er

フジテンニンソウ，ヘビノネゴザ，シシウド，ツリフネソウ，

ke％C・sceμγπη加・競％ηZ£δα？・伽eγ秒e，窺んシ血飢

ﾁcγα激鶴As孟eγαgeアαオ。ど4es　var．んαγαe　f．陀瓢。απ漁8，

シコクスミレ，コミヤマカタバミ，ヤマタイミンガサ，イヌヤ

}ハッカ，イトスゲ

刄s・♂αsみぎん・碗α・～α，0κα♂どsαce置・3e〃α，　Cαcα磁写α励eゴ，

oZec磁π伽5定侃ゐγ・s鉱3，　cαγαブεγ23α雌αηα



125

からみた総和群集とその土地利用。

　und　ihre　Bodennutzungen．

ヤマボウシーブナ群集

Corno－Fagetum　crenatae

ウラジロモミーブナ群集

Ab至etihomolepidis・Fagetum
crenatae
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による促成栽培に転用される水田も増えている。イノデータブノキ総和亜群集域には古い集落も

形成されており，クスノキ並木，サンゴジュ並木，イヌマキ生垣，アオキ，クロガネモチの庭木

などが景観要素としてみられる。また新興住宅地も水田を埋めたててつくられている。イノデー

タブノキ総和亜群集域はもっとも都市化の波を受けやすく，多様な田園景観が破壊されやすい地

域である。

　　3　ヤブ：コウジースダジイ総和群集

　　　Ardisio・Castanopsieto　sieboldii・Sigmetuπ塾（饗ab．42）

　富士山麓のなだらかな丘陵地帯は，沖積低地の水田地帯とは異って，茶畑，みかん畑など畑地

で占められている。常緑低木畑の中には点在するように小面積で，スダジイ萌芽林，スギの植林，

コナラの薪炭林，モウソウチク林が広がっている。丘陵の家屋の多くは土台を火山岩で石積みし

ており，本地域の景観的な特徴ともなっている（Fig．42）。この景観域はヤブコウジースダジイ

群集，ササクサーコナラ群落，カラスビシャクーニシキソウ群集，アラカシ群落，クサイチゴー

タラノキ群集，ホソバカナワラビースダジイ群集，オオバヤシャブシーハコネウツギ群集を標徴

群落としてヤブコウジースダジイ総和群集にまとめられた。

　ヤブコウジースダジイ総和群集は海抜25～280mのなだらかな丘陵で調査資料が得られている。

この地域は新富士火山の旧期溶岩類がおおっており，表層には火μ」灰土が薄く堆積している。斜

面の向きは南で日当たりが良く，また海風の影響を受けやすい。このような立地は常緑果樹のミ

　　　　Fig．42　ヤブコウジースダジイ総和群集域の家屋は丘陵地にある

　　　　　　　　ため石垣を積むことが多い（富士市今宮，海抜220m）。

DieHauserau圭denHageldesArdisio－Castanopsieto　sieboldii－Siglnetum
sin（l　oft　auf　Steinmauern　gebaut（lmamiya，220m　廿．　NN，　Stadt　Fuji）．
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　　　　　　Fig．43　ミカン畑，茶畑，ヤブコウジースダジイ群集，アズマネザ

　　　　　　　　　　サ植分などの景観要素によって特徴づけられるヤブコウジー

　　　　　　　　　　スダジイ総和群集（富士市広見本町，海抜75m）。

　　　　Durch　Mandarinen・Garten，　Tee・Garten，％ゴ。伽∫凱∫6勧zo－Bestande　und　A　r　d　i　s　i　o．

　　　　Castanopsietum　sieboldii　charakterisiertes　Ardisio－Castano－

　　　　psieto　sieboldii－SigInetum（Hiromihonmachi，75m茸．NN，　StadtFuji）．

カン類や茶の栽培に適しており，葉菜や根菜の栽培面積はきわめて限られた面積となっている。

栽培植物の中ではキャベツがもっとも多く，トウモロコシ，サトイモ，ナス，ゴボウもみられる。

　ヤブコウジースダジイ総和群集域は標徴群落以外にもイヌマキ悪露，マサキ生垣，スギ櫨林，

モウソウチク林などで特徴づけられている。標微群落のヤブコウジースダジイ群集，ホソバカナ

ワラビースダジイ群集はヤブコウジースダジイ総和群集域の気候，土壌，地形など環境条件の総

和を指標する自然植生で，桑崎，鵜無ケ渕などに社寺林として残されている。

　ヤブコウジースダジイ総和群集は低海抜地の沖積低地と接した面でウリカワーコナギ総和群集，

高海抜地では海抜約250mでクリーコナラ総和群集に隣接している。

c．森：林景観域　Gebiet　der　Waldlandschaft

　富士山麓に位置する富士市の海抜300m以上の丘陵はヒノキの一斉植林が広大な面積を占め，

表富士周遊道路の通る海抜1，400m付近まで達している。高海抜地域には，まだシコクスミレー

ブナ群落，イワボタンーシオジ群集など自然植生が残されているが，低海抜地は，植林によりほ

とんど皆無で，丸火の自然公園にわずかにクリ，コナラの薪炭林が残されているにすぎない。

　富士市の海抜300磁以下が耕作地の多い田園景観域となっているのに対し，高海抜地は林業を
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目的とした土地利用形態がみられる。

　　4　クリーコナラ総和群集

　　　　Castaneo・Querceto　serratae・Sigmeもum（Tab．42）

　茶畑，みかん畑の広く分布するヤブコウジースダジイ総和群集域は海抜約300mを境にしてヒ

ノキ，スギ植林，クリーコナラ群集など森林形態を呈する：景観域に変化する。もっとも広い面積

を占めるのはヒノキの植林で，その中に点在するようにクリーコナラ群集の夏緑広葉樹林が残さ

れている。まとまった露分は丸火の自然公園にみられる。林道沿いには，クサコアカソーフジテ

ンニンソウ群落，ハナタデーアシボソ群集のソデ群落，フジサンニシキウツギーマメザクラ群集，

センニンソウ群集のマント群落が配分されている。ヤブコウジースダジイ総和群集の隣接地域は

茶畑，モウソウチク林，苗圃をもつ集落がヒノキ植林に囲まれるようにして分散している。この

：景観域はクリーコナラ群集，シキミーモミ群集，ハナタデーアシボソ群集，ヤクシソウータケニ

グサ群集を標徴群落としてクリーコナラ総和群集にまとめられた。

　クリーコナラ総和群集は海抜250～800mから植生調査資料が得られている。分布域の潜在自然

植生はシキミーモミ群集，ヤブムラサキーモミ群落，クリーコナラ群集でヤブツバキクラス域か

欝

欝
　　羅譲

畿織

臨…羅ヂ

　　　難；1

　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

　　　　　ド　穿

羅娑メ

　　Fig．44　クリーコナラ総和群集域はヒノキの一斉植林で占められる

　　　　　　（富士市勢子辻，海抜720m）。

Im　Castaneo－Querceto　serratae－Siglnetum　erstreckensichheute
weithin　C肋”aακツ餌プ∫∫oゐ臨∫α’Forsten（Sekotsuli，720m琶．　NN，　Stadt　Fuli）。
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らブナクラス域にまたがっている。この範囲は南むきの5～30度の斜面が続き，母材は新富士火

由の中期玄武岩と火山灰によって被覆されている。また，丸火自然公園周辺にみられるように新

期玄武岩類の大淵丸尾溶岩が分布し，起伏の激しい溶岩流の露出した立地もある。

　クリーコナラ総和群集域には自然植生が残されていない。生態学的に調和のとれた林業システ

ムは自然植生，代償植生，植林を空間的に配分し，時間的には植林により地力の落ちた立地を代

償植生のクリーコナラ群集に置きかえるなどして，生態系を維持していくことである。現在の富

士市のクリーコナラ総和群集域はヒノキ植林がきわめて多く，動物相，植物相の貧化をきたして

いる。同じ林業経営が続けば地力の低下，林業生産量の低下が心配される。

　　5　シコクスミレーブナ総和群落

　　　　Viola　shikokiana－Fagus　cre皿ata・Sigmagesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tab．42）

　富士山山麓で海抜約900mからヒノキの植林面積も減少を始め，ウラジロモミ，モミ，カラマ

ツの植林が出現する。またイワボタンーシオジ群集，シコクスミレーブナ群落の自然林，クリー

コナラ群集，サワダツークマシデ群落の二次林など夏緑広葉樹林が広くみられるようになる。夏

蕪欝欝
縫欝

欝旧
臣灘

灘鱗磯i
　Fig．45前景はウラジロモミ植林，遠景はシコクスミレーブナ

　　　　群落の自然林が残されている（富士市，海抜1，420m）。

Im　Vordergrund　A∂ぎθ∫110〃zo♂8μ5－Forst，　im　Hintergrund　noch　erhaltener

nat廿rlic｝ユer　Bestand　der　琉。♂α∫ん漁。飯αηα一Rzgκ5σでπα彦α．Gesellschaft　im

NVinteraspekt（1，420m廿・NN，　Stadt　Fu｝i＞
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緑広葉樹林の林縁部にはキクバドコローヤマブドウ群集，フジサンニシキウツギーマメザクラ群

集クサコアカソーフジテンニンソウ群落，ツリフネソウ植分，また伐採跡地にはカワラマツバ

ーススキ群落，クマイチゴータラノキ群集などが出現する。これらの景観域はシコクスミレーブ

ナ群落，イワボタンーシオジ群集，キクバドコローヤマブドウ群集，カワラスゲーオオバコ群集，

クマイチゴータラノキ群集などを標徴群集としてシコクスミレーブナ総和群落にまとめられた。

　シコクスミレーブナ総和群落域は海抜約700m以上に生育する中性立地のシコクスミレーブナ

群落，湿性立地のイワボタンーシオジ群集を潜在自然植生としている。土地利用形態は林業で，

ウラジロモミ，カラマツなど高海抜地に適した有用樹木の植栽が特徴的である。地形は南向きの

丘陵で5～40度の傾斜からなる。母材は新富士火山の新期玄武岩類からなり，表層に厚く火山灰

土の堆積した立地もみられる。

　シコクスミレーブナ総和群落域には自然植生，代償植生，植林がモザイク状に配分されており，

生態系を維持できる有効な土地利用形態がみられる。しかし最近の自然林伐採跡地の増加は，将

来の一斉植林に発展する可能性もあり，さらに計画的な林業経営が望まれる。

d．その他Sonstige

　　6　ハマゲルマーコウボウムギ総和群集

　　　　Wedelio・Carici　kobo凱ugi・Sigmet紅m（Tab．42）

　駿河湾に面した富士市の海岸線は幅の狭い砂浜と一部，礫浜（富士川河口部）からなり．後背

部には帯状に長く防波堤がもうけられている。防波堤より前の海浜は海水の飛沫，風衝による砂

の移動など厳しい環境規制を受けており，生育する植物群落も多肉形質，棚飼枝による繁殖形態

をもった植物で構成されている。このような海岸線の限られた景観域はハマグルマーコゥボゥム

ギ群集の断片，ハマエンドウ群落，ケカモノハシ群落，ハマグルマーオニシバ群集の断片を標徴

群落としてハマグルマーコウボウムギ総和群集にまとめられた。

　ハマグルマーコウボウムギ総和群集は主に西日本の砂浜地帯に分布しているが，近年は海岸線

の埋立てにより少なくなっている。

　ハマグルマーコウボウムギ総和群集域は海から飛砂を防ぐ砂防帯の役目を果たしている。マサ

キートベラ群集の潜在自然植生域で，クロマツ植林に隣接していることが多い。

C．潜在自然植生図

　　Karte　der　pOもentiellen　na重囲rliChen　Vegeta偵On

1　潜在自然植生概観

　Ubersichit　derρotentieUe餓na撮rliche瓦Vegetation

a．ヤブツバキクラス域

　　Camellietea　japonicae・Geわiet
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　富士市の常緑広葉樹林帯；ヤブツバギクラス域は，海抜Omからはじまるが富士山麓と愛鷹山

地で異なる。富士山麓は，富士山のロームを何度かかぶりヤブツバキクラス域の上限は，およそ

600mになるが，愛鷹山地は侵：食が進んだ古い地質条件下にあり，およそ海抜850mまでヤブツバ

キクラス域が上がっている。

　海岸際の砂の動く砂丘地にはハマボウフウクラスにまとめられる砂丘植生が潜在自然植生と判

定される。現存：植生は，ブルドーザーやテトラポット敷設の破壊により旧地化しているところが

多い。現在，防潮林として植栽されているクロマツ植林は，海際の風衝の強い立地では昆比羅神

社に残されているようなマサキートベラ群集が発達する。後背地の安定砂丘にはイノデータブノ

キ群集が発達し，後背地の沖積地につづいている。海抜およそ20mまでの沖積地がイノデータブ

ノキ群集の潜在自然植生域である。沖積低地は浮島ケ原にみられるようなタチヤナギ，ジャヤナ

ギを主とするジャヤナギーアカメヤナギ群集が広く湿畷地をおおうものと考えられる。現在浮島

ケ原でみられるジャヤナギ，タチヤナギは古い水田の畔上に植栽されたものである。かつては広

く，湿田地帯にみられた（杉本1972）。湿田の群落はノミノフスマーケキツネノボタン群集典型亜

群集や，スズメノテッポウーータガラシ群集で区分される。乾田地帯は，富士市西部の沖積低地に

広がっている。乾田やナシ果樹園などの沖積低地では，夏緑広葉樹が優申するムクノキーエノキ

群集が潜在立地と判定される。海抜20～250皿の丘陵地域ではやブコウジースダジイ群集が発達

する。岩本山，鵜無ケ四神明富などに残存林がみられる。ヤブコウジースダジィ群集潜在自然植

生域は現在開発され，住宅地，畑耕作地，茶畑，ササクサーコナラ群落の雑木林，ヒノキ植林などに

利用されている。愛鷹山地では，海抜300mまで登っている。これは地史的に富士山よりも愛鷹

山地が古いため，常緑広葉樹林の分布がのびている例とも考えられる。同様な地史的なちがいで

は，間門町浅間神社や愛鷹山麓にイズセンリョウ，ホソバカナワラビが分布し，ホソバカナワラ

ビースダジイ群集が，大きな気候の差のない地域にみられることより，裏付けされる。ホソバヵ

ナワラビースダジイ群集は富士川沿岸の水神社とその周辺に潜在自然植生立地がみとめられる。

　海抜250～600mには，シキミーモミ群集が分布すると考えられる。愛鷹山では常緑広葉樹の限

界が850mまでみられ，シキミーモミ群集が850mまであがることが示される。この地域は，ほ

とんどがスギ，ヒノキ植林におきかえられているため，今宮神社の残存林と，植林内の常緑広葉

樹の生育状態により判定された。富士山や愛鷹山から流れ出る渓谷ぞいにはイロハモミジーケヤ

キ群集やコクサギーケヤキ群集の立地が，崩壊地にはタマアジサイーフサザクラ群集潜在自然植

生域がみられる。丸火自然公園は溶岩流上にあり，海抜650mのシキミーモミ群集境界域に位置

するが，まだ立地が貧弱で不安定なところもあり，クリーコナラ群集が，現在の潜在自然植生と

判定される。

b．ブナクラス域

　Fagetea　crenatae曽Gebiet
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　富士市の夏緑広葉樹林帯：ブナクラス域は富士山腹で標高600～1，700m，愛鷹由地で標高850

～1，505m（分布上限）の範囲に広がっている。古い時代の火山であり，侵食が進んでいる愛鷹

山地と現在なお活動を続けている火山である富士山の山腹では地質条件が異なり，ブナクラス域

の潜在自然植生の分布域は大きく異なっている。

i）富士山腹地区

　富士山腹地区は新しい溶岩流が風化されずその上にうすく火山灰が覆った状態である。潜在自

然植生およびそのフロラは愛鷹山地と比較して未発達と判定される。

　富士山腹地区の標高600～850mはブナクラス域下部にあたりやブムラサキーモミ群落の潜在自

然植生域と判定される。ヤブムラサキーモミ群落は宮脇・大場・村瀬（1964）によって丹沢から

報告された植生単位であり，糊観的にはモミーシデ林である。この区域の現存植生は一面のスギ，

ヒノキ植林であり残存自然林分は今回の調査では認められていない。ヤブツバキクラスの種はほ

とんど分布せず，またブナの下限より下に位置するこの区域はより下部のモミーカシ林であるシ

キミーモミ群集との連続性からモミと夏緑広葉樹の混生林としてヤブムラサキーモミ群落と判定

された。ヤブムラサキーモミ群落域で最も新しい溶岩流である大渕丸尾溶岩流上は土壌が未発達

であり，より乾性地に発達するクリーコナラ群集潜在自然植生域と判定された。クリーコナラ群

集は現在丸火公園にみられ，人為的影響が加えられているものの，ほぼ潜在自然植生と同質の林

分と結論された。またヤブムラサキーモミ群落域の谷部は渓谷林であるイワボタンーシオジ群集

潜在自然植生域と判定される。

　ヤブムラサキーモミ群落域の上部はブナの残存木，残存林分がみられ，富士山腹に発達するブ

ナの自然林であるシコクスミレーブナ群落の潜在自然植生域と判定される。シコクスミレーブナ

群落域は850～1，500mの広い範囲を占めている。この地域は不透水性の溶岩流上に火LLI灰が堆積

し立地は比較的湿潤である。そのため，この地域に発達するブナ林は愛鷹山地のブナ林であるヤ

マボウシーブナ群集に生育するツツジ科植物などを欠き，特異な種類組成を示している。シコク

スミレーブナ群落域の谷部はイワボタンーシオジ群集の渓谷林で占められている。海抜650m以

上はイワボタンーシオジ群集の潜在自然植生域と判定される。また土壌が朱発達な大渕：丸尾溶岩

流上はヤブムラサキーモミ群落域のクリーコナラ群集と対応して，タリーミズナラ群集の潜在自

然植生域と判定される。この溶岩流上の植生は遠1」」（1965a）により報告されている。タリーミ

ズナラ群集には溶岩流上に多く出現するヒノキ，ハリモミ，トウヒ，コメツガなどの針葉樹を伴

なうものと考えられ，林床にはアセビ，リョウブ，コキンレイカなどを伴なうと推定される。

　シコクスミレーブナ群落域の上部は，より上部のコケモモートウヒクラスの種群を一部含むカ

ニコウモリーウラジロモミ群集域と判定される。カニコウモリーウラジロモミ群集は自然林分が

残存している。優占種はウラジロモミであるが三内にはブナクラスの多数の夏緑広葉樹で占めら

れており，種組成的にはブナクラスの植生に位置づけされる。カニコウモリーウラジロモミ群集

の林床にはカニコウモリ，トウヒなどのコケモモートウヒクラスの種群が混生してきている。
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ii）愛鷹山地

　愛鷹山地は地質が比較的古く，侵食が進んでおり，土壌条件が良く，さらに海洋性気候の影響

を弱く受け，ヤブツバキクラス域は約850m付近まで上昇する。そのためブナ林の下限とほぼ接

し，富士山腹のような成帯的なモミーシデ林の分布域はみられない。約850mから広がるブナ林

はツツジ科植物を多く伴なうヤマボウシーブナ群集と判定される。ヤマボウシーブナ群集は部分

的には800m付近から残存林分がみられ，現在も愛鷹山地には稜線部を中心に広面積の林分が発

達している。ヤマボウシーブナ群集域の渓谷部，崩積土上には土地的終局相としてサワダツーク

マシデ群落が，さらに不安定な河辺にはタマアジサイーフサザクラ群集が潜在自然植生として生

育する。これらの植生はほぼ自然性の林分が一部ではあるが残されている。ヤマボウシーブナ群

集域の稜線部，風衝地はほぼ現存植生と対応してアシタカツツジートウゴクミツバッツジ群落に

まとめられる風衝低木林の潜在自然植生域と判定される。

　ヤマボウシーブナ群集は標高約L330田を境にして雲霧帯のブナ林であるオオモミジガサーブ
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ナ群集に移行する。オオモミジガサーブナ群集は，稜線にありながらも雲霧の影響により湿潤な

立地となった地域に発達するブナ林であり丹沢（宮脇・大場・村瀬1964）で報告されている。ヤ

マボウシーブナ群集域の上部からオオモミジガサーブナ群集域は現在も残存自然林が広がってお

り，潜在自然植生が顕在化されている。オオモミジガサーブナ群集域の風衝尾根地はヤマボウシ

ーブナ群集域と共通してアシタカツツジートウゴクミツバツツジ群落域が，現存植生そして同時

に潜在自然植生として帯状に広がっている。また鋸岳周辺の断崖部にはオノエラン一門コネコメ

ツツジ群集にまとめられる蟻性のツツジ科低木林が現存植生，潜在自然植生ともに生育している。

　　c．コケモモートウヒクラス域（亜高山帯）

　　　　Vaccinio・Piceetea・Gebiet　（S曲alpi皿e・Stufe）

　富士市におけるコケモモートウヒクラス域は海抜約1，800mから始まる。これ以下も常緑針葉

樹のウラジμモミ，岩角地ではヒノキの優占する常緑針葉樹林が海抜約1，450mまで降りている

が種組成的にブナクラスの種群が多く，ブナクラス域；夏緑広葉樹林帯に位置づけられている。

　富士市のコケモモートウヒクラス域は太平洋側の寡雪地帯に位置し，新期火山の崩壊性に富ん

だスコリア質火山放出堆積物を基盤においている。現存する植生の気候的極盛相はシラビソ，オ
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オシラビン，トウヒの優占するシラビソーオオシラビソ群集であるが，もっとも新しい寄生火山

放出物の堆積した，あるいは森林限界付近のハイマツ帯におきかわる立地ではカラマツ優占林

（コケモモ亜群集）が広がっている。また雪崩の多い急傾斜地には持続性の高いヤハズヒゴタイ

ーダケカンバ群集の夏緑広葉樹林で指標されている。

　　d．コマクサーイワツメクサクラス域（高山荒原帯）

　　　　Dicentro－Stellarietea　nipPo珪icae－Gebiet

　亜高山帯の森林限界を越えると，低温，風衝，砂礫の移動など厳しい環境規制がさらに強まり・

単生するカラマツ，ミヤマヤナギも地這性になり，オンタデ，ミヤマオトコヨモギ，イワスゲな

ど多年生草本植物の生育する高山荒原にかわっていく。

　コマクサーイワツメクサクラス域には新富士火山のスコリアを多く含む火山放出物が砂礫状に

厚く堆積している。礫の大きさが1～10cm程度の移動しやすい立地に優占するオンタデは根系を

約2m地中に発達させ，またイワツメクサやイワスゲは移動しにくい巨礫や溶岩上に生育してい

る。冬季の少ない積雪も風衝地では吹きとばされ，極端な低温にさらされる立地も少なくない。

　コマクサーイワツメクサクラス域は海抜約3，240mまで続き，それ以上ではコケ類主体の植生

域に移行する。
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2　富士市の潜在自然植生図凡例解説

　　Legende　der　Karte　der　potentiel豆eR亘a纐rlichen　Veget包もion　in　der　Stadt　Fu∫i

a．　ヤブツバキクラス域

　　Camellietea　japonicae・Geわiet

1）　マサキートベラ群集

　　　Euo賦ymo・Pit重osporetumもobira

Fig　48富士市宮島灘浜叢叢羅神社に残されているマサキートベラ群集（海抜10m）。

　　　　亜高木層にヤブニッケイが優占している植分。

　　　　BestanddesEuonymo－Pittosporetum　toblramitdominierenderαノz／zα〃zo一
　　　　ノπ〃1zブ＠o／z乞α〃π玉n　der　Baumschicht（10m廿．　NN，　Klolnpira－Shintolstlscher　Schrein

　　　　Mlyajima，　Nihalna，　Stadt　Fuji）．

（D　群落の相観：マサキ，トベラ，ヤブニッケイなどが優占する低木林，または亜高木林。時に

　クロマツが高木層にぬきんでて，3層群落を形成する。

（2）標徴種および区分種：マサキ，トベラ，マルバノシャリンバイ，ツワブキ，オニヤブソテツ。
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（3）a．優占種：トベラ，マルバノシャリソバイ，ヤブニッケイ，モチノキ，ヤブツバキ，時にク

　　ロマツ。

　b．多く出現する植物：マサキ，トベラ，マルバノシャリンバイ，マルバグミ，ヤブニッケイ，

　　ツワブキ。

（4）主な代償植生：クロマツ植林，チガヤ群落（砂丘），イソギクーハチジ。ウススキ群集（断崖

　地）。

（5）　富士市における主な分布地：安定砂丘地。

（6）　群落環（砂丘の場合）

　　　　　マサキートベラ群集

EuonymQ－Pittosporetu拠　tobira

下草刈り，落葉かきの
停止，自然への復元
EinstellUng　der
PflegemaBnahmen

　　クロマツ植林

勘捌S漉襯ろ6㎎ガーForst

　　ぞ夏ラ亡　　　　　イ気手采

Regeneration　　　　Kahlschlag

　植林
Aufforstung

　　　チガヤーススキ群落

∫ηψ81伽の伽4かごαvar．ん0召η乏ψ一
Mお。αη〃～～でssノη〔η2s～ドーGesellschaft

（7）立地条件：多くの場合，海岸断崖地に風衝低木林として発達する。海岸砂丘では，飛砂が定

　　止した安定砂丘の前縁に発達する。

（8）　群落域の適性植栽帯

　　潜在自然植生構成種：マサキ，トベラ，マルバノシャリンバイ，ヤブニッケイ，モチノキ，ヤ

　　　ブツバキ，サザンカ，クロマツ，ツワブキ，オニヤブソテツ，ウバメガシ，ハマヒサカキ。

　　代償植生構成種：オオバイボタ，テリハノイバラ，チガヤ。

（9）　　総禾ロ群集

　　　ウリカワーコナギ総和群集。

（1G）　土地利用：クロマツ植林Q

G1）総合立地評価：マサキートベラ群集の立地は，乾燥しやすく，貧養で，強い潮風が当たる地

　　域である。したがって，一度破壊されると自然に復元する力はきわめて弱い。大規模な造成な

　　どは行なわず，現地形のまま，防風林として利用することが望ましい。
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2）　イノデータブノキ群集

　　Polysticho璽Pe正seetumもhunbergii

Fig．49　イノデータブノキ群集（沼田新田，海抜7．6m）。

　　　　Polysticho・Perseetum　thunbergii（Numata・shinden，7．6mU．NN）．

（D　群落の相観：タブノキあるいはケヤキが優聾した常緑広葉樹高木林。

（2）標徴種および区分種：イノデ，タブノキ，キチジョウソウ，エノキ，ケヤキ，ムクノキ。

（3）a．優占種：ケヤキ，ムクノキ，タブノキ。

　b．多く出現する植物：タブノキ，ヤブツバキ，アオキ，ヤブニッケイ，ヤツデ，クロガネモ

　　チ，マサキ，キチジョウソウ，　（イノデ）。

（4）主な代償植生：スギ，ヒノキ植林，クロマツ植林，ホトケノザーコハコベ群落，クサイニオ

　オバコ群落，ギンゴケーツメクサ群集（クサギーアカメガシワ群落，ススキ群落）。

（5）　富士市における主な分布地：海抜22m以下の沖積地，後背砂丘。
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（6）群落環

　　　イノデータブノキ群集

Polysticho－Perseetum　thunbergii

　io～20年に
1度の伐採
Waidschlag
a11e　15－20

クサギーアカメガシワ
　群落（二次林）

α8γ0481π～γoπ

ケ勲。’o解～襯一

ル勉〃。硲ノ砂。η～α醇一

Gese｝lschaft
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　ススキ群落
ル傭。碑～1～～∫∫s加εηsガs－
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無管理

耕地
放棄
Ohne
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Oime　Pflege，

Nattirhche　Sukzession

耕作・除草施肥
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1andwlrtschaft！iche
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ソウ群集，ホトケノザー
コハコベ群落（畑地雑草）
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Sセ！♂α7如〃昭4ぬ一Gesellschaft
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クロマツ揃林，スギ植林，竹靖ζイく

π鵬伽ηδθ㎎砿Cηρ’o柳6廟
ノr1ρ0ア蕗Cα一Forst，

Bambusbestalld

植林
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下草刈，下技刈

Un匙erwuchs
PflegemaBnahmen

（7）　立地条件：沖積地などの地下水のやや高い，土壌湿度のよい排水良好な立地。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種：タブノキ，クスノキ，クロガネモチ，スダジイ，ヤブニッケイ，シロダ

　　　モ，モッコク，（アラカシ，シラカシ），マサキ，トベラ，マルバノシャリンバイ，ヒメユズ

　　　リハ，ケヤキ，ムクノキ，エノキ，クチナシ，ウバメガシ，イヌツゲ，イヌマキ，ヤブツバ

　　　キ，サザンカ，カンツバキ。

　　代償植生構成種：エゴノキ，ヤマザクラ，オオシマザクラ，アカメガシワ，イイギリ，ハゼ，

　　　センダン，ミズキ，カンピザクラ，カンザクラ，コデマリ。

（9）　総和群集

　　　ウリカワーコナギ総和群集のイノデータブノキ総和亜群集。

（10）　土地利用：クロマツ植林，スギ植林，畑耕作地，住宅地，工場地，果樹園，水田。

qD　総合立地評価：立地が安定し，また肥沃地が多く，多方面に土地利用が行われやすい。表層

　　土はできるだけ確保し，失った表層土は復元し，自然植生または，それに近い植生を形成して

　　環境保全林を創造することが望まれる地域である。
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3）ホソバカナワラビースダジイ群集

　　Arachniodo・Castanopsietum　sieboldii

鐵鐸繊蕪難戦1 饗羅懇毒藁

1轟

醜

翼

薄

Fig．50　ホソバカナワラビースダジイ群集の相観（水神社，海抜23m）。

　　　　Phys量ognom三edesArachniodo・Castanops1etum　sieboldii
　　　　（Shintoschrein　Suilinla　23m茸．　NN）．

G）　群落の相観：タブノキ優占林，スダジイ優占林，あるいはタブノキ，スダジイ混交林をつく

　ることが多い。常緑広葉樹高木林。

（2）標騒騒および区分種：イズセンリョウ，ホソバカナワラビ，（タイミソタチバナ）。

（3）a．優占種：タブノキ，スダジイあるいはホルトノキ。

　b．多く出現する植物：タブノキ，スダジイ，クロガネモチ，ヤブニッケイ，モチノキ，ピサ

　　カキ，ヤブツバキ，イズセンリョウ，ヤツデ，トベラ，イヌガヤ，ベニシダ，オオバジャノ

　　ヒゲ，ヤブラン，ヤブコウジ，テイカカズラ，ツルコウジ，ナガバジャノヒゲ，イヌマキ，

　　マンリョウ。

（4）主な代償植生：スダジイ萌芽林，スギ，ヒノキ植林，果樹園，ホトケノザーコハコベ群落，

　ハゼーカラスザンショウ群落，アズマネザサーススキ群集，ベニバナボロギクーダンドボロギ

　ク群集，カゼクサーオオバコ群集，シバ群落。

（5）　富士市における主な分布地：水神社，愛鷹山麓南斜面谷部。
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（6）群落環

伐

採

諮

日

量

謎

　ホソバカナワラビースダジィ群．集
`rachnioδo－Castanopsietum　sieboldh

　　　オニシバリー
@　コナラ群集（二次林）Daphno　pseudo－

高?ｚｅｒｅｕｍ－Q犠ercetum
唐?ｒｒａｔａｅ?

iSekundare　Walder）

アスごマネサ9サーヌ、ヌ、キ君寡算三

`rundinal；ioc短no－
liscanthdum　smensis

スダジイ萌芽林

v1ederverlungte

miederwalder　von
b召∫競。鯉5

ｿ‘sが4伽var．
唐ﾈδoJ6ガ

ヒメムカシヨモギー
Iオアレチギク群．落

@　Eガ9θ1槻
@　oαηα4θη∫’s－

@　Eノ惣6塀ノ
@　∫～〃｝zα’1’ω～s～∫一

@　GeseUschaft

センニン．．ソウ群集

@　（マント群落）

blematidetum
狽?ｒｎ１florae
iMantelgese！lschaft）

オヒシバーアキ
@　メヒシバ群集

dleusino
奄獅р奄モ≠?－

cigitariet血艶
魔奄盾撃≠唐モ?ｎｔｉ?

クサィチゴー
@　　　タラノキ群集

qubo　hirSuti－

`ralietum

ベニバナボロギター‘ダンド
@ボロギクギ1羊集（｛うζ跡才洋落）

@　　　Crassocephalo
@　　　crepid重oidis－
@　　　Erech亡itetum
@　　　hieracifoliae

ホi・ケノザー
R・・コベ群落

蘒ｿ癬π珊

ｿ吻」爵6α～磁一

刀cﾆ〃郡ノα耀4ガ召

黷fesellschaft

定期的耕作，施肥．

@　Pflegen　u，

@　landwir亡schaftiiche

@　PflegemaBnahmen

カゼクサー
@　オオバコ群集
dragrostio
?ｅｒｒｕｇｉｎｅａｅ…

olantaginetum　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　，as・1atlcae

　　　　　裸　　　地

uege亡at1onslose　FI　ache たえず踏むTritt

（7）　立地条件：排水のよい良質土壌堆積地で，地史的に古い地域。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種：タブノキ，スダジイ，クロガネモチ，ボルトノキ，ヤマモモ，クチナシ，

　　　ヤブツバキ，カンツバキ，サザンカ，シロダモ，ヤブニッケイ，アオキ，ヤツデ，ピサカキ，

　　　イヌツゲ，トベラ，マサキ，マルバノシャリンバイ，ウバメガシ，ジンチョウゲ。

　　代償植生構成種：コナラ，エゴノキ，イヌザクラ，ヤマザクラ，オオシマザクラ，カンピザク

　　　ラ，カンザクラ，カラスザンショウ，ハゼ，アカメガシワ。

（9）　　総禾ロ群集

　　　ヤブコウジースダジイ総和群集。

（10）土地利用：神社の社叢林として残されている他に，果樹園，畑耕作地など生産緑地としての

　　利用が広い。

（11）　総合立地評価

　　　自然環境維持と土壌侵食防止および保水作用を保つため，大規模な樹林皆伐や土地造成は避

　　ける。
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4）　ヤブコウジースダジイ群集

　　Ard董sio・CastaRopsiet瓠m　sieboldii

、讃鐵．

輔

璽i

無眞

藤

欝

醗蓬

　　癖

Fig。51富士市にわずかに残されているヤブコウジースダジイ群集

　　　　スダジイの胸高直径1．4mある（間門町浅間神社上，150m）。

　　　　HeutenurseltenerhaltenerBestand　von　Ardisio－Castanopsietum
　　　　sieboldii　mitgro6emBaumderCα5’αηoブ）∫∫∫oκψf4α彦αvar．5ゴθみoZ4f∫v◎n

　　　　！．4m　in　DBH（Shintoistischer　Schrein　Sengenjinja　150m　U．　NN，　Makado・cho）．

G）　群落の相観：スダジイ優占林。時にアカガシが混生する。

（2）標徴種および区分種：スダジイ，ヒイラギ，アリドオシ，アラカシ，ウラジロガシ，ジュズ

　ネノキ，モチノキ。

（3）a。優占種＝スダジイ。

　b．多く出現する植物：スダジイ，タブノキ，ヤブツバキ，アオキ，アラカシ，ヤブラン，ツ

　　ルグミ，テイカカズラ，ヤブコウジ，ベニシダ，マンリョウ，ビナンカズラ，ナガバジャノ

　　ヒゲ，イヌツゲ，ヒメカンスゲ，ヤマイタチシダ。

（4）主な代償植生：スダジイ萌芽林，クヌギーコナラ群集，スギ，ヒノキ植林，茶畑，カラスビ

　シャクーニシキソウ群集，クサコアカソ～フジテンニンソウ群落，カゼクサーオオバコ群集，

　ベニバナボロギクーダンドボロギク群集。
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（5）　富士市における主な分；布地：海抜22m～250m（愛鷹山では350m）の斜面。

（6）群落環

伐

採

密

募

隻

鎚

　ヤブコウジースダジイ群集
Ardisio－gastallopsietum　sieboldii
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踏圧
Tritt

（7）　立地条件：排水のよい乾燥立地。黄褐色森林土。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種：スダジイ，タブノキ，アラカシ，シラカシ，アカガシ，ウラジロガシ，

　　　ヤブツバキ，ヤブニッケイ，アオキ，ピサカキ，チャノキ，サカキ。

　　代償植生構成種：コナラ，クヌギ，ヤマザクラ，エゴノキ，カマツカ，サワフタギ。

（9）　総和群集

　　　ヤブコウジースダジイ総和群集。

（10）　土地利用：雑木林，スギ，ヒノキ植林，畑耕作地，住宅地，公園。

（11）　総合立地評価：富士山麓南斜面は，農耕地や林地としての利用が大きい。残存林分は急斜面

　　や尾根地にみられる。したがって残存林分の厳重な保護による土壌の保水，侵食防止，崩壊防

　　止，防風作用を促進させる。
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5）　シキミーモミ群集

　　IHicio・Abie重etu凱firmae

1綴轡

響i、

灘1

騰

Fig．52　富士市には現存する植生が現在ほとんどみられないシキミーモミ

　　　　群集の断片的植分（富±：市今宮浅閾神社，海抜250m）。

　　　　Im　Stadtbereich　Fuji　ist　heute　seltener　Bestand　des　I　l　l　i　c　i　o－

　　　　Abietetum　firmae（lmamiya250m員．NN），

（D　群落：の相観：モミ，アカガシ，ウラジロガシが優蒸する常緑高木林。

（2）標徴種および区分種：モミ，シキミ，ミヤマシキミ，アセビ，カヤ。

（3）a．優占種：モミ，アカガシ，ウラジロガシ。

　b，多く出現する植物：モミ，ウラジロガシ，アカガシ，シキミ，サカキ，ミヤマシキミ，ア

　　セビ，ヤブツバキ，ピサカキ，アオキ，ネズミモチ，ベニシダ，キッコウハグマ。

（4）主な代償植生：クリーコナラ群集スギ，ヒノキ植林，ボタンヅルーウツギ群落，カワラス

　ゲーオオバコ群集，ベニバナボ目下クーダンドボロギク群集。

（5）富士市における主な分布地：海抜250～570mの富士山南斜面および海抜350～650mの愛鷹山

　南斜面。愛鷹山では一部ヤマボウシーブナ群集と逆転している。
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（6）群落環

　　　伐採
Kahlschlag

　　シキミーモミ群集
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　　裸　　地
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　　Tritt

植林
下草刈，

下枝刈
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u．Pflege－
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（7）立地条件：海抜570～800mに発達する。低温地域に発達iするが，冬の寒さはブナ林が発達す

　　るほど低くない。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種：アカガシ，ウラジロガシ，シラカシ，モミ，ヤブツバキ，ヒサカキ，シ

　　　キミ，ミヤマシキミ，アセビ。

　　代償植生：コナラ，クリ，リョウブ，カマツカ，ネジキ，ウリカエデ。

（9）総和群集

　　　クリーコナラ総和群集。

（10）　土地利用：雑木林，スギ，ヒノキ植林，ゴルフ場。

（ll）　総合立地評価：

　　　シキミーモミ群集は，ヤブツバキクラスとブナクラスの境界に位置している。現在そのほと

　　んどが植林に利用されている。山地の立地保全林として，復元が望まれる。
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6）イロハモミジーケヤキ群集およびコクサギーケヤキ群集

　　Aceri・Zelkovetum級且dOrixo　Zelkovetu嫌serratae

Fig．53　富士溶岩流中の渓谷に発達したイロハモミジーケヤキ群集

　　　　　（鵜無ケ渕町赤渕川，海抜210m）。

　　　　Entlang　des　Tals　in　einem　alten　Lavastorum　des　Fuji　entwickeltes　A　c　e　r　i－Zelkov．

　　　　etum（FluB　Akafuchi．gawa，てJnashigabuchi－cho　210m廿．　NN）．

（D　群落の相観：イロハモミジーケヤキ群集は，ケヤキ，イロハモミジが優占する夏緑広葉樹，

　常緑広葉樹混生林。コクサギーケヤキ群集はケヤキが優占し，相観はイロハモミジーケヤキ群

　集に似ているが，春季に地中植物が林床を花で埋める。

（2）標徴種および区分種：イロハモミジ，ケヤキ，イヌガヤ，ヤマブキ（イロハモミジーケヤキ

　群集），ニリンソウ，コクサギ，ヤマブキソウ，レンプクソウ（コクサギーケヤキ群集）。

（3）a．優占種：ケヤキ，イロハモミジ。

　b．多く出現する植物：ケヤキ（共通），　イロハモミジ，ウラジロガシ，シロダモ，アオキ，

　　ヤブッバキ，ヒサカキ（イロハモミジーケヤキ群集），　コクサギ，アプラチャン，サイハイ

　　ラン，ヤブデマリ，ヤマブキソウ，イチリンソウ，ジロボウエンゴサク（コクサギーケヤキ群集）。

（4）主な代償植生：タマアジサイーフサザクラ群集，スギ植林，モウソウチク林，ボタンヅルー

　ウツギ群落。

（5）　富士市における：主な分布地：富士山愛鷹山三門斜面の渓谷。
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（6）群落環

イロハモミジーケヤキ群集

Aceri－Zelkovetum

　　　　サワダッークマシデ群落
盈侃）η1z～だη26伽α7識～β一Cαゆ鰍s．ゴαカ。溜6α一

Gesellschaft

　　伐採
Kahlschlag

タマアジサイーフサザクラ群集

Hydrangeo　invo互ucratae－
Eupteleetum　polyandrae

センニンソウ群集

Clematidetum
ternifoliae

　　　　ヒヨドリバナ群落
E脚’磁槻動ZθアZ∫θvar，　S卿Zノ励1ガ～’13？一

Gese11schaft

　　　裸　　地
Vegetationslose　F’lache

（7）立地条件：山地常緑広葉樹林域の渓谷斜面にイロハモミジーケヤキ群集が発達する。コクサ

　　ギーケヤキ群集は，火山灰が堆積した谷部のゆるやかな傾斜地。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種：（（）はコクサギーケヤキ群集域にのみ適性，他は共通）

　　　高木層＊：イロハモミジ，ケヤキ，ウラジロガシ，クマシデ。

　　　低木層：ヒイラギ，シロダモ，アオキ，イヌガヤ，ミツバウツギ，（コクサギ），アプラチャ

　　　　ン，ヤブデマリ。

　　　草本層：オオバジャノヒゲ，オオバノイノモトソウ，ヤブソテツ，カブダチジャノヒゲ，

　　　　　（イチリンソウ，ニリンソウ，サイハイラン，ヤマブキソウ，セントウソウ）。

　　代償植生構成種

　　　高木層：イヌシデ，ミズキ，アカシデ。

　　　低木層：ヤマブキ，アプラチャン，ミツバウツギ，ニワトコ，イボタノキ。

　　　草本層：シャガ，ヤマカモジグサ，イトスゲ，ヤブカンゾウ。

（9）　総和群集

　　　ヤブコウジースダジイ総和群集，クリーコナラ総和群集。

（10）　土地利用：スギ植林，竹林，畑耕作地。

（11）　総合立地評価

　　　環境保全林として，残存林分の保護と，積極的復元を図る。水源，水質保全のために，林内

　　への不用物投棄はさける。

＊高木層は将来，高木層にまで生長する樹木の意
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7）　ジャヤナギーアカメヤナギ群集他

　　S段匪icet｛1m　e罫iocarPo－chae瓢ol総e豆oidites　u。a．

ごまをしピごいセじ

i鍵ζ
を；

Fig．54　夏季のヤナギ群落（上）と冬季のヤナギ群落（下）（浮島ケ原2．7m）

　　　　Der　Sommeraspekt（oben）und　der　Winteraspekt（unten）der　3αZゼ」じspp．．

　　　　Gesellschaft　im　Ukishimagahara・MoQr（2．7τn　U．　NN）．

G）　群落の相観：夏緑広葉樹高木林。林床の湿性草本植物と2層群落を形成している。

（2）標徴種および区分種：タチヤナギ，イヌコリヤナギ，ネコヤナギ，オノエヤナギ，コゴメヤ

　ナギ，ジャヤナギ，アカメヤナギ。

（3）a．．優i占種＝ヤナギ類。

　わ．多く出現する植物：ヤナギ類，ギシギシ，ヨシ。

（4）主な代償植生：ヨシ群落，オギ群集，カモジグサーギシギシ群団，ミゾソバ群集，スズメノ

　テッポウータガラシ群集，ノミノフスマーケキツネノボタン群集。

（5）　富士市における主な分布地：富士市南東部の沖積低地。
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（6）群落環

ジャヤナギーアカメヤナギ群集

Salicetum　eriocarpo－6haenome－
loidis

タチヤナギ群集、イヌコリヤナギ群集

　　Salicetum　subfragi互is，

　　Salicetum　integrae

センニンソウ群集

Clematidetum
terniflρrae

カサスゲ群集

Carice亀Unl
dispalatae

ウキヤガラーマコモ群集
チゴザサーアゼスゲ群集

Scirpo－Zizanietum
重atifol重aeJsachno－
Car量cetuln　thunbergii

ノウルシ植分

E～φ1～01わ～α

α4の20c／～Jo沼

一Bestand

ミゾソバ群集

PolygOnetUm
thunbergii

スズメノテッポウ
　ータガラシ群集

Alopecuro－
RanunCuletum
scel（妻rati

ノミノフスマーケキ
ツネノボタン群集

Steliario－

Ranunculetum
cantOIliensis

　　裸　　　地

Vegetationslose　Fl…iche

湿田　　Nasses　Reisfeld

　　乾田
Trockenes　Reisfeld

（7）　立地条件：冠水が比較的少ない沖積地。地下水位が高い。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　高木層：カワヤナギ，コゴメヤナギ，アカメヤナギ，ジャヤナギ，オノエヤナギ。

　　　低木層：タチヤナギ，イヌコリヤナギ，ネコヤナギ。

　　　草本層：クサヨシ，カサスゲ，アゼスゲ，オオカサスゲ，ウキヤガラ。

　　代償植生

　　　低木層：ノイバラ，コリヤナギ。

　　　草本層：ハイコヌカグサ，クサヨシ，セリ，タガラシ，ムツオレグサ，カズノコグサ。

（9）　総和群集

　　　ウリカワーコナギ総和群集のタチヤナギ総和亜群集。

（10）　土地利用：水困，屋外レクリエーション地。

（11）　総合立地評価

　　　洪水や増水の際の遊水池。環境保全林，または水質浄化機能をもつ植生として重要。
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8）　ムクノキーエノキ群集

　　Aphanantho・Celtidet組m　japonicae

（D　群落の相観：夏緑広葉樹高木林。

（2）標徴種および区分種：ムクノキ，エノキ。

（3）a．優占種：ムクノキ，エノキ，アオキ。

　b．多く出現する植物：ムクノキ，エノキ，アラカシ，アオキ，シPダモ，キチジョウソウ。

（4）主な代償植生：ノミノフスマーケキツネノボタン群集ホトケノザーコハコベ群落，ナガハ

　ギシギシーギシギシ群集，果樹園。

（5）富士市における主な分布地：富士市東部の砂質地の乾田，果樹園地。

（6）群落環

　　ムクノキーエノキ群集

Aphanantho－Celtidetum
japonicae

　伐採

Kahl－
schlag

　ノイバラ群落

Rosα窺π1’卯oγσ一

Gesellschaft

　　チガヤ群落

ノ吻6磁α6yZが励’ゴ0αvar．

ん。ε忽9商一Gesellschaft

耕作放棄
Aufhebtmg　d．

Bodenbearbei－
　tung

竹林，果樹園

Bambus－
Bestalld，

Obstgarten

　ノミノフスマーケキツネノ

　　　　　　　　ボタン群集

Stellario－Ranunculetum
cantOniensis

　　　裸　　地

Vegetationslose　Flache

耕作植樹

Bodenbearbei－
tung
Gepflanzte

Obst－Baume
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（7）立地条件：年に数回冠水する砂質立地。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　高木層：エノキ，ムクノキ，ケヤキ，アラカシ。

　　　低木層：シロダモ，アオキ。

　　　草本層：オオバジャノヒゲ，キチジョウソウ。

　　代償植生

　　　高木層：クヌギ，ミズキ。

　　　低木層：ノイバラ，イボタノキ，クサギ，ヌルデ，ゴマギ。

　　　草本層：エナシヒゴクサ，ヨモギ，ヨメナ，セイタカアワダチソウ，メダケ，オギ。

（9）総和群集

　　　ウリカワーコナギ総和群集のノイデータブノキ総和亜群集。

（10）　土地利用：生産緑地（畑，果樹園，水田）。

（1D　総合立地評価

　　　肥沃な河川堆積物からなる立地は，今日，護岸工事により水害が防止されていることもあり，

　　生産性の高い農耕地となっている。平坦部も多く，都市化が進行しやすいため，計画的な土地

　　利用が行政的に進められるべきである。
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9）　オニスゲーハンノキ群集

　　Carici　dickinsii・Al蹴et田n　japo銑icae

（D　群落の相観：夏緑広葉樹高木林。

（2）腹立種および区分種：ハンノキ，イボタノキ，コムラサキ，オニスゲ，カサスゲ。

（3）a．優占種：ハンノキ，オニスゲ，カサスゲ。

　b．多く出現する植物：ハンノキ，イボタノキ，ウメモドキ，オニスゲ，コバノギボウシ。

（4）主な代償植生：ウリカワーコナギ群集，ヨシ群落。

（5）　富士市における主な分布地：富士市西北部の水田地帯。

（6）群落環

　　　　オニスゲーハンノキ群集

Car至ci　dickinsil－Alnetum　japonlcae

　伐採
Kahlschlag

　　　ヨシ群落

P雇α9卿’θsακs吻薦

一Gesellschaft

　　裸　　地

Vbgetationslose　F1須che

耕作放棄Aufhebu轟g　der

　　　　PflegemaBnahmen

ウリワカーコナギ群集

Sagittario－
Monochorietum

耕作，湛水
Bodenbearbeitung，
UberflieBen．des　Wasser

（7）立地条件：谷戸状の湿地。

（8）　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　高木層：ハンノキ，ヤナギ類，ネムノキ。

　　低木層：イボタノキ，ウメモドキ，コムラサキ。

　　草本層：オニスゲ，ロバノギボウシ，シラコスゲ，カサスゲ，オニナルコスゲ，ウキヤガラ。

　代償植生構成種

　　高木層：クヌギ，ヤシャブシ。

　　低木層：メギ，イヌコリヤナギ，タチヤナギ。

　　草本層：アゼスゲ，トダシバ，ヨシ，ミゾソバ，クサヨシ，チゴザサ，チダケサシ。
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（9）

GO）

GD

総和群集

ウリカワーコナギ総和群集のタチヤナギ総和亜群集。

土地利用：水田耕作地。

総合立地評価

地下水が高く，弱い植生域であるため，大規模な開発を行なわないことが望ましい。
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鶏）　ハマボウフウクラス

　　G至ehnietea韮iもtoralis

Fig．55　砂丘地に残された数少ない自然植生一コウボウムギ群落（鮫島21n）。

　　　　In　der　Stadt　Fuj三seltene　heute　vorkommende　Cαノでんん。ゐ。〃耀g∫一Gesellschaft

　　　　auf　den　K茸sten－DUnen（Samejima　2m　U．　NN＞

（1）　群落の相観

　　多年生草本植物群落。

（2）　標徴種および区分種

　　コウボウムギ，ハマヒルガオ，ハマニガナ，ケカモノハシ，ハマグルマ。

（3）a。優占種：コウボウムギ，ケカモノハシ，ハマヒルガオ。

　b．多く出現する植物：ハマヒルガオ’，コウボウムギ，ハマニガナ。

（4）主な代償植生

　　コウボウシバ群落，ギョウギシバ群落。

（5）富士市における主な分布地

　　鮫島前田新田。
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（6）群落環

　　コウボウムギ群落

Cα76κ々。ゐ。〃3～磐ガーGesellschaft

踏みつけ

　　Trltt

　　　　　裸　　地
　　　　　Nackte
　　　　　Boden

（7）　立地条件

ま屑三肖1j　・　｛氏薯罷イヒ

　VertiefUI19，

　A賞feuchtung

　コウボウシバ群落

Cαアεκ　メ）z‘規μα一Gesellschaft

　　　　ケカモノハシ群落
ySO々α6〃ZZ‘〃Zα％’んθρ海0γ0ゴゴθ∫一

fesellschaft

踏みつけ
@　　　Tritt

haft

ギョウギシバ群落
Fη040㎎4αの肋一
feselIschaft

　　　海岸砂丘の不安定地に発達する。土壌表層は強い風衝，日照，乾燥を受け，また表砂は風の

　　ため流動する。植物体は海水の飛沫をしぼしぼ受ける。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　コウボウムギ，ハマヒルガオ，ケカモノハシ。

　　代償植生構成種

　　　コウボウシバ，ギョウギシバ，コマツヨイ，チガヤ。

（9）　総和群集

　　　ハマグルマーコウボウムギ総和群集。

（10）　土地利用

　　　人工的に飛砂や風衝を防止し，土壌改良，潅概を行なって畑耕作地として利用している例が

　　御前崎にある。

q1）総合立地評価

　　　植生が発達する限界域に生育しており，人為的立地改変にきわめて弱い。富士市内でも現存

　　植生はまれであり，植生および立地の保護地区として保全されることが望ましい。
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11）　カモジゲサーギシギシ群団

　　Agfopyro　k：amo3i・Ru搬icion　japonici

（D　群落の相観

　　多年生草本植物群落。

（2）　標徴種および区分種

　　カモジグサ，ギシギシ，ナガバギシギシ。

（3）a．優占種：カモジグサ，ギシギシ，オニウシノケグサ。

　b．多く出現する植物：カモジグサ，ギシギシ，エゾノギシギシ，スギナ，ヤエムグラ，ウシ

　　ハコベ，オランダミミナグサ，ノゲシ，コハコベ。

（4）主な代償植生

　　ミゾソバ群集などタウコギクラスの植生，オニウシノケグサ植栽地。

（5）富士市における主な分布地：吉原，松岡，弥生などの河辺。

（6）群落環

　　　　カモジグサーギシギシ群団

Agropyro　kamoji－Rumicion　japonlci

　　　増水・泥土の堆積　　　　　播種
Hochwasser・Schuttung　des　Bodells　　　　Gesat

　　　　　　　　　　　　　　　ミゾソバ群集　　　　　　　　オニウシケグサ植分

　　　　　　　　　　・・1yg・・…m・h・・b・・g・i　畿臨㈱伽。εα一

（7）立地条件

　　　河川による泥土と有機物が堆積した河辺に生育している。年数回の増水時に冠水するが土壌，

　　地下部は流亡しない。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種：カモジグサ，ギシギシ，ナガバギシギシ，エゾノギシギシ。

　　代償植生構成種：イヌムギ，ネズミムギ，ミゾソバ，オニウシノケグサ，オオイヌタデ。

（9）　　総矛口群集

　　　ウリカワーコナギ総和群集。

（拍）　土地利用

　　　土堤を築き，河用の影響を防止すれぽ，採草地，水困などに利用可能である。

（lD　総合立地評価

　　　河川の増水による年数回の冠水を受ける不安定な立地で生産的な土地利用はむずかしい。河

　　岸保全の屋下で現存植生の保持が必要である。



　　12）　ヒルムシ目クラス

　　　　Pota】mogetonetea

（1）　群落の相観

　　浮葉沈水植物群落。

（2）　呼子種および区分種

　　セソニンモ，エビモ，クロモ，ヤナギモ，ヒルムシロなど。

（3）a．優占種：ヒルムシロ，ヒシ，オニビシ，ジュンサイ。

　b．多く出現する植物：ヒシ，オニビシ，ジュンサイ，ヒツジグサ。

（4）主な代償植生：なし。

（5）　富士市における主な分布地：低地のため池など。

（6）群落環

　ヒルムシロクラス

POtamOgetOnetea

　　水位の低下
Fallen　des　Vねsserstandes

　　　　　　　　　　　ヨシクラス

　　　　　　　　　Phragmi亡e亡ea

（7）立地条件

　　　水深約50cm～数mの比較的富養なため池，沼や，ゆるい流水の中に生育している。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　ヒルムシロ，ヒシ，ジュンサイ，ヒツジグサ，オヒルムシロ。

（9）　　総生口群集

　　　ウリカワーコナギ総和群集。

（10）　土地利用

　　　ジュンサイ，スイレン，ヒツジグサなどの植栽地，ハス田，つり堀。

（1D　総合立地評価

　　　池沼中の植生で農業用のため池などにも生育する。池沼としての利用が可能。
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　b．ブナクラス域

　　　Fagetea　crenatae－Ge1〕iet

　｛3）　力ニコウモリーウラジロモミ群集

　　　　Cacaho－Abietetum　homolepidis

1毒講1

ノ藤鍔

Fig．56　表富士周遊道路沿いにみられるカニコウモリーウラジロモミ群集

　　　　（富士市，海抜1，540搬）。

　　　　Entlang（lerStraBewachstdasCacaiio－Abietetum　homolepidis
　　　　（Stadt　Fuli，1，540m芭．　NN）．

G）　群落の相観：常緑針葉樹夏緑広葉樹混生林。

（2）標悪露および区分種：ウラジロモミ，トウヒ，オオイタヤメイゲツ，ヒロハツリバナ。

（3）a，優占種

　　高木層：ウラジロモミ，オオイタヤメイゲツ，ブナ。

　　草本層：スズタケ。

　も．多く出現する植物

　　高木層：ウラジロモミ，オオイタヤメイゲツ，ブナ，ヒメシャラ。

　　低木層：ヒPハツリバナ，ミヤマイボタ，ツルアジサイ，オオカメノキ。

　　草本層：スズタケ，イワガラミ，ツタウルシ。

（の　主な代償植生

　タリーミズナラ群集，アカショウマーニシキウツギ群落，クサコアカソーフジテンニンソウ

群落，フジァザミーヤマホタルブクロ群集。
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（5）群落環

　　　　　　　　　　　　カニコウモリーウラジロモミ群集
　　　　　　　　　　Cacallo－Abietetum　homolepidis
　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　　　　　　　　タリーミズナラ群集
　　　　　　　　　　　Castaneo－Quercetum　crispulae
　　　　　　　　　　　／η　　　　　　　下＼
　　フジサンニシキウツギーマメザクラ群集　　　　　　キクバドコローヤマブドウ群集

Weigelofujisanense－1）runetuln　incisae　　Dioscoreo－Vitietum　coignetiae

　　　　　　　　　　　↑　　　＼　↑
　　　フジアザミーヤマホタルブクロ群集　　　　　クサコアカソ．一フジテンニンソウ群落
　Clrslo－Campanuletum　hondoensis　βθ8／～〃～θノ凌～9π～ご～～～世ム8〃oo＄cζρ～〃θ〃ノαρo泌α〃ηf．

’角壊圭也Erosion
δωぞ）～1～ω’ピ，（朗．Gesellschaft

＼癌一
　　　　　カクラスゲーオオバコ～洋集

Carici　lncisae－Plan亡agille亡Uin　asladcae

（6）　富士市における主な分布地

　　　表富士周遊道路より高海抜地の1，400～1，800mの山腹に分布する。

（ア）立地条件

　　　亜高由仁の気候に近く，低温で落葉層の分解が活発でなく酸性粗腐植土が形成されやすい。

　　水分条件は良く，雲霧の発生も多い。土壌母材はスコリア質火山灰，溶岩など風化しにくい多

　　孔質火山岩類からなる。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　高木層：ウラジロモミ，オオイタヤメイゲツ，ブナ。

　　　低木層：オオカメノキ，ヒロハツリバナ，ミヤマイボタ，ミヤマガマズミ。

　　　草本層：スズタケ，イトスゲ，イワセントウソウ。

　　代償植生構成種

　　　高木層：ミズナラ，ヤマハンノキ，ダケカンバ。

　　　低木層：ニワトコ，ニシキウツギ，ヤマブドウ，ノリウツギ。

　　　草本層：フジアザミ，ホソエノアザミ，ヤマホタルブクロ，シシウド，イタドリ。

（9）　総和群集

　　　シコクスミレーブナ総和群落。

（10）　土地利用：ウラジロモミ，カラマツ植林，風致林。

GD　総合立地評価：表富±1周遊道路や登山道路沿いに発達した自然林が生育しており，風致林と

　　して保護されるべきである。
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14）　ヤマボウシーブナ群集

　　Corno・Fagetum　cre凱atae

1灘

欝

、照門轟．

Fig．57　愛鷹山地に広くみられるヤマ

　　　　ボウシーブナ群集。

　　　　（袴腰岳1，230m）

Auf　dem　alten　Vulkan　Ashitaka－Bergland

von　850～1，330m負．　NN　weit　wachsendes

Corno－Fagetum　crenatae
（Berg　Hakamagoshi・dake　1，230m乱NN）．

（1）　群落の相観：夏緑広葉樹高木林。

（2）標徴種および区分種：ヤマボウシ，トウゴクミツバツツジ，マメザクラ，ミツバツツジ，ア

　シタカツツジ。

（3）a．　優占種

　　高木層：ブナ，ピコサンヒメシャラ。

　　低木層：アセビ，スズタケ，コアジサイ。

　　草本層：イトスゲ，イワガラミ，コカンスゲ。

　b．多く出現する植物：ブナ，ヒメシャラ，コハウチワカエデ，ミズナラ，ミヤマガマズミ，

　　タソナサワフタギ，オオカメノキ，クロモジ，リョウブ，ツクバネウツギ，マメザクラ，ア

　　オダモ，アオハダ，ツタウルシ，コカンスゲ。

（4）　主な代償植生

　　タリーミズナラ群集。フジサンニシキウツギーマメザクラ群集，キクバドコローヤマブドウ

　群集，タラノキークマイチゴ群集，スギ，ヒノキ植林。

（5）富士市における主な分布地

　　愛鷹］」地の標高約850～1，330m。
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（6）群落環

刈り取り火入れ
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（7）立地条件

　　　海抜約850～1，33Gmの山地。主に火山灰土の堆積した由腹斜面やゆるやかな尾根部。水分条

　　件は中庸～やや乾性。

（8）　群落域の適姓植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　高木層：ブナ，ヒメシャラ，リョウブ，イトマキイタヤ，コハウチワカエデ，ヤマボウシ。

　　　低木層：アセビ，アオダモ，コミネカエデ，ミヤマガマズミ。

　　　草本層：シシガシラ，コカンスゲ，ツクバネソウ。

　　代償植生構成種

　　　高木層：ミズナラ，イヌシデ，アカシデ，クマシデ，ヨグソミネバリ。

　　　低木層：マメザクラ，フジサンニシキウツギ，ヤマツツジ，カマツカ。

　　　草本層：ススキ，フジテンニンソウ，ミヤコザサ。

（9）　総和群集

　　　ヤマボウシーブナ総和群集のオノエランーハコネコメツツジ総和亜群集（宮脇，鈴木　1981

　　による）。

（10）　土地利用：林地（スギ，ヒノキ）。

（11）　総合立地評価

　　　ブナクラス域のもっとも中心的な広い立地を占めている。土壌条件，水分条件いずれも中庸

　　であり，多方面に土地利用が可能である。そのため現存する自然林は少なくなってきており，

　　十分な保護が望まれる。
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15）　オオモミジガサーブナ群集

　　M量riCaCaliO－FagetUI塗Crenatae

難業 憺灘響綴騒騰欝

欝

Fig．58　愛鷹山位牌岳に生育するオオモミジガサーブナ群集（！，340m）。

　　　　Mlricacaho－Fagetum　crenataeaufdemihaldake（1，340mU．NN）
　　　　des　Bergs　Ashitakayama．

G）　群落の相観

　　夏緑広葉樹高木林。

（2）　標徴種および区分種

　　シモツケソウ，フジテンニンソウ，シロヨメナ，シラネワラビ，アカショウマ。

（3）a．優占種

　　高木層：ブナ。

　　亜高木層：サラサドウダン，ピコサンヒメシャラ。

　　低木層：アプラチャン，コアジサイ，トウゴクミツバツツジ。

　　草本層：イトスゲ，ヒメノガリヤス。

　b．多く出現する植物

　　　ブナ，アオダモ，ピコサンヒメシャラ，ナナカマド，リョウブ，タンナサワフタギ，ノリ

　　ウツギ，コアジサイ，トウゴクミツバツツジ，アプラチャン，ヒメノガリヤス，シモツケソ

　　ウ，フジテンニンソウ，シμヨメナ，ハリガネワラビ，ツタウルシ，イトスゲ。
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（4）　主な代償植生

　　タリーミズナラ群集，アシタカツツジートウゴクミツバツツジ群落，アカショウマーニシキ

　ウツギ群落，タラノキークマイチゴ群集。

（5）　富士市における主な分布地

　　愛鷹山地のし330m以上。

（6）群落環

伐採
　　タラノキ「クマイチゴ群集

`ralio－Rubetum　crataegifoli重Schlag

　　オオモミジガサーブナ群集

lir硬cacalio－F母getum　crenatae

アカショウマーニシキウツギ群落
E4s’ゴ」ろ財住めθ㎎ガー晩匁9♂α4860名α一

fesellschaft

風衝地Windexp・nier
@　　Bestande

　タリーミズナラ群集

bast琴neo－Quercetum
モ窒奄唐垂浮hae

　アシタカツツジー
@　　　｝ウゴクミツバツツジ群落RIZO404θη〃0％々0窺加脚8ヨ～々0610‘Z召雇γ0躍z〃α磁η～4〃卜Geseilschaft

（7）立地条件

　　　海抜1，330m以上のブナクラスの雲霧帯に発達している。空中湿度が高く，水分条件は適潤

　　である。土壌は，稜線であるためやや浅い。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　高木層：ブナ，ピコサンヒメシャラ，り。ウブ。

　　　低木層：トウゴクミツバツツジ，タンナサワフタギ，アプラチャン，コアジサイ。

　　　草本層；ヒメノガリヤス，シモツケソウ，フジテソニンソウ，シロヨメナ。

　　代償植生構成種

　　　高木層：ミズナラ，ヨグソミネバリ。

　　　低木層；ニシキウツギ，ノリウツギ，クマイチゴ，ベニバナツクバネウツギ。

　　　草本層：ススキ，フジテンニソソウ。

（9）　土地利用

　　　林地（スギ）。

qO）　総合立地評価

　　　愛鷹山の稜線部に生育するブナ林で，現存林分も比較的残されている。土壌流亡が起きやす

　　い立地であり，林分の保全が必要である。
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16）　シコクスミレーブナ群落

　　yεoJα　sんεん。んεαπα圏jF「α9πs　crθπαfα鰯Gese茎lschaf重

（1）　群落の相観

　　夏緑広葉樹高木林。

（2）　標七種および区分種

　　サワシバ，ヒナウチワカエデ，カジカエデ，ミツバウツギ，シラキ，シコクスミレ，コミヤ

　マカタバミ。

（3）a．優占種

　　高木層：ブナ。

　　亜高木層：ヤマボウシ，サワシバ。

　　低木層：コクサギ，スズタケ。

　　草本層：イワガラミ，ヤマカモジグサ，ツルシロカネソウ。

　b．多く出現する植物

　　　ブナ，オオモミジ，ヒメシャラ，キハダ，ヒナウチワカエデ，カジカエデ，シラキ，サワ

　　シバ，オニイタヤ，エンコウカエデ，ミヤマイボタ，アプラチャン，ミツバウツギ，シコク

　　スミレ，コミヤマ弔事バミ，イワガラミ。

（4）主な代償植生

　　タリーミズナラ群集，フジサンニシキウツギーマメザクラ群集，タラノキークマイチゴ群集，

　スギ，ヒノキ植林。

（5）富士市における主な分布地

　　富士山腹の標高990m付近。

（6）群落環

カワラスゲーオオバコ群集

Carici　incisae－
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aSla「t1C．ae
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（7）　立地条件

　　　海抜約850～1，500mの山地溶岩流上に火山灰が堆積した立地で尾根部以外は湿潤となりやす

　　い。水分条件は適潤～湿潤。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　高木層：ブナ，ヒメシャラ，オオモミジ，サワシバ，カジカエデ。

　　　低木層：アプラチャン，コクサギ，ミヤマイボタ，ミツバウツギ，スズタケ。

　　　草本層：シコクスミレ，コミヤマカタバミ，ツルシロカネソウ，ハシカグサ。

　　代償植生構成種

　　　高木層：ミズナラ，クリ，クマシデ，アカシデ，ヨグソミネバリ。

　　　低木層：マメザクラ，フジサンニシキウツギ，ニワトコ，タラノキ。

　　　草本層：ススキ，フジテンニンソウ，シシウド，ムカゴイラクサ。

（9）総和群集

　　　シコクスミレーブナ総和群落。

（10）　土地利用

　　　林地（スギ，ヒノキ）。

（11）総合立地評価

　　　現存林分は，スギ，ヒノキの造林のためにほとんどみられなくなっている。富士山腹のブナ

　　クラス域の中核的存在であり，残存林分の科学的価値は高い。現在行われている針葉樹植林中

　　にも自然植生構成種を下層に許容し，土壌保全をはかることが望ましい。
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17）　イワボタンーシオジ群集

　　Chrysosp｝enio欝Fraxinetul犠spaethianae

Fig．59　緩斜面に生育するイワボタンーシ

　　　　オジ群集（富士山大渕林道，海抜

　　　　1，250m）。

Auf　den　sanften　Hangen　wachsendes　C　h　r　y．

sosplenio－Fτaxinetum　spaethianae
（1，250m菖．　NN，　beim　FQrstweg－Obuchi，　Berg

Fuli）．

（1）　群落の相観：夏緑広葉樹林。

（2）標徴種および区分種：ケヤキ，チドリノキ，イトマキイタヤ，セントウソウ，イヌワラビ，

　ミズヒキ，テバコモミジガサ，タニソバ，タニギキョウ。

（3）a．優占種

　　高木層：ケヤキ，ホソエカエデ，オオモミジ，イトマキイタヤ，サワグルミ。

　　低木層：アプラチャン，ガクウツギ。

　　草本層：スズタケ，ミヤマカンスゲ，ムカゴイラクサ，オオイトスゲ。

　b．多く出現する植物

　　高木層：イトマキイタヤ，ケヤキ，チドリノキ，オオモミジ，サワグルミ。

　　低木層：アプラチャン，ミヤマイボタ，ゴマギ，ガクウツギ。

　　草本層：セントウソウ，イヌワラビ，テバコモミジガサ，ムカゴイラクサ，タニギキョウ，

　　　　　シコクスミレ，サワハコベ，ツルシロカネソウ。

（4）　主な代償植生

　　サワダツークマシデ群落，タマアジサイーフサザクラ群集，フジサンニシキウツギーマメザ

　クラ群集，クサコアカソーフジテンニンソウ群落，カワラマツバーススキ群落。
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（5）群落環
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（6）　富士市における主な分布地：海抜700～！，700mの沢に沿って帯状に分布する。

（7）　立地条件：富士山山麓のブナクラス域に多く，沢沿いの崩壊地や火山放畠物を堆積した溶岩

　　流のやや凹状湿潤地を指標する。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　高木層：サワグルミ，シオジ．ケヤキ，オオモミジ，イトマキイタヤ，エソコウカエデ，ミ

　　　　　　ツデカエデ，ホソエカエデ，カジカエデ，チドリノキ。

　　　低木層：アプラチャン，ゴマギ，ミツバウツギ，ヤブデマリ，コクサギ，カントウマユミ。

　　　草本層：クルマバソウ，バクモウイノデ，テバコモミジガサ，セントウソウ，オオイトスゲ，

　　　　　　ムカゴイラクサ，シコクスミレ，エンレイソウ，サワハコベ。

　　代償植生構成種

　　　高木層：ミズキ，クマシデ，フサザクラ，ヤマハンノキ。

　　　低木層：ニワトコ，キブシ，タマアジサイ，コアカソ，クマイチゴ，マタタビ，サルナシ。

　　　草本層：ツリフネソウ，ノブキ，カワラスゲ，オトコエシ，シ坑外メナ，カワラマツバ，バ

　　　　　　ライチゴ。

（9）　総和群集：シコクスミレーブナ総和群落。

（10）　土地利用　風致林，植林。

（lD　総合立地評価

　　　種組成は豊富で60種以上になり，富士山麓ではもっとも多様な植物群落を構成している。し

　　たがって，土地的に不安定な立地は風致林，水晶函養林として保護し，植林の可能な立地でも

　　部分的な利用にとどめたほうが良い。
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18）サワダツークマシデ群落

　　翫。π〃7照87πθZαπαπ‘ん配s・0α戯ππsノ｛護poπεcα・Gesellschaf重

麟li

醗馬響

Fig．60　愛鷹山須津川上流の急斜

　　　面に生育するサワダツーク

　　　マシデ群落（愛鷹山鋸岳下，

　　　海抜950m）。

Auf　dem　steilen　Hang　am　Oberlauf

des　Flusses　Sutsu－gawa　iln　Berg　As－

h玉taka　bedeckt　sich　mit　der　エ⊃z‘02z∠ソ騨

〃凄z‘∫ηz4αηα7～孟ん～‘5・Cαψゴ7鷹∫ノ砂。ηゴ6α一

Gesellschaft（Nokogir玉一dake，950m廿．

NN，　Berg　Ashitaka），

（D　群落の相観：夏緑広葉樹林。

（2）欝欝種および区分種：ヒナウチワカエデ，モミ，ミヤマイタチシダ，サワダツ，シシガシラ。

（3）a．　優占素馨

　　高木層：クマシデ，サワシバ。

　　低木層：スズタケ，アプラチャン。

　　草本層：イトスゲ，オオイトスゲ，ミヤマカンスゲ，コカンスゲ。

　b．多く出現する植物

　　高木層：クマシデ，アカシデ，オオモミジ，モミ，サワシバ。

　　低木層：アプラチャン，カマツカ，クロモジ，ミヤマイボタ，マメザクラ，ツノハシバミ。

　　草本層：イトスゲ，オオイトスゲ，ミヤマカンスゲ，コカンスゲ，カンスゲ，ミヤマイタチ

　　　　　シダ，サワダツ。

（4）主な代償植生

　　タマアジサイーフサザクラ群集，キクバドコローヤマブドウ群集，クサコアカソーフジテン

　ニソソウ群落。

（5）富士市における主な分布地

　　愛鷹山系の海抜約600阻以上の渓谷部。
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（6）群落環

サワダツークマシデ群落
E〃01ひ・η7～俗フη8～α；1α1～～／～〃♂C詑厚）’η〃sノ砂。ノ～た¢GeseHschaft

　　　　　　　　／

　タマアジサイーフサザクラ群集
Hydrangeo　involucratae『
Eupteieetum　polyandrae
　　　　　　　↑

クサコアカソーフジテンニンソウ群落
β06々〃妙勿9ノ観～／～計五6～’ω∫c6ρ’〃〃η

ブ～z／）o／z／o～‘η2f．　∂ご1ノ㊧～11ξヲノ℃，（ノ

　　　　　　一Gese11schaft

沢　地
Flu13ta1

　　　　　＼
アシタカツツジートウゴクミツバツツジ群落
R／～040露zげ；ηノぬ，〃3細脚8－！～1～o♂o伽z♂ノη㌶

乏‘，α磁1z～‘刃z－Gesellshaft

　　　　　　↑

　　　アカショウマーニシキウツギ群落
！4∫！〃6θ！ノηでη加ノμ二丁稔忽θ彪46ご。πz－Gesellschaft

　　　　　　　↑

キントキシロヨメナーフジテンニンソウ群落
　ノ1惚1’㎎θ1π’o～4θsvar．1～π鷹f．　sσε‘，召磁η醐2

一ゐθ～κo∫卸！〃θηノαρoア2～ど～〃ηf．6αノ加？ω’置

　Gesellschaft

山腹急傾斜地
Stei互hange

（7）立地条件

　　　渓谷部の空中湿度が高く，山影となるような曲射時間の限られる傾斜地を指標する。土壌も

　　湿潤であるが表層土がうすく，土壌構造も未発達である。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　高木層：クマシデ，アカシデ，イヌシデ，サワシバ，オオモミジ，エンコウカエデ，チドリ

　　　　　　ノキ。

　　　低木層：アプラチャン，クロモジ，ミヤマイボタ，ツリバナ，タンナサワフタギ，サラサド

　　　　　　ウダン，トウゴクミツバツツジ，ミツバツツジ。

　　　草本層：カンスゲ類，サワダツ，ミヤマイチタシダ，ゴトウヅル，オオイトスゲ，イトスゲ。

　　代償植生構成的

　　　高木層：フサザクラ，ヤマハンノキ，ミズキ。

　　　低木層：ニシキウツギ，タマアジサイ，ヒメウツギ，ガクウツギ，コアカソ，マタタビ，サ

　　　　　ルナシ，ニワトコ，ミツバウツギ。

　　　草本層：フジテンニンソウ，フキ，イタドリ，ヒメノガリヤス，ウラバグサ，テキリスゲ，

　　　　　　クサコアカソ，クマイチゴ，エビガライチゴ。

（9）　総和群集：宮脇・鈴木（1981）のヤマボウシーブナ総和群集のオノエランーハコネコメツツ

　　ジ総和亜群集に該当する。

（io）　土地利用：災害防止林，水源酒養林。

（1D　総合立地評価

　　　現存する自然植生の保護と，たびたび崩壊する立地では，積極的に植生復元がはかられるべ

　　きである。
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19）　タリーミズナラ群集

　　Casta凱eo・Quercetum　crispulae

G）　群落の相観

　　夏緑広葉樹林。

（2）標徴種および区分種

　　オオカメノキ，ヒメシャラ，アオダモ，サラサドウダン，コミネカエデなどササーブナオー

　ダーの種と，ミズナラ，コアジサイ，オトコヨウゾメ，ウラジロノキ，ウスノキなどコナラー一

　ミズナラオーダーの種で区分される。

（3）a，優占種

　　高木層：ミズナラ，ヒノキ。

　　低木層：アセビ，サラサドウダン，チチブドウダン，トウゴクミツバツツジ，ミツバツツジ。

　　草本層：カンスゲ類，キンレイカ，ヒメノガリヤス。

　b，多く出現する植物

　　高木層：ミズナラ，ヒノキ，エソコウカエデ，マルバアオダモ。

　　低木屡：サラサドウダン，トウゴクミツバツツジ，ミツバツツジ，アセビ，リョウブ，マメ

　　　　　ザクラ，コアジサイ。

　　草本層：キンレイカ，ヒメノガリヤス，イワセントウソウ，ヘビノネゴザ，イワガラミ。

（4）主な代償植生

　　フジサンニシキウツギーマメザクラ群集，クマイチゴータラノキ群集，カワラマツバースス

　キ群落，フジアザミーヤマホタルブクロ群集。

（5）群落環

　　　　　　　　　　　　　　タリーミズナラ群集
　　　　　　　　　　　　　　Castaneo－Quercetum　crispulae
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　　　　　　　フジサンニシキウツギーマメザクラ群集
　　　　　　　　　　　　Weigelofulisanense－Prunetum　incisae

認〆謡一⊥騒驚識
　　　　　　ススキーカワラマツバ群落　　　 Astilbo－Filipenduletum
　　　　M細漁副ηθ7～溶　　　　　multilugae　　　　　　　崩壊地
　　　　G〃～〃ηzθ8／7〃ηvar．α∫ぬ’～ご〃〃r　Gesellsclユaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ste三nbruch
福采
Sch｝ag

↑風働也

Windexponierte　Bestande
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（6）富士市における主な分布地

　　富士山の東臼塚（1，578m）より下方へ幅約700mの帯状となって分布する。その下限域は約

　850mでクリーコナラ群集潜在自然植生領域に接している。

（7）立地条件

　　新富士火山のもっとも新しい二期寄生火山活動により噴出した溶岩流は，富士市の海抜1，400

　m付近より下方へ流れでており，小天狗溶岩と東二三を起点とする東三二溶岩とよぼれている。

　これらの溶岩流は地表に露出し，多孔質の起伏に富んだ地形を形成している。表層土は火山放

　出物が一部に堆積するものの，うすく，また植物遺体の分解，還元による有機質土壌の形成も

　十分目ない。

（8）　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　高木層：ミズナラ，ヒノキ，エンコウカエデ，ハリモミ，クマシデ，ヤマボウシ。

　　低木層：サラサドウダン，トウゴクミツバツツジ，ミツバツツジ，チチブドウダソ，アセビ，

　　　　　ナンキンナナカマド，リョウブ，コァジサイ，カマツカ，クロモジ，ウリハダカエデ。

　　草本層：ヒメノガリヤス，キンレイカ，イワセントウソウ，ツタウルシ，ツマトリソウ，ヘ

　　　　　　ビノネゴザ。

　代償植生構成種

　　高木層：ミヤマハンノキ，ヤシャブシ。

　　低木層：フジサンニシキウツギ，サンショウイバラ，ノリウツギ。

　　草本層：ヒメノガリヤス，フジアザミ，ヤマホタルブクロ，ススキ，チダケサシ，アブラシ

　　　　　バ，カワラマツバ。

（9）

qO）

（11）

　総和群集

　シコクスミレーブナ総鵜群落。

　二二利用

　薪炭林，植林。

　総合立地評価

　タリーミズナラ群集潜在自然植生域のヒノキ植林は少く，比較的広い面積でクリ，ミズナラ

の薪炭林が残されている。これは起伏の激しい，しかも表層土の少ない立地が植林に不適当な

ためである。富土市のタリーミズナラ群集潜在自然植生域には自然生のヒノキが生育する。し

たがってヒノキの抜き切りによる林業形態が維持できれぽ，生態系の保全にもつながる。
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20）　クリーコナラ群集

　　Casもa庶eo・Quercetum　serratae

（1）　群落の相観

　　夏緑広葉樹林。

（2）標徴種および区分種

　　コウヤボウキ，ナガバノコウヤボウキ，ウメモドキ，オトコヨウゾメ，ウラジロノキ，シラ

　キ，アワブキ。

（3）a，　優i占種

　　高木層：コナラ。

　　低木層：クロモジ，コゴメウツギ，メツクバネウツギ。

　　草本層：ナガバノコウヤボウキ，コウヤボウキ，ツタウルシ。

　b．多く出現する植物

　　高木層：コナラ，クリ，モミ，ホオノキ，ウラジロノキ，マメザクラ，シラキ，アオハダ。

　　低木贋：ハナイカダ，ウメモドキ，タマアジサイ，コマユミ，オトコヨウゾメ，メツクバネ

　　　　　ウツギ，クロモジ，コゴメウツギ。

　　草本層：ナガバノコウヤボウキ，コウヤボウキ，ツタウルシ，ヒメノガリヤス，ヒメヤブラ

　　　　　ン，ハンショウヅル。

（4）主な代償植生

　　フジサンニシキウツギーマメザクラ群集，クマイチゴータラノキ群集，カワラマツバースス

　キ群落。

（5）群落環

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　コ

伐

採

曽

竃
霞

　　　クリ　　ナフ群集
　　Castaneo－Quercetum　serratae
　　　　　　　　　↑

　　フジサンニシキウツギーマメザクラ群集
、Veige工O　fajiSane11Se－PrUlletU夏n　ln．CISae

　　タラノキークマイチゴ群集
Aralig－Rubetum　crataegifolii

ススキーカワラマツバ群落
Mな6σノ～！1沼55加6／ZSが甜

Cα～ガ♂‘〃～～ぞ〃θ｝zvar．αs勧’‘α〃1z－Gese11schaft
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（6）　富士市における主な分布地

　　　丸火自然公園など海抜500m以上の溶岩流の露出した地域で，高海抜地では海抜850m付近に

　　及んでいる。

（ア）　立地条件

　　　新富士火山の新期溶岩流である大淵丸尾溶岩流に代表される起伏の激しい溶岩の露出した立

　　地を指標している。表層土はうすく，スコリアを含む火山灰土壌からなる。クリーコナラ群集

　　潜在自然植生領域は，火山灰土壌の深い立地でヤブムラサキーモミ群落潜在自然植生域，高慮

　　抜地でタリーミズナラ群集潜在自然植生域に接している。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　高木層：コナラ，クリ，モミ，ウラジロノキ，シラキ，アォハダ，リョウブ。

　　　低木層：ハナイカダ，ウメモドキ，コマユミ，オトコヨウゾメ，メツクバネウツギ，クロモ

　　　　　　ジ，コゴメウツギ。

　　　草本層：ナガバノコウヤボウキ，コウヤボウキ，ツタウルシ，ヒメノガリヤス，ヒメヤブラ

　　　　　　ン，ハンショウヅル，イヌツゲ。

　　代償植生構成種

　　　高木層：ヤシャブシ，オオバヤシャブシ，ヤマハンノキ。

　　　低木層：フジサンニシキウツギ，サンショウイバラ，ノリウツギ，ヌルデ，キハギ，ヤマハ

　　　　　　ギ。

　　　草本層：チダケサシ，カワラマツバ，ススキ，クマイチゴ，トダシバ，フキ，ニガナ。

（9）　総和群集

　　　クリーコナラ総和群集。

（10）　土地利用

　　　薪炭林，植林。

（11）　総合立地評価

　　　クリーコナラ潜在自然植生域は，溶岩流が露出し，土地利用については不適当な立地である。

　　自然の生態系に適合したクリ，コナラの二次林を薪炭林として利用する以外は風致林として保

　　全するのが得策である。このような観点から丸火の潜在自然植生と同じ種組成の現存夏緑広葉

　　樹林が自然公園として保全，利用されたのは適当な土地利用ということができる。
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21）　ヤブムラサキーモミ群落

　　0αZJεoαr㎎｝α　ηzoZ麗s昌ノ隻ゐ∫θs々rηεα貫Gesellschaft

　富士山麓の海抜600～850mには現存する自然植生が確認されておらず，その多くはヒノキの植

林におきかえられている。潜在自然植生の判定は，おもに植林下の貧弱な林床植生に頼った。ヤ

ブツバキクラスの常緑指標植物は海抜約600m以上には，ほとんど出現せず，またササーブナオ

ーダーの種群も海抜850m以下には降りて来ない。植林下の林床植物はブナクラス域の林縁に多

い植物で，確実な潜在自然植生判定の種とはならないが，海抜600～850mの地域はブナクラス下

部に相当し，シデ属，コナラ属，モミ属などのコナラーミズナラオーダーの植生が潜在自然植生

に判定される。このコナラーミズナラオーダーの植生は，比較的新しい火由地帯に生育し，いわ

ゆる堆積岩地帯のコハクウンボクーイヌブナ群集，バクウンボクーイヌブナ群落などとは異なっ

た植生単位にまとめられるものである。本報では仮にヤブムラサキーモミ群落とし，三ツ峠

　（宮脇ほか1977），富士山（遠山1965，1966），丹沢（宮脇・大場・村瀬1964）の資料が参考にさ

れた。

（D　群落の相観

　　夏緑広葉樹林。

（2）　標野種および区分種

　　ヤブムラサキ，コバノガマズミ，アワブキ，バクウンボク，イヌブナ，ミマヤクロモジ，ア

　カシデ，マツブサ。

（3）a．優占種

　　高木層：イヌブナ，アカシデ，モミ，ヒノキ，シラキ。

　　低木層：アプラチャン，クロモジ，コゴメウツギ，アセビ。

　　草本層：カンスゲ類，チゴユリ，ホンモンジスゲ。

　b．多く出現する植物

　　高木層：モミ，アカシデ，アワブキ，バクウンボク，ヤマボウシ，シラキ。

　　低木層：アセビ，アプラチャン，コゴメウツギ，ヤブムラサキ，ミヤマクμモジ，コバノガ

　　　　　マズミ，メツクバネウツギ，ムラサキシキブ。

　　草本層：カンスゲ類，ホンモンジスゲ，シュンラン，イヌツゲ，ツルリンドウ，チゴユリ。

（4）主な代償植生

　　クリーコナラ群集，フジサンニシキウツギーマメザクラ群集，クマイチゴータラノキ群集，

　カワラマツバーススキ群落。
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（5）群落環

伐

採

曽

ぎ

αq

Gα〃あαψαフノ～o〃蝕／1ゐ～6s万ノ初α一Gesellschaft

　Castaneo－Quercetum　serratae

　　フジサンニシキウツギーマメグミ群集
、Veigelofujisanense－Prunetum　inciぎae
　　　　　　　　　↑
　　　　タラノキークマイチゴ群集

　AraliσRubetum　crataegifolii
　　　　　　　　↑
　　　ススキーカワラマッバ群落
　Mなαη〃～〃s∫’〃θ1～∫～岱

　0‘～1々で〃z肥17〃ノzvar．θ∫乞8’あ〃〃2－Gesellschaft

ヤブムラサキーモミ群落

　　　　小
　クリーコナラ群集

　　　　介

（6）　富士市における主な分布地

　　　海抜600～850mの富士山山麓で足寄溶岩流（大淵丸尾溶岩流）上を除く地域に分布する。

（7）立地条件

　　　ブナクラス域でも雲霧のかからない低海抜地に位置している。母材は旧期，中期の玄武岩類

　　（溶岩流）と表層を火山放出物，火山灰によって被覆されている。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　高木層：モミ，アカシデ，バクウンボク，イヌブナ，シラキ，ヨグソミネバリ。

　　　低木層：ヤブムラサキ，アセビ，アプラチャン，クロモジ，ダンコウバイ，コゴメウツギ，

　　　　　　メツクバネウツギ，コバノガマズミ。

　　　草本層：カンスゲ類，ミヤマイタチシダ，ホンモンジスゲ，チゴユリ，イヌツゲ，シュンラ

　　　　　　ン，ホソバトウゲシバ，キッコウハグマ，ツルリンドウ。

　　代償植生構成種

　　　高木層：コナラ，ミズナラ，クリ，ヤマザクラ，イヌザクラ，ミズキ。

　　　低木層：クサギ，ニワトコ，キブシ，フジサンニシキウツギ，サンショウイバラ，ウツギ。

　　　草本層：チダケサシ，ススキ，フキ，ヒヨドリバナ，シシウド，イタドリ。

（9）　総和群集

　　　クリーコナラ総和群集。

qO）　土地利用

　　　植林，畑地，ゴルフ場。

（羽）　総合立地評価

　　　広い面積を占めるヒノキ植林はきわめて貧弱な生態系となっている。夏緑広葉樹林の復元に

　　よる生態系の回復は，林業資源の長期的な保全のためにも必要なことである。
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23）　タマジサイーフサザクラ群集

　　Hyd罫angeo　iRvOIUcraもae・E孤pte韮eetu斑polyaRdfae

懸、

灘；

ドま　　　ト　セ

難綾，

醸欝

議灘縣綾嚢

Fig．6！渓谷斜面の崩積地に生育したタマアジサイーフサザクラ群集

　　　　　（須津川渓谷，海抜800m）。

　　　　AufdemHangschuttdesBergtalswachsendes　Hydfangeoinvolucratae．

　　　　Eupteleetum　polyandrae（Sutsugawa－Ta1800m廿．NN）。

（D　群落の相観

　　夏緑広葉樹低木林。

（2）標徴種および区分種

　　タマアジサイ，フサザクラ。

（3）a，優占種

　　低木層：フサザクラ，ヤマハンノキ。

　　草本層：コアカソ，ウワバミソウ。

　b．多く出現する植物

　　低木層：フサザクラ，タマアジサイ，キブシ，ウツギ，ヤマアジサイ。

　　草本層：コアカソ，ムカゴイラクサ，エイザンスミレ，フキ，コチヂミザサ。
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（4）

（5）

（6）

主な代償植生

ボタソヅルーモミジイチゴ群団，

富士市における主な分布地

愛鷹山地匡麓の渓谷辺。

群落環

クサコアカソ群落，イワニガナーアブラシバ群集。

ω伐
注説

郵主

卑秒

霧朋
§’二
一

タマアジサイーフサザクラ群集
Hydrangeo　involuc「atae－
EUpte！eeturn　polyandrae

安定化イロハモミジーケヤキ群集

Aceri－Zelkove亡um
Stabilisierung

ボタンヅルーモミジイチゴ群団
　Clernat｛do　ap三ifoliae－

　Rubetum　palmati

クサコアカソーフジテンニンソウ群落
　β08ノ～耀廊8π～認～鋤乙θ～’ご。∫ご躍〃〃η

　メαρo｝7ゴαf溺f．加γδわ2θγり♂Gesellschaft

　イワニガナーアブラシバ群集

Ixerido－Caricetumsatsumensis

裸　　　地

Nackte　Bbden

（7） 立地条件

急斜面の岩盤上に薄く礫が堆積した不安定立地に発達している。空中湿度が高く， また土壌

　は滲出水にうるおされて適潤である。洪水時などには水流による破壊作用を受けることもある。

（8）　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　低木層：フサザクラ，タマアジサイ，ヤマハンノキ。

　　草本層：ウワバミソウ，ムカゴイラクサ，フキ，ジュウモンジシダ。

　代償植生構成種

　　低木層：モミジイチゴ，コゴメウツギ，マタタビ，ボタンヅル，フジ。

　　草本層：クサコアカソ，アプラシバ，ミズヒキ，ダイコンソウ，イワニガナ。

（9）

qO）

（ID

総琴理群集

シコクスミレーブナ総和群落。

土地利用

砂防林。

総合立地評価

河辺の土壌，植生を保護する目的で，現存植生の保全が必要。
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23）　アシタカツツジートウゴクミツバツツジ群落

　　翫ododθπdmπん。履〃α’παθ・磁ododeηdroπωα4α肱7π・Gese董lschafも

（1）　群落の相観

　　夏緑広葉樹低木林。

（2）　標徴種および区分種

　　アシタカツツジ，マメザクラ，トウゴクミツバツツジ，ベニバナツクバネウツギ。

（3）a．優占種

　　低木層：トウゴクミツバツツジ，サラサドウダン。

　　草本層：ヒメスゲ，ヒメノガリヤス，コアジサイ。

　b．多く出現する植物

　　クロモジ，トウゴクミツバツツジ，コアジサイ，ナナカマド，サラサドウダン，ミヤマガマ

　ズミ，スノキ，リョウブ，ヒナスゲ，ヘビノネゴザ，ミヤコザサ。

（4）主な代償植生

　　オノエランーハコネコメツツジ群集，フジアカショウマーシモツケソウ群落。

（5）　富士市における主な分布地

　　愛鷹山越前岳，位牌岳の稜線部。

（6）群落環

ζ人
窪為
磐撹
藝違L

島土
＆壌
§流
ひ鳶亡

凄

善

コ

アシタカツツジートウゴクミツバツツジ群落
R’ZO404θ雇ア0η々0，雇yθ，♪～α8－R1～0ど048π〃0ア～

2σ4飽窺〃卜Geselischaft
安定Stabilisierung

フジアカショウマーシモツケソウ群集

AstHbo－Fihpenduletしヨm　multijugae

　才ノエラン～ハコネコメツツジ群集

Orchido－Rhododendretuln　tsusiophy監h

ヤマボウシー
　ブナ群集
Como－Fagetum
crena亡ae

（7）立地条件

　　風衝の強い土壌の浅い岩盤地に生育している。土壌は乾燥しやすく，空中湿度により水分の

　供給を受ける。

（8）　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　低木層：アシタカツツジ，サラサドウダン，トウゴクミツバツツジ，スノキ，ベニバナツク

　　　　　バネウツギ，ナナカマド。

　　草本層：ヒナスゲ，コイワカガミ，ツクバ不ソウ。

　代償植生構成種
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　　　草本層：フジアカショウマ，シモツケソウ，ヒメノガリヤス。

（9）総和群集

　　　ヤマボウシーブナ総和群集のオノエランーハコネコメツツジ総和亜群集（宮脇・鈴木1976に

　　よる）。

（lo）　土地利用

　　　植生にとって厳しい条件下に生育しており，生産的土地利用，人の踏みつけなども困難であ

　　る。

qD　総合立地評価

　　　極端な立地の自然植生として立地，植生，植物糧の総合的保護の観点から，現存植生の保全

　　が必要。
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24）　オノエラン一群コネコメツツジ群集

　　Orchido・Rhododendretum　tsusiophylli

Fig．62　断崖地の繊麗に根をはって生育するオノエランーハコネコメツツジ群集

　　　　　（愛鷹山鋸岳，海抜1，250m）。

　　　　AufderFelsenklippevorkommendesOrchido・Rhododendretum
　　　　tsusiophylli（Nokogiridake　1，250m員．　NN，　Berg　Ashitakayama）．

（の　群落の相観

　　夏緑広葉樹蔓生低木林。

（2）　標徴種および区分種

　　ハコネコメツツジ。

（3）a．　優占種

　　ハコネコメツッジ。

　b．多く出現する植物

　　ハコネコメツツジ，キンレイカ，コメススキ，ヒメノガリヤス。

（4）主な代償植生

　　なし（現存植生が破壊されると斜地化する）。

（5）　富士市における主な分布地

　　愛鷹山地位牌岳，鋸岳稜線部。
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（6）群落環

オノエランーハコネコメツツン樹舞、
Orch且do－Rhododend：etum　tsuslophyBl

　　珪．砂の推積
Sch羅ttしmg　d．　Kiese　u．　Sand

rヒ膏少の溺己亡　Erosiくm

フンアカンヨウマーンモツケソウ群集

Ast11bo－Fn蓋penduletum　mult玉］ugae

　裸　　地
Nackte　BδdeR

（7）立地条件

　　　断崖のテラス地のごくわずか土砂が堆積した立地に生育している。土壌の保水力は低く空中

　　湿度により生育水分を得ている。

（8）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　ハコネコメツツジ，コイワカガミ，キンレイカ，コメススキ，シモツケ。

（9）　総和群集

　　　ヤマボウシーブナ総和群集のオノエランーハコネコメツツジ総和亜群集（宮脇・鈴木1981に

　　よる）。

（10）　土地利用

　　　困難である。

（1の　総合立地評価

　　　岩棚上の自然植生で立地および植生の改変は禁止されねぽならない。植生，植物相上貴重な

　　群集で，とくに盗採などを監視し，厳重な保護が望まれる。
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c．：コケモモートウヒクラス域

　　VacciRio・P量eeetea．Ge寿iet

25）　シラビソーオオシラビソ群集

　　　Aわietetum　veiもchio・mariesii

紹・

㌧詳篭
腱霞

、響響

藪澗製樫騰鍵

Fig．63　海抜2，300～2，400mの安定

　　　した立地でシラビソの優占する

　　　シラビソ一口オシラビン群集

　　　　（富士山，海抜2，260m）。

Abie亡etumveitchio－mariesii
rnit　dorn玉nierendem　〆1ろ∫8∫　刀ε鉱ご1Lガ∫，　das

von　2，300　bis　2，400m銭．　NN，　wo　Standort

stabilisiert　ist（2，260m荘．　NN，　S荘dhang

des　Bergs　Fuji＞

　シラビソーオオシラビソ群集はカラマツの優占するコケモモ璽群集とシラビソ，オオシラビソ

の優占する安定した立地の典型亜群集に下位区分され，凡例の上でも亜群集の段階で植生図化さ

れている。

（τ）　群落の相観：常緑針葉樹林。

（2）標識種および区分種：シラビソ，オオシラビソ，トウヒ，コメツガ。

（3）a，　優占種

　　高木層：シラビソ，オオシラビソ，トウヒ，カラマツ。

　　低木層：シラビソ，ナナカマド。

　　草本層：ヒメノガリヤス，マイヅルソウ，カニコウモリ。

　　コケ層：イワダレゴケ，タチハイゴケ，シッポゴケ。

　b．多く出現する植物

　　高木層：シラビソ，オオシラビソ，トウヒ，コメツガ。

　　低木層：ナナカマド，シラビソ，トウヒ。

　　草本麿：コガネギク，ヤハズヒゴタイ，マイヅルソウ，コバノイチヤクソウ，コイチヤクソ

　　　　　ウ，ジンヨウイチヤクソウ。
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　　コケ層：イワダレゴケ，タチハイゴケ，シッポゴケ，セイタカスギゴケ，ハイイロカブトゴケ。

（4）主な代償植生：フジアザミーヤマホタルブクロ群集，グンナイフウローヤハズヒゴタイ群落。

（5）群落環

シラビソ一等オシラビン群集

Ab｛et．etum　veitchio
－rnariesii

伐採・風衝

　　Schlag，　windexponiert

雪

崩

占

窒

墓’

ヤハズピコダイータケカンバ群集

Saussureo－Betuletumermanii

シ．ラビン，オオシラビソ

　一斉低木林
hitiale　Phase　von
4配es”eπC配∫ロ．A，
π己α7・’e5π

ミネヤナギ，ミヤマハンノキ低木林

sα’μγeどη蕗．u．湾1πμ5

㎜ακ」7πo漉。凝’一Geb疑sche

フジアザミーヤマホタルブクロ群集

birsio－Campa恥letum
?ｏｎｄｏｅｎｓｉ?

イワノかりヤス，ヒメノ

Oンナイフウローヤハ
bα‘α伽α8γ05εfs～απ93d

�ｿた。πeηs∫5－Wiesen，

?γ∫0εオemoπvar．7e‘πゴ

ﾐγ瞬ε7α一Gese1韮schaf

裸　　　　地

mackte　Bδden

（6）立地条件：海抜1，800m～2，3001nのなだれの少ない安定した斜面。風衝，温度条件の厳しく

　　なる森林限界付近の高海抜地や二期寄生火山放出物の堆積した不安定な立地ではカラマツの優

　　占するコケモモ亜群集がみられる。

（7）　群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　高木層：シラビソ，オオシラビソ，コメツガ，トウヒ，カラマツ。

　　　低木層：コヨウラクツツジ，ヒPハツリバナ，オオバスノキ，バクサソシャクナゲ。

　　　草本層：ジンヨウイチヤクソウ，コバノイチヤクソウ，コイチヤクソウ，キソチドリ，マイ

　　　　　　ヅルソウ，イワセントウソウ，カニコウモリ。

　　代償植生構成種

　　　高木層：ダケカンバ，ミヤマハンノキ，ヤハズハンノキ。

　　　低木層：タカネイバラ，ウラジロハナヒリノキ，ミヤマハンショウヅル。

　　　草本層：ホソエノアザミ，ヒメノガリヤス，イワノガリヤス，フジアザミ，ヤマホタルブクロ。

（8）　総和群集：調査資料なし。

（9）土地利用：風致林。

（10）総合立地評価：シラビソーオオシラビソ群集は伐採されると復元が困難であるから，積極的

　　な利用としても，観光が最大限許される許容範囲である。
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26）　ヤハズヒゴタイーダケカンバ群集

　　Sa租ssureo・Betuleもum　er殖＆nii

Fig。64　なだれの起きやすい傾斜地に生育するヤ・・ズヒゴタィーダケカンバ群集

　　　　（富士山五合目，海抜2，500m）。

　　　　AufdenSchneelawinenhangenwachsendesSaussureo－Betuletum　ermanii
　　　　（2，500m　U．　NN，　S茸（lhang　des　Bergs　Fujis）．

（1）　群落の相観

　　夏緑広葉樹亜高木林。

（2）　標徴種および区分種

　　ミヤマハンノキ，ダケカンバ，ウラジロハナヒリノキ，ヤハズヒゴタイ，ミヤマハンショウ

　ヅル。

（3）a．優i占種

　　高木層：ダケカンバ，ミヤマハンノキ。

　　低木層：バクサンシャクナゲ，ミヤマハンノキ。

　　草本層：ヒメノガリヤス，イワノガリヤス。

　b．多く出現する植物

　　高木層：ダケカンバ，ミヤマハンノキ。

　　低木層：ミヤマハンノキ，ナナカマド。

　　草本層：ヤハズヒゴタイ，ヒメノガリヤス，イワノガリヤス，マイヅルソウ，コガネギク。
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（4）　　主な4→こイ質ネ直生

　　　フジアザミーヤマホタルブクロ群集，グンナイフウローヤハズヒゴタイ群落，イワノガリヤ

　　ス歯噛。

（5）群落環

　　ヤハズヒゴタイーダケカソバ群集

　　　　　　　　　　　　　ヤハズピコダイーダケカンバ群集
　　　　　　　　　　　　　　Saussureo－Betuletum　erlnallii

∵織機鉱工騰∵
　　　　　G6ノπノ2～～’〃28r～oεゑ6ノπo〃var・1ぞ加が計　　　　　舞　　立　　　Cirsio－Campanuletum馳hon一

　　　　　滋～岱∫～〃脚～ノψ’61π一Gese11schaft　　　　　Φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　doenS｛S
　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　イワノガリヤス，ヒメノガリヤス南分
　　　　　　　　　　　0α々τ〃躍g／ro∫’心ノ々ノ署εご／oノガア声u．（二1～π々。ノ昭1～∫露一Bestま1｝de

（6）　富士市における主な分布地

　　　富士山三合目周辺。

（7）立地条件

　　海抜約2，100m～2，470mの亜高山帯に位置し，傾斜角20度以上の急気配で，冬季におけるな

　　だれの発生頻度が高い。土壌は中礫をまじえる礫質から細砂質で，湿潤であるが透水性がよい。

（8）群落域の適性植栽種

　　潜在自然植生構成種

　　　高木層：ダケカンバ，ミヤマハンノキ，ヤハズハンノキ。

　　　低木層：ナナカマド，ウラジロハナヒリノキ，タカネイバラ。

　　　草本層：ヤハズヒゴタイ，ヒメノガリヤス，マイヅルソウ。

　　代償植生構成種

　　　低木層：ミヤマハンショウヅル，タカネイバラ，ウラジロハナヒリノキ。

　　　草本層：ホソエノアザミ，オオヨモギ，イワノガリヤス，フジアザミ。

（9）　　総矛口群集

　　　調査資料なし。

（10）　土地利用

　　　風致林，砂防林。

（11）　総合立地評価

　　　なだれ頻度の高い急傾斜地に生育し，土砂崩壊防止の役割を果たしている。草本植物にはお

　　花畑を構成する美しい植物が多く，観光客の目を楽しませる。
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　d．コマクサーイワツメクサクラス域

　　　Dice皿tro蔦Stellarietea狙ipPonicae鴨Gebiet

　27）　イワスゲーイワツメクサ群集

　　　　Ca罫ici　stenanもhae・S重ellar圭etum皿ipPonicae

i難隷

Fig．65　海抜2，500m以上に広い面積で生育するイワスゲーイワツメクサ群集

　　　　　（富士山6合目，海抜2，850m）。

　　　　Uber　2，500m　vom　Meer　kommt　groBe　Flache　sp装rlich　wachsendes　Carici　stena凱．

　　　　hae．Stellarietum　nipponicaevor，wovu11くanischeK：ieseundSandebedeckt

　　　　sind，　un（玉die　Oberflache　der　B6den　mehr　◎der　weniger　laもil　und　beweglich　sind

　　　　（2，850m員．　NN）．

G）　群落の相観

　　高山荒原多年生草本植物群落。

（2）　標徴種および区分種

　　オンタデ，フジハタザオ，イワツメクサ，ミヤマオトコヨモギ。

（3）a．優占種

　　オンタデ，ミヤマオトコヨモギ。

　b．多く出現する植物

　　オンタデ，イワスゲ，ミヤマオトコヨモギ，イワツメクサ。
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（4）群落環

・∴で翻認蕪ll。・・。・…・pP・。・・ae　l

　　　　　　　　　　　↓　　　　↑

　　　　　　　　　　｛鮎無齢麟由司

（5）富士市における主な分布地

　　富士山五合目の海抜2，500m周辺から八合目の海抜3，200m付近まで広く分布している。ヒ

（6）立地条件

　　森林限界以上の高山帯に位置し，立地は移動しやすいスコリアからなる。

（7）　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　オンタデ，ミヤマオトコヨモギ，イワスゲ，コタヌキラン。

（8）総和群集

　　イワスゲーイワツメクサ群集，オノエイタドリ南分の多年生草本植物群落により構成される。

　未調査。

（9）　総合立地評価

　　風衝，融臨時のなだれによりスコリアの崩落がおこりやすい地域である。オンタデの根茎は

　発達したもので50～70cmも深く根をはりスコリアの移動をおさえるのに役だっている。登山客

　の自由な立入り，登山道その他の施設づくりは極力抑える。


